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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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私なんて、




いない方がよかったのかなあ……？
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「不ふ思し議ぎよね」

　超ちよう高こう層そうビルの屋上の縁ふちに、一〇歳さいほどに見える少女が腰こし掛かけていた。ビル風に弄もてあそばれる黒くろ髪かみを抑おさえつつ、眼がん下かに広がる美しい横浜の夜や景けいを眺ながめている。

　彼女の隣となりに座すわる同おない年ぐらいの少年が問い返した。

「不思議って、なにが？」

「わたしたちは、神に作られたのよね？　新たな人じん類るいとなるために……」

「そうだね。ボクたちが、今こうして眺めている景け色しきは、いずれなくなる」

　幾いく千せんの星が瞬またたいているように、横浜の街まちは煌きらめいていた。光と同じ数だけの人生ドラマが、たった今も繰くり広ひろげられている。

「現在の人類が滅ほろんだ後で、ボクたちがヒトとしての歴史の礎いしずえとなるんだ。そして、そのようすを神がご覧らんになる」

　赤い法ほう衣いを着た少年──アダムは真しん剣けんな顔で頷うなずく。だが、その声はどことなく緊きん張ちようしたようにも響ひびいた。イブと呼ばれる少女と邂かい逅こうして、まだ間もない──たった二日前に出で逢あったばかりなのだ。

《彼女と恋こいをし、新たな人類となる》。

　それが自みずからの使命であることを本ほん能のう的てきに理解していたけれど……《恋》がなんであるのかは、あまりよくわかっていなかった。

「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん？」

　小鳥のように首を傾かしげているイブと目が合う。思わずそっぽを向きながら、問うた。

「いったいなにがそんなに不思議なの」

「……わたしたちが新しい人類になるのなら、世界が滅んでから作られても良かったはずでしょう？　どうして現在の人類がいる間に、わたしたちは作り出されたのかしら？」

「それは……」

　……どうしてだろう？

　人類の最さい期ごを見み届とどけるという使命は、《最期の人類オメガ》に託たくされているはずだ。

《原初の人類》たる自分たちが、滅めつ亡ぼうする前に作り出される意味なんて……

　考えたけれど、アダムにはわからなかった。だから、一番適てき切せつな答えを返すことにする。

「そんな風に、神がお望のぞみになったからだよ」

「神は、なにをお望みなの？」

「そんなの……ボクたちが考えることじゃないよ。ボクたちの使命は、新たな人類の礎となることだ。そのことだけ考えていればいいんだよ」

「……うん」

　納なつ得とくいかないようなようすで、イブは頷うなずく。

　その横顔を、アダムは盗ぬすみ見た。

　上位の天てん使しは、みな美しい容よう貌ぼうをしているけれど、この少女はとびきり美しいように思える。艶つややかな黒くろ髪かみ。優ゆう美びな丸みを帯おびた頰ほお。くりくりとよく動く瞳ひとみ。人類の歴史を刻きざむために、彼女となんとしても恋をしなくてはいけないのだけれど……それは難むずかしいことではないかもしれない。

　と、イブの顔が、悲しげに曇くもった。

「どうしてなのかなあ……。わたしには、わからないなあ……」

　眼下に広がる夜景に向けて、そっと手を伸のばして、

「どうして、こんなに綺き麗れいなのに壊こわしちゃうんだろう……？　みんな、頑がん張ばって生きてるのに……どうして、人類を滅ぼしちゃうんだろう？」

「わからない」

《神》の姿すがたを、アダムは目にしたことはなかった。声を聞いたこともない。実体が存そん在ざいするのかどうかすらわからない。

　しかし、その《意い志し》は、確たしかに感じ取ることができた。まるでプログラミングされているみたいに、守るべきルールとして意い識しきに刻きざみ込こまれている。

《天使》は、上位の存在たる《神》の《意志》を実現するために使われる道具だ。《神》は、《天使》を使って、いろいろな《奇き蹟せき》を人間に与あたえるのである。

「わからない、けれど……これだけは言える。神のお考えに疑問を持つのは、よくないことだよ」

　アダムは高層ビルの縁で立った。イブに向けて、手を伸ばす。

　少女はその手を取り立ち上がる。手を繫つないだ二人の間を、冷たいビル風が吹ふき抜ぬけた。

「明日には《世界滅亡カーテンコール》がはじまる。その前に、オメガに決まったヤツを見に行こう」

「オメガって、どんな人間かな？　わたしたちと外見の年ねん齢れいは、ほとんど変わらないんでしょう？」

「最期まで生き抜くなんて使命を担になわされるんだ。きっと、すごく悪いヤツだよ」

　アダムの言葉に、イブはクスッと笑った。

「そうね。最期の一人になっちゃうなんて、とても辛つらいことだもの。たぶん、罰ばつを受けるに相応ふさわしい人間だと思う」

「会ってみれば、わかるよ。……それじゃ、行こう」

　少女の手を強く握にぎりしめて、アダムは夜空に向けて、一歩を踏ふみ出した。

　幼おさない二人の身体からだが空中へと投げ出され、自じ由ゆう落らつ下かをはじめる。しかし、二人の身体は光に包つつまれて──消えた。







　それは、世界滅亡カーテンコール前夜の出来事。

　人類が平和を享きよう受じゆすることができた、最期の夜のことだった。

















８月28日（金）

　壊れたセカイと僕の罪















　どんなに楽しい夢ゆめも、いつか覚さめてしまう。

　より悲ひ劇げき的てきなのは、いつ夢から覚めてしまうのか、予よ測そくできないことだ。
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　背せ中なかを焦こがし続ける夏の日ひ差ざし。陽かげ炎ろう揺ゆらめくアスファルト。降ふり注そそぐ蟬せみの声。逃にげるように遠ざかる水たまりみたいな影かげを追いかけて、ひどく蒸むし暑あつい粘ねばつく空気を切り裂さきながら、僕ぼくは自転車を走らせていた。

　旅行から帰ってから一週間は、あっという間だった。電気も水道も止まっていたから、生活するだけで精せい一いつ杯ぱいという感じだったんだ。

　その間、ずっと僕のココロに棘とげのように引っかかっていることがあった。

　それは──サクヤの行方ゆくえ。

　消息はわからないままだった。アパートにも戻もどっておらず、避ひ難なん所じよにも姿すがたはない。天てん使しに《回かい収しゆう》されてしまったのか、荷物を置いたまま黙だまって街まちを出て行ったのか、見当も付かなくて……すごく心配だったんだ。

　来らい夏かと交こう際さいを始めた僕が、サクヤのことを気にしすぎるのもどうかと思う。

　だけど、もしも彼女になにかあったら、それはきっと僕のせいだ。サクヤをこっぴどく傷きずつけて、《力》を奪うばってしまったんだからね。僕には彼女を気き遣づかう義ぎ務むがある。

　だから、サクヤの立ち回りそうな場所を、自転車で回ってみることにしたってワケだ。

　それにしても──Ｔシャツの袖そでで汗あせを拭ぬぐいながら、呟つぶやいた。

「これがホントに……僕の知っている神かみ代しろ市しなのかよ……」

　日々の買い物に重ちよう宝ほうしていた近所にあるスーパーは広い空き地に変わっていた。天使によって破は壊かいされ、空の彼方かなたへと《回収》されてしまったんだ。初めからなにもなかったみたいに、土台すら残らずに失うしなわれている。

　その先にある玩がん具ぐ店てん──幼おさない頃ころ、プラモデルを買って欲ほしくて店先でダダをこねた想おもい出でや、来夏と一いつ緒しよにお小こ遣づかいを出し合ってゲームソフトを買った覚おぼえのあるお店は、ドロドロに溶とけていた。周まわりを《立ち入り禁止》の柵さくに囲かこまれた異い臭しゆうを放はなつ極ごく彩さい色しきの水たまりに、半はん裸らの着きせ替かえ人形が浮うかんでいるのが痛いた々いたしい。

　自転車を走らせていくと、コンビニが見えてきた。通学路の途と中ちゆうにあるから、桜さくらヶが丘おか高校の生徒がよく利用してた店だ。

　遠とお目めには被ひ害がいは受けていないように見えた。しかし、近づいて愕がく然ぜんとしてしまう。

　ジエータイと天使との激はげしい戦いがあったんだろう。壁かべには砲ほう弾だんが炸さく裂れつしたみたいな焦こげ痕あとがあった。アスファルトにはミシン目みたいに弾だん痕こんが走ってる。駐ちゆう車しや場じように両断された装そう甲こう車しやがひっくり返ったカメみたいに腹はらを向けて転ころがり、日差しに焼かれていた。

　そして、辺あたり一面に黒いペンキをぶちまけたように血けつ痕こんが広がっていた。乾かわいて変色した血ち溜だまりから異臭が漂ただよう。無む数すうのハエがたかってる。デッキブラシとバケツを持った店長さんが、為なす術すべ無く立ちつくしていた。

　ふいに──脳のう裏りにある言葉がよぎった。

《このまま世界の終わりを見続けますか？

　それとも世界を救すくうための恋をしますか？》

　アダムと名な乗のる少年が、吐はいた言葉だ。

　そんな捨すてゼリフを残して、彼は僕の前から幻まぼろしのように消えた。

　以来、殷いん々いんとココロにリフレインし続けている。彼が投げかけた二つの問いは、僕の感じている苦く悩のうそのものだったから。

　来夏と一緒に過すごした夏の日々は、とても穏おだやかで幸せだった。傷ついた僕のココロを癒いやしてくれたんだ。

　そんな優やさしい時間に目が眩くらんで……滅ほろび行く現げん実じつから目を背そむけてしまった。

　なにもかもを忘れて、来夏と交こう際さいを始めた。殺されるための恋愛ではなく、彼女を幸しあわせにしてあげるための恋をしようと思った。オメガであるという運命に逆さからうことができたような気すらしてたんだ。

　だけど……自転車を停とめる。

　商しよう店てん街がいの歩道に眼鏡めがねの女性が立ちつくし、空き地の真ん中にわずかに残った瓦が礫れきの山を見つめていた。鉄てつ筋きんの飛び出したコンクリートの下にシュレッダーに掛かけたような本の残ざん骸がいが埋うまってる。

　女性が着けてる薄うす汚よごれたエプロンには、少年漫まん画が雑ざつ誌しのタイトルがプリントされていた。このガラクタの山は書店だったんだ。

　ここも潰つぶされたのか……。ときどき、このお店で文ぶん庫こ本ぼんとかを買ったんだけどな……。

　虚うつろな瞳ひとみで女性は僕の方を見た。どことなく見み知しった人の面おも影かげがあった。

　目が合ってしまったから無む視しすることもできなくて、僕は自転車から降りた。

「……すいません。いいんちょの、いや、栗くり木き坂ざか有ゆ香かさんのお母かあさん、ですよね？」

　この書店は、いいんちょの家でもあるんだ。上の階にある住じゆう居きよ部分に住すんでるらしい。ときどきレジでアルバイトをしてるのを見かけたっけ。

　いいんちょと同じように背が低く、童どう顔がんのお母さんは魂たましいの抜ぬけたような表ひよう情じようをしてる。頰ほおには擦すり傷きずや打だ撲ぼくの痕あとがあった。それだけで、なにがここで起こったのかを全すべて説明されたような気がするね……。

「あなたは……？」

「僕は、椎し堂どうって言います。有香さんのクラスメイトです」

　どうせ、答えは、わかっているけれど。

「あの……有香さんは？」

　いいんちょの母親は、エプロンのポケットに手を入れた。震ふるえる指でなにかを取り出す。

　それは、眼鏡だった。

　大きなレンズの銀ぎん縁ぶちの眼鏡。いいんちょが掛けていたものだ。キュピン☆とレンズを光らせながら、クラスメイトの猿さ渡わたり三さん聖せいを叱しかっているのをよく覚おぼえてる。

　けれど、レンズには蜘蛛くもの巣すみたいにヒビが入っていた。フレームはひしゃげていて……血液がこびりついている。

　忘れ物のように空き地に残された瓦礫を見つめ、お母さんは切せつなげに微笑ほほえんだ。

「お店も、家族も、なにもかも奪うばわれてしまったけれど……これだけは残っていたの。ふふ……神様が、あの子の形かた見みを残してくれたのかもしれないわね……」

　そんなのは……

　そんなのは、慈じ悲ひじゃないですよ。

　そう思ったけれど、口にしなかった。

　母親の笑顔が、あまりにも悲しすぎて。

「あの子ね……、学校に行くのがいつも楽しそうだった。クラスメイトはいい人ばっかりだって……、クラス委員になるなんて不安だったけど、あのクラスの委員長になれて良かったと思ってるって……そう言ってたわ。あ、でも、みんなが夏休みの宿題をちゃんとやってるかどうか不安がってたけれどもね。集める私の身にもなって欲しいって……そんな風にぼやいていたわ。……天使に《回収》されちゃう、前の日にも」

「……有香さんらしいですね」

「椎堂くんのこともよく話していたわよ。クールでカッコイイ男の子だって。だけど、教室の後ろの方から、優やさしく見守ってる感じがするって……ふふ、有香の言った通りね」

　汗あせで頰に張り付いたほつれ毛を指先で拭ぬぐいつつ、お母さんは頭を下げた。

「あの子に代わって、お礼を言うわ。今まで、有香によくしてくれて、ありがとう」

「……いえ、僕はなにも……」

　僕の言葉は、もはや届とどかなかった。

　我が子の形見を抱だきしめるように、そっと手で包んだお母さんは、

「あの子を、忘れないであげてね……」

　歩道にへたり込んで泣なき崩くずれてしまった。

「……決して、忘れないですから」

　絞しぼり出すように呟つぶやいて、逃げるように自転車を走らせる。

　泣いてる母親を残していくのは躊躇ためらわれたけれど……見ていられなかった。いたたまれない。胸が引き裂さかれるように痛む。

　いいんちょ──栗木坂有香。クラス委員をしていた真ま面じ目めな女の子だ。運動は苦にが手てだけど、すごく頭がいい、眼鏡めがねっ娘この典てん型けいみたいな少女。小動物みたいな外がい見けんで、いつもオドオドしてた。だけど、責せき任にん感かんが人一倍強くって、クラスをまとめようと走り回ってた。

　将来の夢は《お嫁よめさん》。純じゆん白ぱくのドレスを着てヴァージンロードを歩くんだって、夢ゆめ見みがちな瞳ひとみで語っていた。

　だけど、その夢は、もう叶かなわない。

　いいんちょは、天使に回収された。

　栗木坂有香は、死んでしまった。クラスメイトは天使に惨ざん殺さつされた。一七歳の若さで、一いつ生しようを終えることになった。




　僕が──殺した。




「くそっ……！　くそぉ……っ！」

　やり場のない気持ちをぶつけるように、ペダルを漕こいで漕いで漕ぎまくる。壊こわれた街まち並なみが後ろへ流れていった。

　どこまで逃げても破は滅めつ的なパノラマが立ちはだかって、僕を責せめ立て続ける。

　世界を壊しているのはおまえだ。

　オメガが生きているから、街は壊れた。

　おまえのせいで、みんなが、死ぬ──




　風かざ原はら市しとの境さかい目めにある小高い丘おかの上。街を見み下おろせる小さな公園の一いち隅ぐうに自転車を倒たおした。肩かたで息をしながら、まばらな木々が織おりなす緑のトンネルを駆かけ抜けていく。ほどなく、視し界かいが開けた。

　そこには、〝あの人〟が住すみ処かにしていた教会の残ざん骸がいが建たっている。といっても、礼れい拝はい堂どうの一部の壁かべが衝つい立たてみたいに残ってるだけだけどね。ここは僕の想い出の場所だ。辛つらいことがあるたびに、ここへやって来ていた。

　──その、はずだった。

　そこには何もなかった。

　教会は、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしている。ステンドグラスの一ひと欠片かけらさえ残っていない。露ろ出しゆつした赤土だけが、そこになにかがあったことを物もの語がたっていた。

　夏草が生はえ放ほう題だいになってる庭を呆ぼう然ぜんと歩く。草いきれと蟬せみの声が僕を包つつんだ。

　教会の庭の端はしまで歩いた。高台にあるその場所からは、街を一いち望ぼうすることができる。

　と、涼すずしい風が吹き抜けた。

　夏草が美しく波打ち、さぁっと音を立てる。汗あせばんだ身体からだに、風が心地ここちよかった。

　前まえ髪がみを風に弄もてあそばれるのも気にせず、壊こわれ果てた街を眺ながめ続ける。

　荒あらい息に混まじって、呟つぶやきが漏もれた。

「結局は、僕が全すべて悪いんだよな……」

　大切なものが壊されていく。守りたい命が失うしなわれていく。いくつもの死が、為なす術すべ無く僕の手のひらをすり抜けていく。

　それが僕の《日常》だった。

　しかし、僕を絶ぜつ望ぼうから救い出してくれる翼つばさを手に入れた。サクヤという名の翼を。

　それなのに〝あの人〟への想いに揺ゆれ動いて、自みずからの手で希望を引きちぎってしまった。彼女に惹ひかれていたのに。いや、惹かれていたからこそ、サクヤを完かん膚ぷ無きまでに傷きずつけてしまったんだ。

　そのことが苦しくて、逃げ出した。現実から目を背そむけようとしたんだ。

　僕の行動の代だい償しようが──

　目の前に広がる、壊れ果てたセカイ。

「…………」

　徐じよ々じよに息が整ととのってきた。吹き抜ける風が、汗を引かせてくれる。Ｔシャツがはためく音を聞きながら、隠かくしていた拳銃ガバメントを抜いた。

　できることなら、アダムのヤツを撃うってやりたかった。神代市を壊したのは、アイツだ。彼は天使を出現させるという能のう力りよくを持ってる。天使の群むれに街を破壊させることだってできるに違ちがいない。不ふ死じ身みであることを後こう悔かいするぐらいに痛めつけてやりたかった。

　だけど──風に吹ふかれながら、拳銃を持つ手をゆっくりと持ち上げた。

　彼の行動によって気付かされたのも、事実なんだよな……。

　人類は、確かく実じつに滅びつつある。

《世界滅亡カーテンコール》は続いているんだ。

「僕は、どうしたらいいんだろう？」

　このまま世界の終わりを見続けるのか？

　それとも世界を救うための恋をするのか？

　みんなが死んでいくのを眺め続けるなんてイヤだ。そんなのは耐たえられない。

　僕は、恋をしなくちゃいけない。

　世界を救うための恋を。

　殺してもらうための、恋を。

　ゆっくりと銃じゆうを持ち上げて、こめかみに銃口を突き付けた。




　────ドンッ




　鳴り響ひびく銃声に、虫の音が止んだ。木こ立だちから驚おどろいた小鳥が飛び立つ。倒たおれた僕の身体を、夏草は優やさしく受け止めてくれた。

「僕は──」

　暑い日差しと草いきれに包まれて、柔やわらかな緑のベッドに横たわる。入にゆう道どう雲ぐもの浮うかぶ青空に向けて呟つぶやいた。

「僕は、誰だれに殺してもらえばいいんだろう？」

　来夏、だろうか。

　それとも、それとも、それとも──……
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　家に戻ったのは、夕日も傾かたむき掛かけた頃ころだった。自転車をしまうとき──見たくなかったのに──来夏の家の方に目を向けてしまう。

　そこには、なにもなかった。幼おさななじみの家があったはずの場所は、更さら地ちになってしまっている。僕のウチは無む傷きずなのに、来夏の家は綺き麗れいに回収されてしまった。

　家も。家族も。想い出も。なにもかも。

　全部。全部。全部。全部。全部。

　旅行に行っている間に、天使は根こそぎ持っていってしまったんだ。

　唇くちびるを嚙かみながら「ただいま」と呟いて、僕は家に入った。

　来夏は──恋人は僕の部屋にいた。窓まど辺べに佇たたずんで、ガラスの向こう側を眺めている。なにもない敷しき地ちを、ただひたすらに。

　彼女は今、僕の家で暮くらしてる。

　来夏は天てん涯がい孤こ独どくになっちゃったんだ。住む家すらも失ってしまった。女の子一人で避ひ難なん所じよへ行くのは辛つらいだろうから、我わが家やに身を寄よせることにしたんだ。妹と僕の母さんは親しん戚せきの家に疎そ開かいしてるんで、家には僕たち二人しかいないしね。

「…………」

　幼なじみはなにもない土地を眺め続けている。夕ゆう日ひに照てらされた顔はやつれていた。

　旅行から帰ってきて以来、来夏はずっと泣き続けてた。当初は口をきくことも、食事をすることすらもできず、そのまま死んでしまうんじゃないかと思うほどだった。

　今では、落ち着いて来たようだけど……。

「ひーちゃん……」

　僕が帰ってきたことに気付いた来夏は、安あん堵どの息いきを漏もらした。

「良かったぁ。帰ってきてくれたんだね。もう戻もどってこないのかと思っちゃった……」

「……そんなワケないだろ？」

「だって、私がお風ふ呂ろに行ってる間に、いなくなっちゃうんだもん。私、てっきり……」

　なにかを言いたげに口を動かしたけれど、言葉を飲み込んで、

「どこに、行ってたの？」

「……高たか天まが原はらセンパイのところだよ」

　僕は、ウソを吐つく。

　なぜだかわからないけれど。サクヤを探さがしていたって言うのは躊躇ためらわれたから。

「九月になっても、しばらく休校らしいよ」

　これは本当。天使の襲しゆう来らいにより、桜さくらヶが丘おか高校の校舎も甚じん大だいな被ひ害がいを受けていた。夏休みの間に補ほ修しゆう工事を行っていた第二校舎は完全に失われ、第一校舎にも大おお穴あなが空あいているそうだ。復ふつ旧きゆうするまで、夏休みは続く。

「そっか……」

　小さく頷うなずいて、来夏はため息を吐いた。その表情がやけに悲しげだったのは休校になってしまうと知ったからなのか。それとも、別の理由があるのかな……。

「ちゃんと髪を拭ふきなよ」

　悲しい顔を見ていたくなかったから、傍かたわらに掛かけられていたタオルでまだ濡ぬれていた髪を拭いてやった。

　ふわりとシャンプーのいい香かおりが鼻をくすぐる。ジエータイの人たちが、近所の小学校に簡かん易い式しきの入にゆう浴よく施し設せつを開いてくれたから、来夏を連れて行ったんだ。久ひさしぶりのお風ふ呂ろは気持ち良かったのか、こけたような頰にも、血けつ色しよくが戻ったようだ。

　洋服すらも全すべて奪うばわれてしまったせいで、妹のヒラヒラした服を着た来夏は、大人おとなしく髪を拭かれていた。

　沈ちん黙もくが僕たちの上に降ふり積つもっていく。

「ねえ、ひーちゃん……」

　切なげな呟きが聞こえた。

「どうして、お別れぐらい言わせてくれないのかな……。私がいない間に持っていっちゃうことないのに……」

　幼なじみは、窓の外を眺めている。

「どうして……どうして、全部持っていっちゃうのかな……。せめて、少しぐらい残しておいてくれても良かったのに……。家族のアルバムとかさ……。なにもかも持ってくこと……ないのに……」

　瞳ひとみから、涙なみだの雫しずくがこぼれ落ちた。

　毎日のように泣き続けていたのに、それでも泣けて仕し方かたがないみたいだ。それほどに家族を愛していたんだろう。そして、あまりにも別れが唐とう突とつすぎたんだろう。

　なにも言わず、タオルで涙も拭ぬぐってあげる。

「ごめんね、ひーちゃん。泣いてばっかで……。こんなメソメソしたコなんてヤだよね……？　すぐ…すぐに泣きやむよ……」

「思う存ぞん分ぶん、泣いてもいいよ。思い切り泣いた方が、ココロが楽になるから」

　来夏を強く抱きしめた。

「そんなことで嫌きらいになったりしないから」

　僕の胸に顔を埋うずめて、来夏は泣いた。

「ごめんね……。ごめんね……っ」

　僕に対して謝あやまっているのか、それとも自分だけ生き残ってしまったことを家族に悔くいているのか。僕にはわからない。

　ただ、ひたすらに謝りながら、恋人は声を上げて泣き続けた──




　夜が更ふけた後、僕の部屋でロウソクの灯あかりを頼たよりに、ささやかな夕食を取った。メニューは炊たき出だしのおにぎり。避難所になっている近所の小学校でもらってきたものだ。

　泣いたら少しは気分が楽になったのか、

「食べなきゃ元気になれないもんね」

　相変わらず食しよく欲よくはなさそうだったけれど、来夏もお茶で流し込むようにして食べてくれた。「おいしいね」なんて無む理りしてるのがバレバレな笑え顔がおを浮かべる。

「そうそう。小食なんて、来夏っぽくないからね。ちゃんと食べてよ」

「あー、ひどーい！　私、そんな大食らいキャラじゃないもんっ！」

　ベッドに並ならんで腰こし掛かけたまま、現実から目を背そむけるためだけの空くう疎そな会話をする。たわいのない昔むかし話ばなしに、来夏は空から元げん気きで応じてくれた。今は空元気でも、いつかは本当に元気になってくれる──そう信じて、僕はくだらないことを話し続けた。

　どのくらい喋しやべり続けたんだろう。ロウソクが半分ほどになったのに気付いて──

「そろそろ寝ねようか。ロウソクももったいないし。部屋まで送っていくよ」

　彼女は妹の部屋を使って寝てるんだ。燭しよく台だい代わりにしてるマグカップを持ち上げようとしたら、突とつ然ぜん、来夏は炎ほのおを吹き消してしまう。

　灯りが消える刹せつ那なに見た幼なじみの顔は、すごく不安そうに見えた。

「なにするんだよ」

「…………」

「……来夏？」

　幼なじみは、なにも答えなかった。暗くら闇やみの中、コクリと喉のどの鳴る音が聞こえる。

「ねえ、ひーちゃん……」

　緊きん張ちようしたような震ふるえた声で呟いて、

「お願いがあるの……」

　手て探さぐりで、来夏は近寄ってきた。シーツが微かすかな衣きぬ擦ずれの音を立てる。

　僕の頰ほおに手のひらを這はわせ──

　幼なじみは唇くちびるを押おし当ててきた。

　触ふれ合うだけの臆おく病びようなキス。固く閉とざされた唇は、可哀かわい想そうなくらいに震えてる。

「きょ、今日は……ここで寝ちゃダメ……？」

　次第に暗闇に目が慣なれてくる。

　窓から差し込む冴さえ冴ざえとした月光に照てらされた来夏は、ベッドにペタンと座すわり込こんで、僕を上うわ目め遣づかいに見つめていた。頰を真まっ赤かに染そめ、不安そうに瞳を潤うるませて、

「一人は、怖こわいの……。目が覚めたら、ひーちゃんがいなくなってしまいそうで……。ひーちゃんがいなくなったら、私は独ひとりぼっちになっちゃうから……」

　震える指先で、すがるように僕の手を摑つかんだ。手のひらを自らの胸むねに押し当てる。

「不安で不安で、しんぞーが壊れちゃいそうなぐらいなの……ね？　わかるでしょう？」

　来夏は妹のワンピースを着てる。身長は大差なかったけれど胸の大きさが違うから、胸元のボタンは大きく開かれていた。サイズが合わないから、下着も着けていない。手のひらに　来夏の大きな胸が直接触れてしまう。

　沈しずみ込んだ指先が──とくんとくん──速まっていく鼓こ動どうを感じた。

「だから……お願い……」

　来夏は今にも泣き出しそうな顔をしてる。

　しかし、なけなしの勇ゆう気きを振ふり絞しぼって、僕の手を必ひつ死しに握にぎりしめてる。

　幼なじみとしてじゃなく、一人の女の子として僕を見つめているんだ。

　幾いく度ども躊躇ためらいながら、来夏は口を開いた。

「不安を消して欲しいよ……。独りぼっちじゃないんだって……教えて欲しいよ……」

　鈍どん感かんなフリをし続けてきた僕だけれど、さすがに気が付いた。

　来夏は僕との《関係》を望のぞんでいる。

　懸けん命めいに《椎し堂どう密ひそか》を求めている。

「来夏……」

　僕は──断ことわろうとした。

　まだ早いって、思ったから。

　僕は、どっかがぶっ壊れた最低の人間だ。女の子を利用するためだけに、好きでもないのに抱いたこともある。それに、来夏を犯おかすことで壊そうとしたこともあった。

　でも、だからこそ、来夏を大切にしてやりたかったんだ。

　彼女の想いに報むくいるために、交際をしようって誓ちかったのだから。

　しかし、ふいに来夏の顔が歪ゆがんだ。

「私は……ひーちゃんになら、なにをされても構かまわないから……」

　冷たい月明かりの下、今にも零こぼれ落ちそうな涙の雫しずくが切なく輝かがやく。

「……私を見み捨すてないで……」

　来夏の表情は、恐きよう怖ふに満たされていた。

　僕に拒きよ絶ぜつされることを怖がってるんだ。

　家族を失ってしまった来夏には、もう僕しかいないから……僕に拒こばまれることを、なによりも怖がってる。

　恐怖しながらも、僕を求めてる。

　孤こ独どくに耐たえられないから。

　ココロに空あいてしまった穴あなを埋うめたくて。

　温ぬくもりが欲しくて。

　必ひつ死しに僕にすがりつこうとしてる。

「お願いだから……」

　涙が零れ落ち、僕の手の甲こうを濡ぬらす。

　ダメだ……。拒絶なんて、できないよ。

　拒んだら、きっと来夏は壊れてしまう。

　恋人である僕には……

　そんなこと、できない……

「きみを……見捨てたりしないよ」

　来夏に、そして自分自身に言い聞かせるように呟いて──

　僕は、来夏に、キスをした。

　指先で涙を拭ってやりながら、口付けたまま舌した先さきで唇に触れる。躊躇いがちに来夏は口を開いた。来夏のナカに舌を滑すべり込ませる。戸と惑まどいながらも懸命に幼なじみは、僕に応こたえてくれた。柔やわらかな部分を絡からめ合わせる。

　来夏の背中に手を回し、そっとベッドに横たわらせた。ゆっくり唇を放はなすと来夏は熱い吐と息いきを漏もらす。

「本当に、いいの？」

　恋人の顔から、恐怖の色は和やわらいでいた。頰を真っ赤に染めて、潤うるみきった瞳で僕を真まっ直すぐに見つめてくる。

「えっと……優やさしくしてください」

　返事の代わりに、髪を優しく撫なでてあげた。

　胸に置いていた手を動かし、服の上から曲線をなぞる。

「ん……んぅ……っ」

　聞いたこともないような甘あまやかな声を出して、くすぐったそうに身をよじった。

　片手で胸元のボタンを外すと、来夏は両手で真っ赤になった顔を覆おおう。

「こ、今夜が新月だったら良かったのに……。恥はずかしいから、あんま見ないでね……。私、おっきすぎて、格かつ好こう悪いから……」

　月明かりに照らされ、水着の形で日ひ焼やけ跡あとがついた裸ら身しんが浮かび上がる。

「そんなことない。綺き麗れいだよ」

「……よかった」

　停電でクーラーも効きかない部屋。夏の終わりとはいえとても暑あつい。じっとりと僕たちの身体は汗ばんでいく。石せつ鹼けんの香かおりと一いつ緒しよに、甘いような女の子の匂においを鼻先に感じて、頭の芯しんがしびれた。同時に、微かすかな耳鳴りを感じる。なにかのスイッチが入ったみたいに、いつの間にか言葉が失われた。

「……んぁ……ぅ……」

　来夏の熱っぽい吐と息いきだけが、響き続ける。

　この世界にたった二人しかいないかのような錯さつ覚かくに陥おちいりながら、僕たちはお互たがいの吐息を絡からめ合わせた──




　行こう為いの最さ中なか、僕の脳のう裏りには昔の光景が思い浮かんだ。遠い記憶の向こう側にある、幼き日の想い出だ。




「ひーちゃん……っ」

　来夏が泣いていた。公園のド真ん中に横たわってる僕の頰に涙が落ちて、傷きず口ぐちにちょっぴり染みた。

「うう……わたしのせいだよね……ごめんね……。ごめんね……」

　泣きじゃくってる来夏の幼よう稚ち園えんの服は、肩かた口ぐちが破やぶれてた。イジメっこに破られたんだ。

「違う！　僕が弱かったから負けたんだっ！」

　悔くやしさに拳こぶしを握にぎりながら、唇を嚙かむ。口の中には血の味が広がってた。来夏がイジメられてたから助けようとしたらイジメっこがお兄さんを連れてきたんだ。年長組の僕が、小学生に勝てるはずもなかった。

「くっそー！　次は負けないからなっ！」

　青空に向かって叫さけぶと、来夏はぶんぶんと音が出そうなくらいに首を横に振ふった。

「もう、いいよぅ……。ひーちゃん、もうわたしを助けないで……」

　クルッと後ろを向くと、来夏は走っていこうとした。慌あわてて飛び起きて、来夏を追いかけた。手を摑つかんで止める。

「待てよっ！　これぐらいヘッチャラだよ！　次はゼッタイに勝ぁつっ！」

　身体中が痛かったけど、ガッツポーズを作ってみせる。来夏は涙を流しながら、

「どうして？　ひーちゃんは、どうしてわたしを助けてくれるの？」

「どうしてって、それは……」

　なんで助けようと思ってるんだろう。

　出で逢あったときも、来夏はイジメられてた。このコは僕が助けてあげなきゃいけないって思った。握りしめた手を放しちゃいけないって感じたんだ。なぜそんな風に思ったのか、理由はよくわかんない。

　だから、僕は大声で答えた。当時大好きだった変身ヒーローのポーズを取って、

「なぜなら、僕はヒーローだからだ！」




　ひょっとして──現在の僕は思う。

　出逢った瞬しゆん間かんから、来夏に恋をしていたんじゃないだろうか。だから、あれほどまでに幼なじみを守ろうとしていたんだ。自じ覚かくのない幼い恋心は、中学に入るまで続いた。

《オメガ》になった朝に、なにもかもが、あっけなく壊れたけれど。

　僕は、この少女が好きだったんだ。

「ひー…ちゃん……っ」

「……痛い？」

「……す、少しだけ……。でも、へーきだよ……」

　荒あらい息を漏もらしつつ、来夏は両手を僕に差し上げてきた。

「ギュッて……して……？」

　痛みに眉まゆを顰しかめながら、懇こん願がんしてくる。

　火ほ照てった肌はだを合わせて抱きしめると、来夏は幸せそうな満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

　長年一緒にいた幼なじみと抱き合っているのは、こそばゆかったけれど。

「初めてはひーちゃんじゃなきゃヤダって思ってたから……。夢が叶かなっちゃった……」

　満みち足たりたように呟く来夏は、

　可愛かわいらしくて。いじらしくて。愛いとおしくて。

　なんだか堪たまらない気持ちになった。

　頭の奥おくがぼーっとする。来夏のことしか考えられなくなる。抑おさえきれない気持ちをぶつけるように、華きや奢しやな身体が折れそうなぐらい、強く、強く、抱きしめる。

　やがて、恋人の熱い吐息に切なげな声が混まじりはじめた。

「あっ……はぁっ……！　ひーちゃん……っ！　好きぃ……！　大好きだよぉ……！」

　重かさね合わせた肌から、彼女の強い想いが流れ込んでくる。僕も思わず、口くち走ばしってた。

「僕も……来夏が、好きだよ……！」

　そうだ……僕は来夏と愛し合っていける。

　ちゃんと僕は、来夏を好きになれる。

　彼女を幸せにしてあげられる！

　世界を救うことができるんだ！

　高ぶりを感じながらココロの中で叫さけんでた。

　しかし──そんなのはただの幻げん想そうだった。

「ひー…ちゃんっ！」

　固く瞳ひとみを閉とじて、来夏は僕の腕うでに爪つめを立てる。鋭するどい痛みを二にの腕に感じた。

　直後、わずかに付いた傷口から、

　光の粒つぶが噴ふき出した。

　暗闇に燐りん光こうが舞まい、幼なじみの汗に濡れた身体を微かすかに照らす。

「…………」

　傷が癒いえていくのを、僕は呆ぼう然ぜんと見つめた。

《愛する人しか、僕を殺すことができない》

　このルールは、とても残ざん酷こくだと思っていたけれど……

　今ほど、それを如によ実じつに感じたことはなかった。

　来夏は、僕に傷を付けることができない。

　僕たちは、愛し合っていないんだ。

　僕は──来夏に恋をしていない。

　僕は──来夏を愛してはいない。

　さきほど感じた来夏への愛おしさは、

　……ははっ、最悪だね。

　きっと、ただの《性欲》だ。

　愛してないのに、僕は来夏を抱いている。

　それを《神》に突つきつけられた気がして、ひどく胸が痛んだ──……




《儀ぎ式しき》めいた《行こう為い》の後で。

　僕の腕の中、来夏は幸せそうに呟いた。

「ひーちゃんが付き合ってくれてよかった……。もし断ことわられてたら、きっと私は死んじゃってたよ……」

　僕を見つめ、柔やわらかな微び笑しようを浮かべる。

「ずっと……ずーっと、一緒にいてね……。いなくなっちゃったり、しないでね……」

　ゆっくりと目を閉とじた来夏は、そのまま可愛らしい寝ね息いきを立て始めた。

　ひさしぶりに安心し切った顔で眠ねむりにつく恋人を見つめ、絶望的な気分で囁ささやく。

「ごめんね、来夏」




　　　　[image: ]




「密ひそかさん。久しぶりね。そっちは大だい丈じよう夫ぶ？」

　九月に入って一週間が経たった。

　でも、残ざん暑しよはまだまだ厳きびしい。ヒグラシの声に混じって、まだアブラゼミも鳴いていて、蒸むし暑あつさを演えん出しゆつしている。

　小学校に作られた避難所には、疲つかれ切った顔の人たちが配はい給きゆうの列に並ならんでる。割り込みしたのしないので、ケンカをしているみたいだ。避ひ難なん生せい活かつも二〇日を数えていたから、荒すさんじゃうのも無理ないだろう。

　列に並んでいる来夏を心配しながら、校庭の一いち隅ぐうに設もうけられた緊きん急きゆう電話の受話器に返事をした。

「僕は大丈夫です。そちらは、どうですか？」

「ええ。田舎いなかは快かい適てきよ」

　母親の声はどことなく緊きん張ちようしてるように聞こえた。きっと、僕と話しているからだろう。

　母さんとは、血が繫つながっていない。

　実の母親は、妹の微かすかを産うんですぐに死んでしまった。電話の向こう側にいるのは父の再さい婚こん相手であり、《育ての母》ということになる。僕は、この母のことが好きではない。あまり考えたいとも思わない。

「神代市では暮くらしづらいでしょう？　密さんも、こちらへ来たらいいのに」

「……僕がそちらへ行ったら、母さんが落ち着けないでしょう？」

　否ひ定ていをせず、母は小さなため息を漏もらした。

　この人は、僕が怖いんだ。

　幼い頃は、とてもいい母親だった。

　血の繫がっていない僕たちのために、いい母親であろうとしてくれた。テレビのヒーローに憧あこがれていた僕にマントを作ってくれたりして……全ての男の子がそうであるように、母さんが大好きだった。

　けれど、中学生になり、僕はオメガになってしまった。この世を破壊する異い形ぎようの存そん在ざいとなってしまったんだ。

　どうしていいかわからず、母さんに救いを求めた。傷が癒いえてしまう身体を見せ、天使が出現しているのは僕のせいみたいなんだって、相談した。

　母さんの答えは──悲ひ鳴めい。

　バケモノになった息子むすこを、この女性は受け入れてはくれなかった。僕を避さけるようになり、父の死後は家にも寄りつかなくなった。

　まあ、それを責せめようとは思わないけどね。誰だれだって、不ふ死じ身みのバケモノがいれば怖い。例外的に高天原センパイは怖がらなかったけれど……世界を滅ぼしている元げん凶きようということまで知れば、きっと拒きよ絶ぜつしただろう。

　母さんは咳せき払ばらいをして、続けた。

「密さん。もしもあなたが望むなら、一いつ緒しよに暮くらしてもいいって思ってるの」

「……え？」

「私は、あなたが怖かった。私の子どもなのに、別のなにかになってしまったような気がして……本当に怖かった。でも、そのことで密さんを苦しめてしまったのなら、申もうし訳わけないと思ってるわ」

「…………」

「密さんは旅行に行っていたから、一緒に疎そ開かいできなかったけれど……もしよかったら実家で暮らしましょう？　微ちゃんもそれを望んでるし……」

　受話器の向こう側から、妹の声が聞こえてきた。『お兄ちゃんと一緒にいたいよ!?　私にも話をさせてよ!?』と叫んでいた。それを叔父おじに窘たしなめられている。

　考える間もなく、断った。

「いいえ。僕は神代市に残ります」

「私のことなら……」

「あなたのことは、関係ないです。今はどうも思ってません。自分の意志で、この街に残りたいと思ってるんです」

　母さんは──僕がやっぱり怖いのだろう──安心したような息を吐はいた。

「そう。それは残念だわ。足たりないものがあったら言ってね」

「はい。妹を、よろしくお願いします」

「また連れん絡らくしてちょうだい」

　もう二度と母さんと話をすることはないだろうという予感とともに、電話を切った。

　母の申し出を断った理由。

　それは──配給の列を眺ながめる。

　来夏はクラスメイトを見つけて、はしゃぎながら話をしていた。塞ふさぎ込んでいる状態からは回復しつつあるんだ。

　来夏を置いて、この街まちを出るわけにはいかないだろう。笑顔を浮かべているけれど、まだ彼女は不安定だ。恋人は僕が支ささえていてあげなきゃいけない。

　来夏と一緒に母さんの実家に行くという選せん択たく肢しもなくはなかったけれど……そこまでこの人に世せ話わになりたくなかったしね。

　それに、僕には約やく束そくがある。

　──必かならず、きみを、殺してあげる

　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で

　卒業の日まで懸けん命めいに生きるって、〝あの人〟と約束した。休校になってしまったけれど、できることなら卒業の日を、この街で迎むかえたいって思ってる。

　そんなのは無意味な決意かもしれない。けど、約束だけが僕の《生きる理由》だった。そのためにサクヤと力を合わせて神代市を守り続けてきたんだからさ……。

「サクヤ……」

　意い識しきしないのに呟きが口を突いて出る。

　サクヤは、相あい変かわらず行方ゆくえ不ふ明めいのままだった。現在は天使に回収されてしまったものとして扱あつかわれている……。本当に彼女は天使に連れて行かれてしまったのか……。

「ひーちゃんっ！　ビッグニュースだよ！　さっき、ゆっきーに聞いたんだけどねっ！」

　配給のお弁べん当とうが入った袋ふくろを提さげた来夏が、満面の笑みを浮かべて駆かけて来た。

「今月中には学校に通かよえるかもしんないんだって！　それとねっ、電気と水道が今週には復ふつ旧きゆうするかもだってーっ！　また昔みたいに暮らせるようになるねっ！」

　はしゃいでいた来夏を見て、ハッとした。

　……ダメだ。なにを考えてるんだよ。

　恋人だけを見つめていなくちゃいけないんだ。今や僕は、彼女の唯ゆい一いつのよりどころとなっているのだから。

　余よ計けいなことは考えるんじゃない。

　級友との再さい会かいを楽しそうに語り続ける恋人を見つめ、自分に言い聞かせる。

　喋しやべりまくった来夏は「これ持っててよっ」と、お弁当の袋を預あずけてきた。

「生活用品の配給があるって聞いたから行ってくるっ！　ひーちゃんは水の列に並ならんで！」

　幼なじみは元気よく駆けていった。僕との同どう棲せい生活を楽しんでいるみたいだ。

　うん。すごく幸しあわせそうだね。

　家族を失った悲しみから必死に目を背けようとしているだけかもしれないけど。彼女が幸せなら、それはいいことだよな。

　鼻からため息を吐き出し、《椎堂》と大書されたポリタンクを片手に給水車へと続く列に向かう。気が遠くなるような行列の長さに、辟へき易えきとしながら最さい後こう尾びに並んだ。

　そのとき──風を感じた。

　微かすかに秋の匂においがする冷たい風だ。

　それが合あい図ずであったかのように、続けざまに、おぞましい寒気を感じた。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注そそぎ込まれたみたいな悪お寒かん。内ない臓ぞうが出てきそうなほどの吐はき気け。

　これは《違い和わ感かん》。天使が出現する予よ兆ちようだ。

　こんなに壊しておきながら、まだ持っていく気かよ……。

　苦にが々にがしく想いながら、意い識しきを集中させる。どこに現れるのか、詳くわしく探さぐろうとした。

「ぐ……あっ!?」

　なんだよ、これ？　後こう頭とう部ぶを殴おう打だされたみたいに、激はげしい衝しよう撃げきを感じて、意識が飛びそうになってしまう。強きよう烈れつな目眩めまいがして、その場に膝ひざを突ついた。

　薬物の再燃現象フラツシユバツクみたいに、頭の中に奇き妙みような景け色しきが次々と浮かんでは消えていく。

　広がる暗くら闇やみ。海沿いの倉そう庫こ。潮しおの匂い。

　錆さび付ついたコンテナ。張はり巡めぐらされた鎖くさり。血の色みたいな赤あか錆さび。冷たいコンクリート。

　次々と現あらわれる不ぶ気き味みな顔の白はく亜あの怪かい物ぶつ。

　天使。天使。天使。天使。天使。天使。

　そして、その天使の群むれの真まん中なかに──

　サクヤがいた。

　錆び付いた鎖に縛しばられて、ぐったりと瞳を閉とじている。生きているのか、死んでいるのか。それすらもわからない。

　天使が、ゆっくりとサクヤに迫せまる。

　そのようすを見つめている影かげ。

　ルビーのような瞳。赤い法ほう衣いの少年。

　アダムは酷こく薄はくな笑みを浮かべて、

　────こちらを見た。

「が……はぁっ！　はぁっ、はぁっ……！」

　呪じゆ縛ばくから解とかれたように、僕は意識を取り戻した。弁当の袋が校庭に落ち、グチャグチャになっている。僕の前に並んでいたお婆ばあさんが僕の顔を覗のぞき込こみ、「大丈夫かい？」と声を掛けてきた。

　よろよろと立ち上がった僕は、弾はじかれたように駆けだした。

　小学校の校門を飛びだす。停とめられていた誰だれかの自転車に飛び乗った。ひたすらにペダルを漕ぐ。違和感の漂ただよってくる方へ──天使が出現した方ほう角がくへハンドルを切る。

　なにも、考えられなかった。

　ぐったりとしていたサクヤの姿だけが、僕の頭を支配していた。

　ペダルをメチャクチャに踏ふみしめながら、

　声を限りに、叫さけんだ。

「サクヤ────ッ[image: !!!]」





【卒業まで　残り１８４日】



















10月１日（木）

　運命の赤い糸

　　──sadness blue──















　恋って、なんだろう？

　愛って、なんだろう？

　どうして、こんなに苦しいんだろう？
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　海うみ辺べに建たつ倉そう庫こ。

　降ふり出した強い雨が、屋や根ねを叩たたく。吹ふきつける海風が悲鳴のような音を立てる。

　暗くら闇やみを切り裂さくように天てん井じよう付近に並ならぶ小さな窓まどから淡あわい光が差し込み、積つみ上げられたコンテナが作り出した隘あい路ろを照らしてる。

　コンテナの上に舞まう、白はく亜あの怪かい物ぶつの群むれ。

　天てん使し。天使。天使。天使。天使。天使。天使。天使。天使。天使。天使。

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォ──……

　悲しげな慟どう哭こくが聖せい歌かみたいに幾いく重えにも響ひびき渡わたり、鼓こ膜まくを痺しびれさせる。退たい廃はい的てきな宗しゆう教きよう画がみたいな光景。倉庫はさながら聖せい堂どうのようだ。荘そう厳ごんさすら漂ただよっている。

　そして、その中心に──サクヤがいた。

　倉庫の一番奥おく。隘路の先に広がる空間。

　蜘蛛くもの巣すに囚とらわれた蝶ちようのように、戦せん闘とう服ふく姿すがたの対天使兵器ルシフエリオンが無む数すうの鎖くさりによって縛いましめられてる。死んでしまったかのようにぐったりと目を閉とじて……。

「……サクヤ」

　彼女の元へ──僕ぼくは、嵐あらしの中を歩あゆむ。

　吹き荒あれるものは雨や風ではなく、

　錆さび付ついた金きん属ぞく片へん。

　オオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォ──……!!

　僕を見み下おろし天使たちが咆ほう哮こうする。同時に、さまざまな金属が降ふり注そそいできた。

　剃刀かみそり。注ちゆう射しや針ばり。釘くぎ。ハサミ。有ゆう刺し鉄てつ線せん。ボルト。カッターの刃は。銃じゆう弾だん──錆び付いたそれらが高速度で襲おそいかかってくる。

「が……あ……ッ！」

　身体からだ中に釘や針が突つき刺ささり、吹ふっ飛とばされる。立っていることすらできない。銃弾が肉をこそぎ落とすように掠めていく。カッターの刃が耳を削そぐ。有刺鉄線が皮ひ膚ふの下を這はい回る。痛みのあまり閉じた瞼まぶたの上から、注射針が突き刺さった。錆びたハサミが喉のどを貫つらぬき通して悲鳴すらあげられない。口の中に溢あふれかえった血けつ液えきで溺おぼれそうだ。

　一いつ瞬しゆんで、僕の身体はグチャグチャになる。

　自分の血ち溜だまりの中に倒たおれ伏ふした。

　痛い。熱い。苦しい。もう動けない。全身の神しん経けい系けいが停止信号を発してる。

　それでも……歯を食いしばって僕は立ち上がった。全身から癒いやしの力を持つ光の粒つぶと血液をまき散らしながら歩き出す。

　潰つぶれかけの瞳ひとみには、サクヤの姿しか映うつってなかった。わけのわからない衝しよう動どうに背中を押され、前のめりに僕は歩く。

　たった一〇メートルほどの距きよ離りが、絶望的なほどに長く感じる。永遠に続くかのような責せめ苦くを全身に受けながら、

　一歩。

　また、一歩。

　降り注ぐ痛みの中をサクヤに近づいていく。

　地じ獄ごくの谷を歩あゆむ罪ざい人にんのように。

　最後の審しん判ぱんを前にした羊ひつじのように。

　ただ、足を動かし続ける。

　久く遠おんの距きよ離りを半分も過すぎた頃ころ──

「ヒソ、カ……？」

　サクヤが、虚うつろな瞳で僕を見つめていた。

「どうして、ここに……」

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォ──……!!

　天使が咆ほう哮こうした。僕は胸の真まん中なかに銃じゆう弾だんを受け、後ろに吹ふっ飛とんだ。心臓を抉えぐられ、一いつ瞬しゆんにして意い識しきが遠のく。追い打ちを掛かけるように、金属片が突き刺さった。肉を裂さくおぞましい音が僕の鼓こ膜まくを揺ゆらす。

「やめて────ッ!!」

　サクヤの絶ぜつ叫きようが聞こえた。

　その声が僕の意い識しきを繫つなぎ止めてくれた。

　金色の光が身体を癒いやす前に立ち上がり、再ふたたび歩き始める。

　呆ぼう然ぜんと僕を見つめ、サクヤは叫んだ。

「もうやめて！　来ないで！」

　凶きよう器きの雨の中を、サクヤの元を目め指ざす。

　幾いく度ど倒たおれても、僕は立ち上がった。

「もういい……。立たなくてもいい……。どうして、そんなこと……！」

　サクヤの瞳に、涙なみだが光ひかったような気がした。その光が、僕に力を与える。

　サクヤが泣いてる。サクヤが、苦しんでる。

　僕は、彼女を傷きずつけた。力を奪うばってしまった。

　だから、僕が、助けてやらなくちゃ。僕が行ってやらなくちゃ。

　僕が、

　僕が、

　僕が──……!!

　激はげしい痛みと苦しみの嵐あらしの中を、懸けん命めいに歩み続けた。

　そして、永遠にも感じられる数分が過ぎ──

　サクヤの元に辿たどり着いた。

　糸のように細い鎖くさりが無む数すうに絡からみつき、縛いましめられたサクヤの前に立つ。

　銀色に輝かがやく鎖を手で摑つかんだ。全身の力を込こめて思い切り引ひっ張ぱる。

「うああああああああああああっっっ[image: !!!]」

　拳銃を持ってたけど、とっくに全ぜん弾だん撃うち切きってる。素す手でで引き千ち切ぎるしかないんだ。

　鎖が手のひらに食い込んで血が滴したたる。鎖を伝った血液がサクヤの頰ほおを濡ぬらした。

「もういい……やめて……！　やめてッ！」

「うるさい……！」

「そんなに血が出てるじゃないか……！　私のために傷つくなんて……」

「……僕は、きみを助けたいんだ」

　オオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォ──……!!

　天使の慟どう哭こくが響ひびいた。

　発ほつ作さ的にサクヤを抱だきしめるようにして庇かばう。背中に錆さび付いた金きん属ぞく片へんが突き立った。

　無む数すうの銃じゆう弾だんが僕の左ひだり肩かたに打ち込まれ、腕うでが根ね本もとから吹っ飛んだ。血ち飛沫しぶきと光の粒つぶが散り、サクヤの顔が明るく照らされた。

「ヒソカ……っ！」

　もはや痛みはなかった。血液がマグマに変わってしまったように、身体からだが熱い。

　気を失うしないそうなほどの熱さを堪たえながら、残った右手に鎖を絡からめた。

　引き千切ろうと全身の力を込め続ける。

　切れるわけがないのに、そんなことすらわからなくなっていた。

「ヒソカ、おまえは……」

　サクヤの瞳から、

　涙の雫しずくが零こぼれ落ちる。

「バカだ……」

　鎖に縛いましめられたサクヤは、血ち塗まみれの僕を見つめ唇くちびるを嚙かんだ。

　消え入りそうな声で呟つぶやく。

「…………剣つるぎを。私に」

　その言葉の意味を理解しないまま、サクヤの太もものホルスターから剣の柄つかを抜いた。

　対天使兵器ルシフエリオンの手に近づけた刹せつ那な──

　蜘蛛くもの巣すみたいに張はり巡めぐらされていた鎖が一いつ瞬しゆんで断たち斬きられていた。

　急速に薄うすれていく意識。霞かすみが掛かかっていく視し界かいの中で、僕はそれを見た。

　サクヤが大剣を振るい、天使の群れを屠っていたんだ。

　どうして……？

　サクヤは、天使を殺す《力》を失ってたんじゃなかったのか……？

　次々と天使を斬きり裂さいていくサクヤの姿を最後に、僕は意い識しきを失った──
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「恋こいって、なんでしょうね？」

　僕の問いに、恋れん愛あい原理主しゆ義ぎ者しやは答えた。

「エゴだよ。最も純じゆん粋すいで、純粋が故ゆえに美しいエゴイズムさ」
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　温あたたかな雫を頰に感じて、意識を取り戻した。

　ここは……埠ふ頭とうだ。いつの間にか倉そう庫この外に脱だつ出しゆつしていた。黒雲に覆おおわれた空が頭ず上じように広がっていて、雨が降り続けている。

　僕はサクヤに抱きしめられていた。僕に覆い被かぶさるようにして彼女は肩を震ふるわせてる。

「サクヤ……？」

　声を掛けると、彼女は顔を上げた。瞳は泣きはらしていたみたいに真まっ赤かだ。

「……気き付づいたのね」

　対天使兵器ルシフエリオンは顔を背そむけ、僕を思い切り突き飛ばした。剣を手に立ち上がる。

　水たまりに転ころがった僕の胸元に、サクヤは大剣を突きつけた。ボロボロになった僕のシャツに切きっ先さきが触ふれる。

「おまえなんかに助けられたくなかった。もう《契けい約やく》を解かい除じよしたんだ。私に構かまうな」

　憎にくしみすら籠こもったような視し線せんで、僕を睨にらみ付つけてくる。

　冷たい雨がさらに強くなり、僕たちの上に降ふり注そそぐ。雷らい光こうが空を裂さくように走った。

　大剣の刃やいばが鋭するどく光る。

「サクヤ、きみは……」

　空気を震ふるわせるような雷らい鳴めいを聞きながら、僕はゆっくりと立ち上がった。

「きみは、《力》を失ったんじゃないのか？　刃を出すことができなかったんじゃ……？」

　剣を突きつけられたまま、彼女に近づく。刃が胸に刺ささる。皮ひ膚ふを破やぶり、小さな傷きずを付けた。傷口に降り注ぐ雨水が、微かすかに染しみる。ニセモノではない。確たしかに剣からは刃が出しゆつ現げんしている。

　慌あわてたように、サクヤは剣を引いた。

「お、おまえには関係ない……！」

「僕は、きみを傷つけた……。完かん膚ぷ無きまでにボロボロにして……《力》すら失わせてしまった……。だからこそ、《契約》を解除したんじゃないのか!?　僕たちの恋を終わりにしたんじゃないのかよ!?」

　冷たい雨が降り注ぎ、僕たちの体温を奪うばっていく。潮しお風かぜが二人の間を吹き抜けた。

　ひしゃげてしまった埠ふ頭とうクレーンだけが、黙だまり込む僕たちを見み下おろしている。

　どれほど、そうしていただろうか。

「《力》を失ったっていうのは──」

　サクヤは幾いく度ども躊躇ためらいながら、口を開く。










「──ウソだ」










　どこか遠くで雷鳴が轟とどろいた。

「ウソなんだ……。私は、ウソをついた……」

　降り注ぐ雨が長い黒くろ髪かみを濡ぬらしていく。うつむいた前髪から、雨の雫しずくがしたたった。

「あの夜……。一人取り残された、夜……。私は、いろんなことを考えた」

　寒さに凍こごえているのか、感情が高ぶっているのか、サクヤの華きや奢しやな肩かたが震ふるえていた。

「背中の傷を見たヒソカは去さっていってしまった……。それは、やっぱり私が醜みにくいからだろうか……。対天使兵器ルシフエリオンである私には、恋なんてできないんじゃないか……」

　サクヤは、ゆっくりと顔を上げた。

「そして、私は思った。思ってしまったんだ」

　再ふたたび雷鳴が聞こえた。雨が痛いくらいに僕たちに叩たたき付けてくる。

「対天使兵器ルシフエリオンじゃなければ良かったのにって」

　血を吐はくようにサクヤは呻うめいた。

「でも、そんなのは矛む盾じゆんしてる……！　私は、対天使兵器だからおまえと恋をしていたんだっ！　世界を救う使命があるから、恋をしていたんだっ！　私はそのためだけに生きてきたんだっ！　それなのに……それなのにっ!!」

　禍まが々まがしい造ぞう作さくの大剣が手から滑すべり落ちた。

　ガランと重い音を立てて、埠頭に転ころがる。

「私には、ヒソカを殺せない！　《世界滅亡カーテンコール》を止めるということは、ヒソカがいなくなるってことだと気付いてしまったから……！」

　サクヤの表ひよう情じようは絶ぜつ望ぼうに歪ゆがんでいた。

「だから、《力》がなくなったフリをした。対天使兵器ルシフエリオンであることを……与あたえられた使命を全すべて放ほう棄きしたんだ。私は卑ひ怯きよう者ものだ……」

　憎にくむような視線で僕を射い抜ぬく。

「どうして、助けに来たりしたんだ……？　ヒソカのことなんて忘れてしまおうと思ったのに……。あのまま天使に殺されてもいいって思っていたのに……」

　やめろ……。やめてくれよ……

　それ以上は、言わないでくれ……

　サクヤの眼まな差ざしを受け止めたまま、ココロの中で呻うめく。彼女が言おうとしている言葉が想像できてしまった。

　それは《契約》を破は棄きして以来、ずっと聞きたかったものだ。

　だけど、今は聞きたくなかった。

　その言葉は、今の僕には、あまりにも痛すぎて。

　サクヤは責せめるような口く調ちようで続ける。

「おまえは、イヤなヤツだ……！　あんなことされたら、忘れられないじゃないか……！　嫌いになれないじゃないか……！」

　強い雨に打たれながら、サクヤは涙を流していた。僕を睨にらみ付ける瞳から、雨とは違う雫がこぼれ落ちる。

「私は……！」

　サクヤの懸命の告こく白はくが──










「私は、ヒソカが、好きなんだ」










　──僕の胸を抉えぐった。

　どうして……

　どうして、そんなこと言うんだよ……

　もうなにもかも、手て遅おくれなのに……

　激はげしい雨に打たれながら、子どもみたいに声をあげてサクヤは泣きじゃくっている。

「今度はおまえが教えて欲ほしい」

　涙声でサクヤは尋たずねてきた。

「どうして、助けに来たの？」

　サクヤを助けた理由。僕の本当の気持ち。

「ヒソカ……」

　僕たちの間に引かれた見えないベールを破ろうとするみたいに、怯おびえながらも僕に手を伸のばしてきた。

　そのようすは助けを求めているようにも見える。

　自分では、もう、どうしていいかわからないから、僕に答えを出して欲しいんだ。

「おまえは、私を助けに来てくれた……。《力》がなくなったはずの私に《契約》を続けようと言ってくれた……」

　サクヤは涙に濡れた瞳ひとみで僕を見つめる。

　オメガではなく椎し堂どう密ひそかを見つめている。

「私の《想い出》の中には、優やさしいヒソカがいっぱいいる……。私は……おまえを信じてもいいの……？」

　僕は、ゆっくりと手を動かした。

　サクヤの手を──摑つかんでやりたかった。

　震ふるえる肩を抱だきしめたかった。

　華奢な身体が壊れるくらいに、

　きつく抱きしめたかった。

　青ざめた唇くちびるに、僕の唇を押し当てて。

　これまでの全すべてを謝あやまって。

　そして、僕の想いを打ち明けたかった。

　だけど……

　だけど、だけど、だけど──……[image: !!!]

「ヒソカ、私を、助けて……」

「僕は……」

　強い雨に打たれたまま、

　伸ばしかけた手を降おろした。

　拳こぶしを握にぎりしめる。手のひらに爪つめが突き刺さり血が流れるほどに。強く。強く。

「僕は来らい夏かと交際をはじめた」

　世界の終しゆう焉えんを見たかのように、サクヤの双そう眸ぼうが見開かれた。涙に濡れた瞳が《絶望》の色に染そまっていく。

「僕は、来夏が好きなんだ」

　辛つらそうに唇を嚙かんで、サクヤは顔を伏ふせた。

　僕に向けて懸けん命めいに伸ばしていた手を、自らの胸むねに当てる。その行こう為いはまるで、傷ついたココロを庇かばっているように見えた。

　そんな彼女に、追い打ちを掛ける。

「僕は、来夏を愛してる」

　幼おさななじみを裏うら切ぎるわけにはいかない。

　もし来夏を裏切れば、きっとアイツは壊こわれてしまう。家族を失った来夏には、もはや僕しかいないんだ。

　来夏はこれまで何度も傷ついた僕を癒いやそうとしてくれた。自分が傷つくことも顧かえりみず。懸命に。だから、今度は僕が彼女を支ささえてやらなきゃいけない……

「ヒソカは……」

　打ちのめされた表情で、サクヤは問とう。

「……来夏さんに殺してもらうつもり？」

「わからない。世界滅亡カーテンコールを止めたいから死にたいと思ってるけど……それを来夏に頼たのんで良いかどうか迷まよってる」

「そう……、来夏さんとは殺すために恋をはじめたわけじゃないのね……」

　冷たい雨に打たれながら、サクヤはのろくさとした動どう作さで大剣を拾った。刃を消し、太もものホルスターへと戻す。

「私は……どうしようもなく、対天使兵器ルシフエリオンなんだな……」

　振り返ることもなく、雨のベールの向こうへと去っていった。

　追いかけてやることも、言葉一つかけてやることもできない。ただ、小さくなっていく背中を見つめていることしかできなかった。

　一人になった僕は、雨に打たれていた。

　空を見上げる。冷たい雨が頰ほおを打った。

「こうするしかなかったんだ……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　僕はもう、来夏を選んでしまった。

　恋人となった幼なじみのことだけを考えてやらなきゃいけない。

「僕は、来夏と付き合ってる。僕は、来夏を愛しているんだ」

　そのとき──ジクリ、と。

　胸が痛んだ。ココロの痛みじゃない。物理的な痛みを胸むな元もとに感じたんだ。

　雨に濡れたボロボロのＴシャツ。いくつも空あいた穴あなから胸元が見えた。

「これは……？」

　僕の胸には、〝あの人〟がつけた十じゆう字じ架か型がたの傷がある。

　それをなぞるように、裂れつ傷しようができていた。

　雨の雫と一緒に、血液が流れ続けている。

　この傷は……そうか。さっき、サクヤに大剣を突きつけられた時に……

　傷口に触れてみた。鋭するどい痛みを感じる。指先に深しん紅くの血がついた。癒いやしの力を持つ光の粒は、噴き出していない。

　僕は不ふ死じ身みのハズなのに、傷が癒えない。

　傷を付けられるのは、相そう思し相そう愛あいの相手だけ。

　サクヤは、僕に傷を付けることができた。

　それは、つまり──

　強い目眩めまいを感じて、その場に膝ひざをついた。

　血液に染まった手を雷光が照てらし出す。

「僕は、来夏と付き合ってる……。来夏を愛している……。だけど……だけど……」

　だけど、僕が本当に好きなのは、










　サクヤ、なんだ──










　僕たちは、相思相愛になってる。

　僕とサクヤは、愛し合っている。

　だけど──殺すための恋に苦しんで、

　決定的にすれ違ってしまった。

　好きだけど。

　サクヤのことが、好きだけど。

　僕たちは、もう、元には戻れない。

　胸が痛かった。サクヤが付けた傷ではなくて、ココロが張はり裂さけそうだ。

　だけど、僕にはなにもできない。

　叫ぶことも、泣くこともできない。

　ただ、血に濡れた手のひらを見つめていることしかできなかった。




　数時間後。世界が夜の闇やみに閉とざされた頃ころ。

　疲つかれた身体を引きずって、自宅へと戻った。

　家の前で待っていた来夏は、黙だまったまま傘かさを差し掛けてくれた。

　恋人は服がボロボロになった僕を見ても、なにも問わなかった。

　悲しむことも、怒ど鳴なることも、罵ののしることもなく、全てを受け入れるような優しい笑顔を浮かべたんだ。

「おかえり、ひーちゃん」

　僕は小さく頷うなずく。

「ただいま」
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「恋って、なんなんだろうね？」

　僕の問いに、幼なじみは答えた。

「きっと魔ま法ほうだよ。私を変えてくれた、魔法」
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　九月も終わりに近づくと、すっかり秋めいてきた。木々は色づきはじめ、朝あさ晩ばんは肌はだ寒ざむさを感じる。空気にも秋の気け配はいが忍しのび込こんでいて、吹ふき付ける海風は冷つめたかった。

　ったく、それなのに……

「あはははっ、すっごい冷たいよ！」

　来夏はひさしぶりに散さん歩ぽに出た子こ犬いぬみたいにはしゃぎまくっていた。砂すな浜はまに打ち寄せる波に足をつけて飛とび跳はねている。なにが面おも白しろいんだかわかんないけど、楽しそうだ。

　ここは神かみ代しろ市しの海岸ではなくて、隣りん県けんにある海かい浜ひん公こう園えんだ。十月一日から、高校が再さい開かいされることが決まった。長すぎる夏休みがようやく終わるんだ。だから、最後に来夏と一いつ緒しよに遠出することにしたってワケ。壊こわれ果てた街まちに閉じこもってるのも気が滅め入いるしね。

「あんまりはしゃいでると転ころぶぞ！」

　二人乗りして来たバイクの近くに腰こしを下おろして、楽しそうな来夏に声を掛かけた。

　サンダルを片っぽずつ持った両手を振ふり、恋人は満まん面めんの笑えみを浮うかべる。

「ひーちゃんもおいでよっ！」

　苦く笑しようを返しつつ、立ち上がった。人気の少ない砂すな浜はまを波打ち際ぎわまで歩いてく。当とう然ぜん、海になんて入ったりしないけど……少しでも恋人の近くにいてやるために。

「ホント、来夏って海が好きだよな」

「なんでだろね？　ひょっとしたら、前ぜん世せは海に住んでたのかもっ！」

「サザエとかハマグリとか？」

「って、なんで貝かい類るいを選せん択たくするかな!?　せめて魚類にしてよ！　可愛かわいいヤツ！」

「サバとかアジとか？」

「ちっとも可愛くないじゃん！　大たい衆しゆう魚ぎよじゃなくて！　せめてイルカとかマナティとか！」

「両方とも哺ほ乳にゆう類るいだぞ」

「うっさいうっさいうっさいっ！」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませた来夏は、サンダルを振り上げた。その途と端たんにバランスを崩くずし、

「おわわわわわっ!?」と倒たおれそうになる。

「ほら、言わんこっちゃない」

　慌あわてて抱だき留とめてやると、来夏はバツが悪そうに唇くちびるを尖とがらせた。しかし、急にニンマリと微笑ほほえんで──「とうっ！」

　思いっきり体重を掛かけて来やがった。

　僕までバランスを崩し、二人して砂浜に倒れ込んでしまう。ジーンズの裾すそが水につかって冷たかった。

「って、コラ！　なにすんだよ？」

「仕し返かえしだよ～ん！　ひーちゃんが、ひどいことばっか言うから！」

　隣となりに横たわる来夏を睨にらむ。彼女はイタズラっぽく舌したを出して笑い始めた。波打ち際に横たわったまま、釣つられて僕も笑ってしまう。

　ひつじ雲が浮かぶ空を見上げて、僕たちは声をあげて笑い合った。

　しばらくの間、そうしていたけれど。

　来夏は身体からだを起こし、辺あたりに人がいないことを確かく認にんしつつ、

　ちゅっ──触ふれるだけのキスをしてくる。

　口付けは、僕と来夏にとって特別なことではなくなっていた。朝の挨あい拶さつほどに軽くはないけれど、触れ合った回数を忘れてしまう程度には日にち常じよう化かしてる。

　起きあがった僕たちは、お互たがいの背中の砂を払はらい合った。手を繫つないでバイクまで戻もどる。

　歩道の縁えん石せきに並ならんで腰こし掛かけた。濡ぬれてしまったクツを乾かわかしながら、二人で取とり留とめもない会話をする。

　友人の近きん況きようとか。今後の進路のこととか。

　僕と来夏は、一いち応おう、大学進学ってことにしてる。隣の市にある《風かざ原はら大学》。神代市の高校生は試し験けん免めん除じよで面接だけで入れてくれるらしいし、学費も減げん額がくしてくれるそうだからさ。大学に行ってる場合でもないけど、神代市で働はたらき口ぐちを探さがすのは大変だから、そういうことにしてる。卒業後の未来なんて、想像もつかないけどさ。

「ひーちゃんがバイクに乗れるなんて知らなかったよ！　一いつ緒しよに大学まで通かよえるねっ！」

「いや、それは無む理りだよ。僕、免めん許きよは持ってないからね」

「ちょっ、無免許なの!?　それはマズイよー！　早く免許とってよね！」

　びしびしチョップを入れつつも、来夏は楽しげに将しよう来らいのことを語り続ける。

　朝は一緒に起きて、来夏が作った朝食を食べる。バイクに二人乗りして大学へ通い、珊さん瑚ごや猿さ渡わたりと一緒に講こう義ぎを受ける。大学の勉強は難むずかしそうだけど、みんなで力を合わせれば大だい丈じよう夫ぶ。風原大学は学食が美味おいしくて有名らしい。サークル活動とかも楽しみ。きっと、きっと、大学生活は今以上に幸しあわせだよっ！

　夢ゆめ見みるような瞳ひとみで、恋人はキラキラ輝かがやいた未み来らい予よ想そう図ずを描えがいている。

　そんな未来はやってこないのに。僕たちのセカイには、絶ぜつ望ぼうしか待っていないのに。未来は天使によって奪うばわれてしまうのに。

　来夏は幸せそうに明日を語っていた。

　あるいは僕が死ねば──世界滅亡カーテンコールが終われば──そんな未来がやってくるかもしれないんだけどさ……

　ふいに、胸のカサブタがうずいた。サクヤが付けた胸の傷きずは癒いえかけているんだ。

　このセカイに、僕を殺せる人がいる。

　それは、僕にとって《救い》だった。

　みんなを苦しめ続けたいとは思わない。いつかは世界滅亡カーテンコールを止めたいって思ってる。

　だけど……それは簡かん単たんなことじゃないんだよな。サクヤに殺してもらうことは来夏に対する何重もの裏うら切ぎり行こう為いになるんだからさ。

　来夏を支えてやろうって決めたのに、彼女を一人置いて僕だけ先に逝いってしまうことになるんだし……。なによりサクヤに殺されるってことは相そう思し相そう愛あいになっていることを受け入れるってことに他ほかならないんだよな……

「どうしたの、ひーちゃん？」

　楽しげに語っていた来夏が僕が黙だまっているのに気付いて、顔を覗のぞき込んできた。

「いや、なんでもないよ」

　そんな風に答えたけれど、胸のうずきに耐たえかねたから、

「ごめん……。ちょっと、いいかな……？」

　小さな声で呟つぶやいて、座すわったまま来夏の身体を抱だき寄よせた。波の音と潮しおの匂においに包つつまれながら、恋人の身体を強く抱きしめる。

「謝あやまる必ひつ要ようなんて、ないのに」

　来夏はゆっくりと目を閉とじた。幸せそうに僕の胸に身を預あずけてくる。

　柔やわらかな髪かみに顔を埋うずめると、すごくいい匂いがした。恋人の体温や鼓こ動どうと一緒に、僕を信しん頼らいし愛してくれている気持ちを感じる。

　そして、それと同時に懐なつかしさを覚おぼえた。

　幼おさない頃ころからずっと一緒にいたから、来夏は僕にとって平和な日常そのものだったんだ。壊こわれてしまう前の僕の生活は、来夏と共ともにあったと言っても過か言ごんではないと思う。幼い僕の隣には、いつだって来夏の笑え顔がおと笑い声があった。

　セカイが壊れてしまった今でも、来夏と一緒にいると幸せだったあの頃を思い出せる。世界滅亡カーテンコールのことや、自分がオメガであることを一瞬だけ忘れられるんだ。

　来夏は、本当にイイヤツだ。

　どんなに傷ついてるときもそばにいてくれた。どんなに傷つけてもそばにいてくれた。僕を見つめ続けてくれたんだ。

　今度は……僕の番だよね。

　独ひとりぼっちになってしまった彼女を、僕が支えてやろう。守ってやろう。

　来夏と、恋をしよう。

　それこそが、きっと──あまりにも不実な僕に課せられた最後の使し命めいなんだ。

　胸のうずきを止めるため、一ひと際きわ強く恋人を抱きしめて……そっと身体を放した。風に弄もてあそばれている来夏の前髪を搔かき上げ、額ひたいに口付けをする。

　来夏は寄より添そったまま、僕を見上げた。潤うるんだ瞳で僕を見つめ、

「大好きだよ、ひーちゃん」

　可愛かわいらしいカーブを描えがく頰や、華きや奢しやな首くび筋すじを指でなぞりながら答える。

「ありがとう」

「お礼れいじゃなくて……違ちがう返事が聞きたいんだけどな……」

　黙だまったまま、来夏を見つめ返した。

　海鳥の声がどこか遠くで響ひびき、海鳴りが静かに秋の空気を震ふるわせた。幾いく度ど目めかの海風を感じながら、口を開いた。

「僕も、きみが好きだよ。来夏」

　恋人は微笑ほほえみを浮かべる。

「ありがと」

「……って、お礼はダメなんじゃないのか」

　笑いながら言葉を返すと、微笑を浮かべたまま来夏は小さく首を横に振った。

「私は、いいんだよ……。私はね……」

　その笑みが、なんだかとても切せつなげに見えて……僕は来夏の手を握にぎった。もう片方の手を、彼女のおとがいに添える。

　瞳を閉じた来夏に、そっと唇くちびるを寄せた。

　キスしながら──ココロの中で謝あやまる。

　ごめんね、来夏。

　好きだって言葉──今はウソだけど。

　いつか、ホンモノにしてみせるから。

　繫つなぎ合った手を、放さないから。

　僕はきみを裏うら切ぎったりしないから。

　だから、今は、許してよ──……
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「恋って、なんなのかな？」

　僕の問いに、〝あの人〟は答えた。

「その答えを探さがす行為が、恋だと思うわ」
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「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　放ほう課か後ご。学校の屋おく上じよう。給きゆう水すい塔とうの屋や根ねの上。

　二学期初日を終えた僕ぼくは、桜さくらヶが丘おか高校のテッペンに片かた膝ひざついて座すわって景け色しきを眺ながめていた。

　壊れかけていた第二校こう舎しやは天使に回収され、綺き麗れいさっぱり無くなっている。その跡あと地ちに真新しいプレハブの校舎が建たっていた。

　この場所から見える景色が大好きだった。

　特に、桜の季き節せつはいつまでも眺ながめていられたんだ。……だけど今は、かなり寂さびしい感じになっちゃったね。

　街のあちこちに植うえられた桜から枯かれ葉はが舞まい散ちり始めている。瓦が礫れきがかなり片づいたせいか、広がる街まち並なみはスタート直後の《シムシティ》みたいにスカスカだ。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

　愛していた人が好きだった歌を小さな声で口ずさみながら耳を澄すましてみる。

　学校のあちこちから、再さい会かいを喜よろこぶ声と級友の死を悼いたむ泣き声が聞こえてきた。朝から、生徒たちはずっとこんな調ちよう子しなんだよね。

　長すぎた夏休みを終えた今、全校生徒の約二割──一五八名ほどがいなくなっていた。　五八名が天使に回かい収しゆうされ、残りは疎そ開かいしてしまったんだ。

　回収者の数が一割ほどっていうと少ないように感じるけれど……社会学的には共きよう同どう体たいを構こう成せいする人間が五％ほど失われただけで、その集団は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいり、日常生活を行うのが困こん難なんになるって読んだことがある。一割っていうのは、生徒たちに相当なショックを与あたえてしまう数字なんだ。

　それに一口に《五八人》なんて言っても、数字の裏側には、一緒に泣いたり笑ったりしたクラスメイトの顔がある。しばらく学校はマトモに機き能のうしないかもしれない。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　ふわり。

　秋風に吹ふかれた枯れ葉のカケラが、蝶ちようのように前髪にとまる。払はらおうと手を伸のばしたら、細い指先が僕より先に取とり除のぞいてくれた。

「ヒソカ、ここにいたのね」

　サクヤが給水塔のハシゴから顔を出していた。どことなく緊きん張ちようしたような面おも持もちで、僕を見つめている。黙だまっていると、彼女は僕の隣となりにちょこんと腰こし掛かけた。

「ひ、久ひさしぶりだな……」

　ぶっきらぼうな口く調ちようだったけど、少しだけ声がうわずっている。

　サクヤを助けたあの日以来、僕たちは言葉を交かわしてなかった。

　僕は意い識しき的てきに彼女を避さけていたんだ。

　今でも散発的に天使は出しゆつ現げんしている。

　天使を追い払うために駆かけつけた先で、サクヤの姿すがたを見かけることがあった。彼女も街を守ろうとしてくれていたんだ。

　てっきり、サクヤは街を離はなれると思ったんだけど……残ることにしたみたいだね。ＡＲＩＣＥは壊かい滅めつし、唯ゆい一いつ生き残っていた上じよう司しも死んでしまったようだから、他に行くところがないのかもしれない。

　とまれ、サクヤと出で逢あっても声を掛けたりせず立ち去ることにしていた。

「ごめん」小さな声で謝あやまって、給水塔を後にしようとすると、手を摑つかまれた。

「待って！　少しだけ、話をさせて！」

「…………」

「お願いだから……！」

　サクヤの声があまりにも真しん剣けんだったから、僕はなにも言えなくなった。給水塔の屋根の上に、再ふたたび腰を下ろす。

「おまえには、お礼も謝しや罪ざいもしていない」

「そんなことされる覚おぼえは……」

　サクヤは首を横に振った。悲しげな口調で、言葉を紡つむぐ。

「街を守れなかったこと。謝りたい。対天使兵器ルシフエリオンなんてやめてしまいたいと思っていたから、あのヘンな赤い天使に後おくれをとって、捕ほ縛ばくされてしまった。……ごめん」

　赤い天使というのはアダムのことだろう。

　アイツはサクヤを捕とらえておきながら、結局なんの手出しもしなかった。武ぶ装そう解かい除じよすら──サクヤの剣けんを奪うばうことすらしなかったんだ。彼の意い図とはまったく意い味み不ふ明めいだった。

「あの天使はなにか喋しやべったかい？」

「一ひと言ことだけ、『まもなく世界は滅めつ亡ぼうします』って告つげられた。天使に話しかけられるのは珍めずらしいから、すごく驚おどろいた」

「他には？」

「意い識しきを失うしなわされてしまったから、他にはなにも聞いてない」

　そのときふいに、悲しげだった表ひよう情じようが揺ゆらいだ。眼鏡めがねのレンズ越しに向けられる視し線せんが、とても温あたたかなものに変わる。

「それから……ヒソカが助けてくれたこと。本当に嬉うれしかった。ありがとう」

「僕が勝かつ手てにやったことだ。お礼を言う必要はないよ」

「ふん。私が勝手に感謝してるんだ。そんなことまで指さし図ずされる覚えはない」

　昔むかしと同じように鼻を鳴らして、サクヤはそっぽを向いた。そして、ちょっぴり緊張したような声で話し始める。

「ひ…ヒソカに、提てい案あんがあるっ」

「提案？」

「街を壊されてしまったのは私のせいだ。だから、これ以上、壊されないように守りたい」

「僕たちの契けい約やくは終わったんだ。きみはそんなことしなくてもいいんだよ」

　サクヤはぶんぶんと音が出そうなほどに首を横に振った。壊れた街まち並なみに視線を走らせ、

「この街には、いい人がいっぱい住んでる。クラスメイトだって今も暮くらしてる。街はボロボロだけど、まだ多くの人が頑がん張ばって生きているんだ！　私は、そんな人たちを守りたいと思うっ！」

　サクヤはギュッと拳こぶしを握にぎって、提案した。

「お願いだ。おまえも一いつ緒しよに守って欲しい。これまでと同じように、私と、二人で」

　彼女の眼まな差ざしはすごく真しん剣けんだった。

「私なりにヒソカが助けに来てくれた理由を考えたんだ。来夏さんが好きなのに、なんで私を助けてくれたんだろうって……」

「…………」

「きっと、ヒソカは私のことを街を守るパートナーだと思ってくれていたから。だから、助けてくれたんだっ。そうでしょう？」

　意を決するように深い息を吐はいたサクヤは、ビシッと人ひと差さし指ゆびを立てた。

「私は、ものすごい名めい案あんを思いついた。ヒソカ、私とトモダチになろうっ！」

「友とも達だち……？」

「そうだ。トモダチだ」

　一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらうように唇くちびるを嚙かんだサクヤは、妙みように明るい口調で続ける。

「わ、私は、おまえのことなんて好きじゃない。この間、好きって言ったのはウソだっ。ヒソカを好きじゃなければ、トモダチになれる。トモダチだったら一緒にいても平気だ。一緒に街を守れるっ！」

　彼女は不ぶ器き用ような笑顔を浮かべた。

　サクヤの懸けん命めいな笑顔は……たまらないぐらいに可愛かわいかった。必ひつ死しの提てい案あんが嬉うれしかった。

　サクヤはポツリと付け加える。

「そ、それに……トモダチなら……おまえを殺さなくてもいいでしょう？」

　そんな言葉に愛いとおしさすら感じてしまった。

　……サクヤ。きみは演えん技ぎがヘタだね。

　ムリしてるってバレバレだよ。微笑ほほえみがちょっぴり引きつってる。声がうわずってる。視線が泳いでる。そして、その眼差しが、温あたたかすぎるよ。

「ね？　名案でしょう？」

　不器用な笑顔を浮かべたまま、握あく手しゆを求めるように、手を差し出してきた。

「ヒソカ。私と新たな契約をして欲ほしい。トモダチとして、この街を守る。そんな契約を」

　その手を握にぎり返したくて、脳のう裏りに、さまざまな言いい訳わけが浮かんでくる。

　友達として付き合うなら問題はないんじゃないか、とか。この街を守るためには僕たちが手を組んだ方が効こう果か的てきだ、とか。

　僕とサクヤは、相そう思し相そう愛あいになっている。

　彼女なら、僕を殺せる。世界滅亡カーテンコールを止めることができるんだ。来夏を裏切るつもりはない。だけど、世界を救うための安あん全ぜん装そう置ちとして──友達としてサクヤと一緒に街を守るのは、悪いことじゃないんじゃないか、とか。

　自みずからを正当化するための弁解がわき上がり、口から零こぼれそうになる。

　だけど……懸命に飲のみ込こんだ。

　きっと、今、サクヤの手を摑つかんだら、

　サクヤを抱だきしめてしまうから。

　彼女を無む視しして立ち上がった。給水塔のハシゴに手を掛けて、

「ごめん。そんな契約はできない」

　秋風が吹き抜けて、サクヤの長い髪かみを揺ゆらした。彼女は、差し出していた手を握りしめる。不器用な笑顔が崩くずれ、氷のような無表情に変わった。

　癒いえたはずのサクヤがつけた傷きず跡あとが軋きしむようにうずく。

　そして同時にサクヤを──恋する少女を傷つけている手て応ごたえにココロの痛みを感じた。

　唇を嚙かんで痛みを堪たえ、逃にげるように給水塔を降おりた。屋上を後にする。

「あっ、ひーちゃんっ！」

　階段室に入ったところで、来夏に出くわした。満面の笑みを浮かべて、

「探さがしてたんだよっ！　一緒に帰ろっ！」

　黙だまったまま、来夏の手を握った。恋人は僕の手に指を絡からめつつ、楽しそうに喋しやべり出す。

「夏休みの間、みんないろいろあったみたいでね……ゆっきーと猿さ渡わたりくん、付き合いはじめたんだってさっ！　もー、ビックリしちゃったよ！　あの二人、いっつもケンカばっかしてたのに、ケンカするほど仲なかがいいっていうのホントなのかもねっ！」

　来夏はビッグニュースをはしゃいだようすで話し続けていた。

　話す内容はあまりにもノンキで。彼女の笑顔はあまりにも脳のう天てん気きで。

　なぜだろう？　微かすかな苛いら立だちを感じてしまった。

　悪いけど、僕は笑っていたい気分じゃないんだよ──そんな言葉が、のど元まで出かかった。

「ん？　どしたの、ひーちゃん。シリアスな顔して。具ぐ合あいでも悪いの？」

　キョトンとした顔で、来夏は僕の額ひたいに手のひらを当てる。

「熱はないみたいだけど……体調が悪いんだったら言ってよね」

「……いや、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「よかった。じゃあ、帰ろっ？」

　安心したように頷うなずいた来夏は、僕の手を握ってきた。指を絡からめてくる。

　繫つなぎ合った小さな手のひらから、幼おさななじみの温ぬくもりや優やさしさが伝わってきて……気が付けば苛立ちは霧む消しようしていた。

　つーか、どうして僕はムカついてんだろうね……？　コイツの笑顔を守るために、交際を続けると決めたはずじゃないか……

　来夏の微笑ほほえみを曇くもらせるようなことは、考えちゃダメだ。幼なじみを支ささえてやることだけ考えていればいいんだ。

　自分にそう言い聞かせるみたいに繫ぎ合った手に力を込める。

　楽しげに喋りながら、来夏は呼こ応おうするように手をぎゅっとしてきた。

　僕たちは手を繫いだまま、昇しよう降こう口ぐちを出る。駐ちゆう輪りん場じようへと向かう道すがら、

「晩ばんご飯はんなににしよっか？」なんて何なに気げない話題の後で、来夏は笑顔を向けてきた。

「あ、そだ。ねえ、ひーちゃん。死のうだなんて、考えちゃダメだかんね？」

「……え？」

　言葉の意味が、一瞬よくわからなかった。来夏は笑顔のままで続ける。

「ひーちゃんが死ぬことで世界が平和になっても、そんなの私には意味がないよ。私は、ひーちゃんがたとえ世界の敵てきでも構かまわない。だから、ず[image: ][image: ][image: ]っと一緒にいてね。世界が終わる瞬間まで」

「な、なにを言ってるんだよ？」

　僕は雷かみなりに打たれたように動けなくなる。

　恋人は、ふいに鼻はな歌うたを唄うたいだした。

　まるで僕の続きを唄うように。

　調ちよう子しっぱずれな、恋の歌を。

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないつてこと」

　冷たい風が吹き抜けて、舞まい落ちた枯かれ葉はが僕たちの周まわりでダンスを踊る。

　僕の手を放した来夏は、落ち葉と一緒に舞うようにクルッと僕を振り返った。

「♪I love you. Loves, so that want to kill.だつて、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる」

　太陽みたいな笑顔のままで。




「私、全部、知ってるよ」




　僕は。

「サクヤさんに、ひーちゃんを殺させたりしないからね」

　信じていた世界が、足あし下もとから崩ほう壊かいするような気分を味わった。
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「恋って、なんなんだろうね？」

　僕の問いに、対天使兵器ルシフエリオンは答えた。

「……私には、よくわからない。

　でも、きっと素す晴ばらしいものだと思うっ！」





【卒業まで残り１６０日】



















10月12日（月）

　いらない恋

　　──in the twilight──















「私、全部、知ってるよ」

　あまりに気き軽がるな口く調ちようで放はなたれた言葉。

　それによって、僕ぼくは理解した。

　殺すために恋こいをして×死ぬために愛し合う

　この残ざん酷こくなルールの中に、幼おさななじみの少女までもが取り込まれてしまったことを──
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「ヒソカ。《最後のでーと》をしろ」

　三連休の最終日である体育の日一〇月一二日。

　サクヤと一いつ緒しよにバスに揺ゆられていたのは、そんなセリフがキッカケだった。

　三年Ｃ組の教室。来らい夏かがいないことを見み計はからって、サクヤが話しかけてきたんだ。

「おまえには来夏さんがいる。私は好きな気持ちを諦あきらめるつもりだ。だけど……」

　言葉を濁にごしたけれど、彼女の気持ちが僕にはわかった。僕も同じことで悩なやんでいたから。

　恋心っていうのは、なかなか消えてはくれないんだ。諦めてしまおう。恋心を捨すててしまおう──そう想おもえば想うほど、恋しさが募つのってしまう。

　僕が、〝あの人〟への想いに焦こがれ続けていたように。

「これが、最後だって区切りをつければ諦められるような気がする。だから、最後のでーとをしろ。い…イヤとは言わせないから」

　昔むかしと同じような偉えらそうなセリフだったけれど、どことなく不安げだった。断ことわられることを怖こわがってるみたいに視し線せんが微かすかに揺ゆらぐ。

　迷まよった末すえに、彼女の願ねがいに静かに頷うなずいた。

「わかった。最後のデート、しよう」

　サクヤとデートをするなんて、本来なら来夏への裏うら切ぎり行こう為いに他ほかならないだろう。それは、よくわかってる。

　でも、僕は来夏を愛してあげなきゃいけないのに……サクヤと相そう思し相そう愛あいになってしまっているんだ。この想いは、断たち切きらなくちゃいけない。

　来夏のためにも、《最後のデート》をするのは悪くないと思ったんだ。

　出で掛かける時「猿さ渡わたりと遊びに行ってくるよ」なんて来夏にウソをついちゃったのは、申もうし訳わけないと思ったけどさ……

　ブロロロロ──微かなうなりをあげて、穏おだやかな空の下をバスが走っていく。

　一日に数本しか走っていない臨時編成のバスなのに、車内の人影はまばらだった。

　僕の隣となりに座すわってるサクヤは、白いワンピースに身を包み、膝ひざの上にバスケットを抱かかえてる。いつもながらの無む表ひよう情じようを微かに強こわばらせて窓まどの外を眺ながめていた。秋色に染そまった風ふう景けいが後ろに流れていく。

　横顔を見つめ、僕は小さくため息いきを吐ついた。

「ど…どうした、ヒソカ？」

　ロボットが振ふり返るみたいなぎこちない動どう作さで、サクヤがこちらを見た。慌あわてて取とり繕つくろうように脳内で話わ題だいを検けん索さくする。

「その服、まだ持っててくれたんだね」

　サクヤが着てるワンピースは、初めてデートした時に買ってあげたものだ。天てん使しとの戦せん闘とうに巻き込まれてしまったから、破やぶけてしまったと思ってたんだけどな。

　面接を受けてるみたいな緊きん張ちようの面おも持もちで、サクヤは答えてくれる。

「私はほとんど私服を持っていない。特にでーとに適てきした服は皆かい無むだ。だから、直なおしておいたの。ヒソカとでーとをする時のために。……この服なら失敗はないから」

「失敗って？」

「私はオシャレとか、そういうことに疎うとい。どういう格かつ好こうをすればいいのかわからない。でも、この服なら大だい丈じよう夫ぶでしょう？」

　強ばった頰ほおをちょっぴり朱しゆに染そめて、そっぽを向く。

「……ヒソカが『かわいい』って言ってくれたから」

　デートするからってオシャレしようとしてくれた気持ちが、なんだか嬉うれしくて、

「……なんつーか、その、ありがとう。やっぱり、すごく似に合あってる」

　窓の外を向いているサクヤの耳までも真まっ赤かに染まっていく。

「その髪かみ型がたも、ね。いい感じだと思うよ」

　普ふ段だんは艶つややかな長い黒髪をおろしてるだけだけど、今日は後ろの髪を少しだけ編あんで、白いリボンで留とめていたんだ。しかし、照れくささがリミッターを超こえたのか──

「これは関係ないっ」とかワケわかんないことを言いつつ、サクヤは無む造ぞう作さにリボンを外はずして、編んでた髪かみをほどいてしまった。

「もったいない。可愛かわいかったのに」

「ふん。こういうのはガラじゃない」

　怒おこったような口く調ちようでサクヤは吐はき捨すてたけれど、窓に映うつった表情は複ふく雑ざつだった。嬉しさと切せつなさが入いり交まじったような顔で、窓の外を睨にらんでいる。

　と、そのとき。

「あっ、見えてきたっ！」サクヤが小さく声をあげて、窓の向こうを指さした。

　紅こう葉ように染まった山やま間あいに、観かん覧らん車しやが見えてきた。僕たちの住む神かみ代しろ市しに一番近い遊園地、《ドリームパーク》だ。子どもの頃ころ、何度か遊びに行ったことがある。

「でーとの定番といえば《ゆうえんち》だそうだっ」なんて言いだして、今日の目的地はココに決まった。

　開いている前方の窓から、冷たい秋風が吹ふき込こんできた。サクヤの髪を柔やわらかく揺らす。

「楽しもう。これが最後のでーとだから」

　頷き返した僕は、自分自身に言い聞かせるようにセリフを繰くり返す。

「ああ。最後のデート、だからね」
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「私、全部、知ってるよ」

　二学期の初日一〇月一日。僕の家。僕の部屋。

　一緒に帰き宅たくした来らい夏かは、制服を着き替がえもせずに、もう一度同じセリフを口にした。

　オメガなんて聞いたこともない。意味がわかんない──そんな言葉で必ひつ死しに誤ご魔ま化かそうとしたけれど来夏は聞く耳を持たなかった。

「ずっとおかしいなって思ってたんだ。いくつも、ヘンなシーンを見てたから」

　ベッドに腰こし掛かけながら、来夏は続ける。

「例たとえば、私のお母さんが天てん使しに殺されちゃった時のこと──」

　中学一年になってすぐ、《世界滅亡カーテンコール》が始まった直後に、来夏の母さんは僕たちの目の前で回かい収しゆうされてしまった。そして僕は、オメガであると否いや応おうなく自じ覚かくさせられたんだ。

「あのとき……見たんだよ。ひーちゃんの胸むねに、天使の剣けんが突つき刺ささってた。なんでかわかんないけど、ずっと『僕のせいだ…』って呟つぶやき続けてた……」

　あのとき、来夏には意識があったのか……

「それだけじゃないよ。春休みのこと。私とひーちゃん、学校で天使に襲おそわれたよね？　危あぶないとこでサクヤさんに助けてもらった」

「…………」

「サクヤさんは『おまえが生きていると世界が滅ほろびる』なんて叫さけんで、ひーちゃんの胸を剣で突き刺してた……」

　来夏は確かく信しんに満ちた表情で頷うなずいた。

「ひーちゃんは、この世界を滅ぼすオメガって存そん在ざいなんだ。そして、ひーちゃんが死んじゃうと、世界滅亡カーテンコールが終わる。愛し合う人だけが、ひーちゃんを殺せる」

　不ふ覚かくにも、僕は震ふるえてしまった。

　来夏には──

　来夏にだけは、知られたくなかったんだ。

　僕にとって幼おさななじみのコイツは、平和な日常の象しよう徴ちようみたいなものだ。クラスメイトの真まん中なかで笑ってるのが似に合あうようなヤツなんだ。平和で明るい表側のセカイの住人で居い続つづけて欲しかった。僕に関かかわってしまった時点で、そんなのは儚はかない願いだったのかもしれないけど……それでも、彼女には僕の属する裏側のセカイを知られたくなかった。

　僕は今、来夏の唯ゆい一いつの支えになっている。

　その支えとなっている僕こそが、家族を失った原因だと知ってしまうなんて──
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　カカン…カカカン……

　不ぶ気き味みな金きん属ぞく音おんを奏かなでながら、《ドリームパーク》の名物であるトルネードコースターがゆっくりとスロープを上がっていく。

　車両の先頭にサクヤと並ならんで座すわっている僕は、気持ちを紛まぎらわせるために口を開いた。

「ら…ラッキーだったね、本来なら閉へい園えんしてたみたいなのにさ……」

「うん。助かった。危あやうく最後のでーとが台だい無なしになるところだった。《えんちょうさん》には感かん謝しやしなくちゃいけない」

　ひょいと首を巡めぐらして、サクヤは小さくなっていく下げ界かいを眺ながめる。運うん転てん室しつから身を乗り出すようにして、警けい備び員いんの制せい服ふくに身を包つつんだ白ヒゲのオジサンが目を細めて僕たちを見上げていた。

　あのサンタクロースみたいなオジサンは、《ドリームパーク》の園長だったそうだ。

《だった》と過か去こ形けいで言ったのは、今はこの遊園地は閉園してしまっているから。暫ざん定てい政せい府ふの復ふつ興こう策さくで娯ご楽らく施し設せつには補ほ助じよ金きんが出てる。でも、《ドリームパーク》は政策の対たい象しよう外がいになってしまったそうなんだ。おかげで経営が立ち行かなくなってしまったらしい。

　で。

《閉園のおしらせ》の看かん板ばんの掛かけられたフェンスの前で、僕たちが呆ぼう然ぜんとしていると、今は警備員として管理をしていた園長さんが声を掛けてくれた。小学生の頃ころ、ときどき遊びに来ていたことなんかを話すと、特別に中に入れてくれることになったんだ。

「でも、機械とか動くんですか？」

　僕の問いに、白ヒゲのオジサンは優やさしげな顔をくしゃくしゃにして笑った。

「この子たちは我わが子このようなものだからね。今でもメンテナンスを欠かかさないんだよ。最後の一いつ瞬しゆんまで一いつ緒しよに生きていくつもりだ」

　サンタが副業で遊園地の園長をしてると言われても、僕はきっと驚おどろかないだろう。

　カカン…カカカン……カン……

　貸かし切きり状態の遊園地を一いち望ぼうできる高さにまで、コースターは昇のぼっていく。

　サクヤは無表情をどことなくワクワクさせて辺あたりを眺ながめつつ、

「《じぇっとこーすたー》か……これはどんな風に動くんだろう？　楽しみだ」

　園内に入った直後は、サクヤは塞ふさぎ込こんでいるような感じだった。僕との接せつし方かたを計はかりかねてるように見えた。でも、遊んでいるうちに楽しくなってきたみたいだ。

「まあ、なんつーか……気に入るといいね」

　背せ中なかに嫌いやな汗あせが伝うのを感じながら、肩かたを竦すくめた。手足が強こわばる。ごっきゅん。思い切り生なま唾つばを飲のむ。

「どうした、ヒソカ？　顔色が悪い」

「……別に。どうもしないよ」

「まさか……怖こわいの？」

「そっ…そんなワケないだろっ」

　額ひたいに滲にじむ汗を拭ぬぐいつつ続ける。

「ただ、これだけは言っておくよ。男女の脳のうには性別差が存在する。脳のう梁りようの形状の違ちがいによって、女性の方が絶ぜつ叫きようマシーンには強い。これは生来的なものだ。だから、男である僕が絶叫マシーンに弱くてもそれは、」

　──ガコン。

　コースターが頂ちよう上じように到とう達たつした。

「いよいよだな、ヒソカ」

　返事をせずに、瞳ひとみを閉とじた。信じてもいない神に、今だけ祈いのってみたりする。

　格かつ好こう悪いから人には言わないけど、僕には大の苦にが手てとしているものがいくつかあるんだ。

　主なものは──早起き。ゴキブリ。シイタケ。そして、絶叫マシーン、など。

　やがて、車体が動き出す。

　その後のようすを音声だけで表現すると、次のようになるだろうね。

　ゴォォォォォ────!!

「きゃはははは！　これは面おも白しろいっ！」

「ぎゃああああああ!!　うわああああ!!」

「きゃっほう！　一回転したぞっ！」

「死ぬっ！　死んじゃう！　死ねないけど！」

「あはははははははっ！」

「いやぁぁああ!!　止めてくれ[image: ][image: ][image: ]！」

　ゴォォォォォォォォォ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……

　無ぶ事じに地上へ戻れた僕は、アスファルトにキスをしたいような気分だった。嗚呼ああ、揺ゆれない地面って、なんて素す敵てきなんだろう。

　グロッキー状態の僕とは対たい照しよう的てきに、サクヤは楽しげだった。小こ鼻ばながぴくぴく動いてる。初めての絶叫マシーンを気に入ったようだ。

「すごいな！　これはすごく面白いものだ！」

　大きな身み振ぶり手振りを交まじえつつ、サクヤは感動してる。ちょっぴり頰ほおを紅こう潮ちようさせて、僕のシャツの袖そでを引ひっ張ぱった。

「よしっ！　もう一回乗ろうっ！」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　さすがに連続はキツイ！　別のにしようよ！」

　テキトーにアトラクションを指さした。そこにあったのは《お化ばけ屋や敷しき》。絶叫系けい以外だったらなんでもいいや。

　お化け屋敷がどんなものか知らなかったのか、一いつ瞬しゆんだけキョトンとしていたけれど、

「わかった。行こうっ！」

　袖を引っ張ったままサクヤは歩き出した。

　園長さんにギミックのスイッチを入れてもらって、お化け屋敷へと入る。

　結けつ論ろんから言えば、今度は立たち場ばが逆ぎやく転てんした。

「きゃあっ！　きゃあああああっ!?　なんだコレはっ！　ヘンなものが出てくるぞ！」

「お化け屋敷ってのは、そういうものなんだよ。天使と戦ってるんだから怖こわくないだろ」

「それとこれとは話が違うっ！　天使は見み慣なれてるし、幼おさない頃から天使を殺すためだけに訓くん練れんされたから怖くないっ！　でも、こんな恐おそろしい怪かい物ぶつは見たことがないんだっ！　それに、ここは暗いしっ！　不ぶ気き味みだしっ！　ヒソカっ、手を放はなしたら怒おこるからなっ！　ギュッとしてろっ！」

「……サクヤ、こういうの苦手なんだな」

「うるさいっ！　……きゃっ！　んもうっ、コイツ！　突とつ然ぜん出てくるなんて卑ひ怯きようだ！」

「って、コラ！　剣を抜くな！　お化け屋敷を壊こわしたらダメだってっ！」

　とまあ、そんな感じで。

　僕たちは苦手なものに絶叫しつつも、はしゃぎまくった。

　特にサクヤは、普ふ段だんからは想像もつかないぐらいに陽よう気きで明るかった。珍めずらしく声をあげて笑うサクヤに釣つられて僕も笑ってしまう。

　すごく楽しくて。

　びっくりするほど幸しあわせで。

　意味不明なくらいに愉ゆ快かいで。

　はしゃいで、騒さわいで、手を叩たたいて。

　笑って、笑って、笑いまくったんだ。

　胸むねのどこかで微かすかな痛いたみを感じながら──
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　人のココロを壊す最もつとも簡かん単たんな方法は、相手の信じているものを破は壊かいすることだ。

　程てい度どの差こそあれ、人は基き準じゆんとなる《なにか》を信じることで自じ我がを確かく立りつしている。そんな心理的な拠より所どころを失うしなうと、人のココロはとても脆もろくなってしまう。

　夕日に染そまった部屋で、きつく唇くちびるを嚙かんだ。

　僕にすがることで、来夏は辛かろうじて平へい静せいを保たもっている。それなのに僕こそが家族を失った原因だと知ったら……コイツは壊れてしまうかもしれない。そんなの、ダメだ。オメガだって認みとめるわけにはいかないよ。

「ねえ、ひーちゃん。そうなんでしょ？」

　来らい夏かは確かく信しんに満ちた視線で僕を射い貫ぬき続けていた。お願いだから誤ご魔ま化かさないでって表ひよう情じようで訴うつたえている。

　口先だけが僕の武ぶ器きだったはずなのに、なにも言えなかった。どんな言葉を発しても、来夏を傷きずつけてしまいそうで。

　沈ちん黙もくが僕たちの間に降ふり積つもっていく。

　その静けさが、なによりも雄ゆう弁べんに真実を語ってしまっていた。

「やっぱり、本当のことだったんだね」

　全すべてを理解したように、大きく頷うなずく。

「…………」

　もはや誤魔化しは無意味ってことか……。これ以上はぐらかそうとしたら、彼女の傷を深くしてしまうかもしれない。

「……どうやって、それを知ったんだ？」

　オメガであることを消極的に認めた僕の問いに、来夏は平へい然ぜんと答える。

「目が覚さめたら、知っていたんだよ。それが、当然のことみたいに。よく知ってるゲームの遊び方みたいな感じで、私は知っていたの」

　それって、僕がオメガだと知ったときと同じ状じよう況きようじゃないか。そんなことができるのは僕をオメガに選んだ《神》と……恐おそらくアダムだけ。あのサド野や郎ろうが、来夏に全部バラしたのか？　でも、なんでそんなこと……？

「ねえ、ひーちゃんっ！」

　来夏はぴょんと立ち上がった。綺き麗れいな笑えみを向けてくる。いつもながらのヒマワリみたいな弾はじけるような笑顔を。

　彼女は僕の目の前で、手のひらを開いて見せた。指ゆび輪わが二つ載のっている。プラスティックでできたオモチャのリングだ。

「その指輪……」

「ちっちゃい頃に二人で買ったヤツだよ。これで二人で《結けつ婚こん式しき》したよね？」

　僕と来夏の秘ひ密みつ基き地ちで《こんいんとどけ》を書いて、指輪を交こう換かんして、幼おさななじみの頰ほおに不ぶ器き用ようなキスをして──結婚式の真似まね事ごとをした。セカイは永遠に平和で、未来は無む限げんで、正せい義ぎのヒーローにだってなれると信じていた、幼い頃の出で来き事ごと。

　この指輪は秘密基地と一緒に天使に回収されてしまったと思っていたんだけど、《裏クリスマス》の時に来夏が見つけてくれたんだよな。

　照れくさそうに頰を染め、来夏は続ける。

「プレゼントした時は受け取ってもらえなかったけど……今度こそ受け取ってよねっ」

　僕の手をとって、ピンク色の指輪を握にぎらせてくる。来夏は彼女の手に残ったブルーのリングを見つめた。

「えへへ…指輪の交換、しようよ」

「……指輪の交換？　どうしてそんなこと？」

　彼女のリアクションに戸と惑まどってしまう。

　どうして、きみは笑ってるんだ？

　僕は世界を滅ほろぼしてるのに……

　きみの家族が死んだのは、僕のせいなのに……

「誓ちかって欲しいの。あのときと同じように」

　幼なじみは、古びた紙片を取り出した。

《こんいんとどけ》

　二人が秘密基地にしていた放ほう置ちされた土ど管かんの中に隠かくされていたものだ。

「……捨すてたんじゃなかったのか」

「捨てるワケないじゃんっ！　二人の大だい事じな記き念ねんだもんっ！」

《こんいんとどけ》には、たどたどしい鉛えん筆ぴつの文字で、こんな一いち文ぶんが書かれている。

《わたしたちはしょうらいけっこんします》

「コレ書いたとき、ひーちゃんはすっごく照れながら……誓ってくれたよね？　ずっと私と一緒にいてくれるって。私を守り続けてくれるって。そんな風に誓いながら、ほっぺにキスをしてくれたんだ」

　来夏は穏おだやかな笑顔を浮かべたまま、僕を真まっ直すぐに見つめてくる。

「ねえ、ひーちゃん。あのときと同じように、もう一度、約やく束そくして欲しい。私とずっと一緒にいてくれるって……」

　彼女の瞳ひとみには、恐きよう怖ふも嫌けん悪おも憎ぞう悪おもなかった。ただ、深い愛情だけを感じた。

　どうして、そんな瞳ができるんだよ？

　僕がオメガであると知った人の反応は、今まで二種類しかなかった。

　母のように恐怖に震ふるえて僕を拒きよ絶ぜつするか、〝あの人〟やサクヤのように殺そうと近づいてくるか。

　オメガと知ってもなお一緒にいたいなんて、言われたことがなかったのに……

　動どう揺ようを引きずったまま、首を横に振ふる。

「僕は、きみと付き合ってる。だから、できるだけ近くにいてあげたいって思ってるよ。でも……ずっと一緒にはいられない。いつかは、死ぬつもりだ」

「そんなの、ダメ。お願いだから、死ぬなんて言わないで」

「来夏、わかってないのか？　僕が生きているだけで世界が滅びるんだよ」

「わかってる。わかってて言ってるんだよ。世界を救うためだとしても、死のうなんて思ったりしないで」

「みんなが苦しんでもいいって言うのか？」

「ひーちゃんが死ななきゃ平和にならないなんて……おかしいよ。世界の方が間ま違ちがってる。そんなルールに従したがう必要なんてない。こんな世界なら、私はいらないよ。だから、ね？　ひーちゃん……」

　聖せい母ぼのような穏やかな表情で、来夏は手の中のブルーの指輪を掲かかげた。

「世界で最後の二人になろうよ」

　気が付けば、僕は──ピンク色の指輪を壊れそうなくらいに握りしめていた。

「いいや……きみはわかってない……。なんにもわかってねえよッ！」

　来夏の肩かたを摑つかみ、睨にらみ付ける。

「僕にとって《生きる》ってのは、簡かん単たんなことじゃないんだ！」

　さっきまで来夏を傷つけるのが怖くて震えてたのに、思わず怒ど鳴なり声をあげてしまう。

「僕のせいでみんなが死ぬんだよ！　それがどんなに苦しいかわかんないだろ!?　死んだ方が楽だって気持ち理解できないだろ!?」

　来夏は僕の言葉にも動じなかった。そんな彼女のようすが怒いかりを加速させる。

「なあ、来夏、本当に気き付づいてんのか？　きみの母さんが死んだのは僕のせいなんだよ。それだけじゃない、きみの家族も、クラスメイトも、みんなみんな……僕が生きているから死んでいく」

　言っちゃダメだってわかっているのに。

　来夏が苦しんでるって知ってるのに。

　恋人を支えようって誓ったはずなのに。

　理り解かい不ふ能のうで意い味み不ふ明めいな怒りに背中を押されて、残ざん酷こくな言葉で来夏に斬きりつけた。

「きみを苦しめている元げん凶きようは、この僕だ」

　しかし、彼女は微笑ほほえみを絶たやさなかった。

「それでも、私は──」

　全すべてを包つつみ込むような笑顔をたたえて、

　オメガである僕を受け入れたんだ。

「──ひーちゃんと一緒にいたいよ」

「まだわかんないのかよ!?」

　発ほつ作さ的に机つくえに隠していた拳銃を引き抜いた。

「僕はバケモノなんだ！　この世界を滅ぼす不ふ死じ身みの怪かい物ぶつなんだよッ！」

　ガバメントを自分のこめかみに突きつけ、

「これでも一緒にいたいって言えるのか？」

　ドンッ──引ひき金がねを絞しぼった。




　　　　[image: ]




　世界が赤く染まっていた。

　美しい夕日が街まちを照らしてる。ゆっくりと昇のぼっていく観かん覧らん車しやのゴンドラにも夕ゆう紅べにが差し込んで、僕の隣となりで窓の外を眺ながめて笑っているサクヤの姿すがたも鮮あざやかなオレンジ色だ。

「ここから私たちの街が見える？」

「ちょっと遠いけど見えると思うよ」

《私たちの街》という表現をちょっと嬉うれしく感じながら、西側を指さす。山を越こえた向こう側に壊こわれ果てた市し街がい地ちが垣かい間ま見えた。

「ヒソカの家はどこだろう？」

「それはさすがにわかんないって。あ、でも、あの煙えん突とつは……」

「銭せん湯とうの煙突だな。あそこが私の住んでいるアパートなのねっ！　ということは……あった！　私たちの高校も見えた！」

「え、どこに？　僕にはゼンゼン見えないよ」

「ふんっ。鍛きたえ方かたが違うっ！」

　ゴンドラがさらにあがっていく。

　しばらくの間、知っている建たて物ものを見つけては、サクヤは浮うき立つような声ではしゃいでいたけれど……ふいに窓の外を眺ながめたまま満まん足ぞくげな息いきを吐ついた。

「《ゆうえんち》で遊んだのは初めてだったけど、面おも白しろいところね」

「そうだね。作ってきてくれたお弁当は、やっぱりちょっとアレだったけど。まさかプリン尽づくし弁当とはね……」

「うるさいっ。好こう物ぶつばかりを入れておけば失敗はないと思ったんだっ」

「冗じよう談だんだよ。思ったよりも美味おいしかった」

「だったら、初めから素す直なおにそう言って！」

　サクヤは拳こぶしを振り上げて僕の方を睨にらんだ。

　しかし、目が合った途と端たん──僕たちはなぜだか噴ふき出してしまう。

「ヒソカ。今日はでーとに付き合ってくれてありがとう。すごくすごく楽しかった」

「そんな、お礼なんて言わなくても……」

　サクヤは首を横に振る。

「本当はイヤだったんでしょう？　おまえは最近、口をきいてもくれなかった。私をずっと避さけるようにしていたから……」

　無表情に戻って、彼女は淡たん々たんと続ける。

「だから、《最後のでーと》をして欲しいって言ったの。そうやってお願いすれば、きっとヒソカは従したがってくれると思ったから」

　観覧車が頂ちよう上じように近づいていく。

「私は、恋がどんなものか知らなかった」

　自分の膝ひざを見つめながら、サクヤは冷たい口調で言葉を紡つむぐ。

「高たか天まが原はら師し匠しようは《恋は素す晴ばらしいものだ》と言っていた。街で出で逢あった少年に恋をした訓くん練れん所じよ時代の戦友は、《好きな人に逢いたくて堪たまらない》って言っていた。ヒソカは、恋をすると《世界が書かき換かえられたような気分になる》って言っていた。そんな言葉が理解できなかったけど……」

　サクヤはゆっくりと顔をあげた。

　僕を真まっ直すぐに見つめる。

「全部、真実だったんだな」

　ワンピースの胸むな元もとをそっと指ゆびさして、

「おまえを想おもうと、胸がきぅっとする。ヒソカの姿すがたを見かけただけで嬉うれしくなる。その手に触ふれたくなる。声が聞きたくなる。逢えないときは、おまえのことばかり考えてしまう。私は世界を救うために作られたのに……、オメガを殺すために生きてきたのに……」

　太陽が遥はるか彼方かなたの水平線へと沈しずんでいこうとしていた。刻こく一いつ刻こくと鮮あざやかさを増ましていく夕日に照らされながら、

「私は、ヒソカに恋をしている」

　サクヤは冷たい声で呟つぶやいた。

「だけど──これは《いらない恋》だ」

　全すべてを諦あきらめてしまったみたいに、夕焼けに照らされた顔は冷たい無表情をしていた。

　サクヤの言葉が痛かった。諦めきったような表情がなにより辛つらかった。

　ねえ、サクヤ。そんな顔、しないでくれよ。

《いらない恋》だなんて言わないでよ……

　僕たちは、相そう思し相そう愛あいになっているのに……

「今日は、ありがとう。ヒソカ」

　サクヤは小さく笑った。

　出逢った頃の対天使兵器ルシフエリオンからは考えられない、微かな、でも確かな、微笑み。

「これできっと諦められる。おまえへの想いを捨すてられると思う」

「…………」

　観覧車のゴンドラが頂上へと着いた。

　周まわりのゴンドラも見えなくなって、オレンジ色の空だけが僕たちを包む。

　このゴンドラが一いつ周しゆうしてしまえば、僕たちの《最後のデート》は終わる。

　地上へ降りたら、サクヤは僕への想いを捨ててしまうんだ……

　そう考えたら、儚はかなげな対天使兵器ルシフエリオンの笑顔から目が離はなせなくなってしまった。

　もうカサブタすら残っていないのに、サクヤに付けられた小さな胸の傷が痛む。

　幻まぼろしの痛みに背中を押おされるようにして、

「僕の方こそ……ありがとう。今日は一日、本当に楽しかったよ」

　これが《最後のデート》だから──ココロの中で呪じゆ文もんのように繰くり返しながら、

「覚おぼえてる？　最初のデートの時、感かん謝しやの気持ちを表わすためだからって、きみは……」

　そっと、サクヤに近づいた。

「今日が、最後のデートだから──」

　目ま映ばゆい夕日に包まれたまま、

「──僕からの感謝の気持ちだよ」

　サクヤの額ひたいに、唇くちびるを寄よせた。
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　世界が赤く染そまっていた。

　夕日に染まった僕の部屋。大きく抉えぐれた右側そく頭とう部ぶからは、血けつ液えきと脳のう漿しようが飛とび散ちっていた。血ち溜だまりの中に僕は倒たおれ込こんでいる。

　頭を撃うち抜ぬいたせいで視し界かいがぼやけていた。すぐそばにあった来夏の顔は、磨すりガラスを通とおしたように見える。

　ほどなく癒いやしの力を持つ光の粒つぶが噴ふき出し始める。顔の半分がグチャグチャになった状態で恋人に顔を向けた。

　来夏……わかったろ？　僕は、これでも死ねないバケモノなんだよ……

　しかし、霞かすんでいた視し力りよくが元に戻って、絶ぜつ句くしてしまう。

「ひーちゃん……気き付づいたんだね……」

　グチャグチャになった僕の頭を胸むねに埋うずめるようにして、来夏は僕を抱だきしめていたんだ。返り血で両手が真まっ赤かに染まってる。

　子どもを叱しかる母親みたいな口く調ちようで、

「そんなことしちゃ、ダメだよ。自分をあんまり傷きずつけないで？」

　金色の光の粒が噴き出す頭の傷口を、来夏は指先でいたわるようにそっと触ふれた。

「痛いよね……？　私が代わってあげられたらよかったのに……」

　恋人の鼓こ動どうがすぐそばで聞こえる。来夏の体温が僕を包つつんでる。幼おさななじみは泣なきそうなくらいに温あたたかかった。

「来夏……」

　その温ぬくもりに《僕》という存そん在ざいが揺ゆらぐ。

《死》という名の存在理由が揺らぐ。

「きみのことがわかんないよ……」

「え……？」

「どうして……どうしてきみは…………？」

　そこで、気付いた。

　突然にわき上がった怒りの理由に。

　口でなんと言おうと、来夏にはオメガである僕を受け入れられるはずがない。

　僕自身ですら受け入れられなかったんだ。

　普通の女の子である来夏に、この僕を受け入れられるはずがないじゃないか。

「きみは……怖くないのか？　頭が半分吹ふっ飛とんでも死ねないバケモノなのに……。世界を滅ほろぼす怪かい物ぶつなのに……怖く、ないのか？」

　サクヤも〝あの人〟も、僕を殺すためにやって来た。だからこそ、彼女たちと向き合うことができたんだ。

　だけど、来夏は僕と生きようって言ってる。

　最後の二人になろうって言ってる。

　世界の破は滅めつを見るなんて、

　世界で最後の人類になるなんて、

　そんなの、そんなの、そんなの──……

「私は、へーきだよ」

　気持ちの悪い音を立てながら、傷口が再さい生せいされていく。おぞましい光こう景けいを真まっ直すぐに見つめて、恋人は優しく微笑ほほえんだ。

「ひーちゃんは、ひーちゃんだもん。どんな存在だって構かまわないよ」

　どうして……耐たえられるんだ？

　どうして、微笑んでいるんだ？

　どうして、こんな僕を抱きしめるんだ？

「どうして、そんなこと言えるんだよ……？」

　来夏の答えは、あまりにも簡かん単たんだった。










「ひーちゃんが、好きだから」










　好きだから──ただ、それだけで。

　世界を犠ぎ牲せいにしてもいいって思ってるんだ。家族を失った元げん凶きようであるこの僕を受け入れようとしている。

「お願いだから、死ぬなんて言わないで……。自分のことを、そんなに嫌きらいにならないで……。ひーちゃんは、なにも悪くない。悪いのは、この世界の方なんだからね」

　ああ、そうだ。昔むかし、来夏に同じことを言われた。中学生の頃、来夏を犯おかすことで傷つけようとしたことがあったんだ。

　でも来夏は、見み捨すてなかった。

《自分のことを、そんなに嫌いにならないで》

　最低な僕を受け入れて、救おうとしてくれた。

　あの頃から、ずっと、ずっと、こんな僕を好きでいてくれているんだ。

「ごめん……ごめんね、来夏……」

　頭が吹っ飛んでいるせいか、手がうまく動かなかった。もがくようにして腕うでを動かし、来夏の身体からだを抱きしめ返す。

「……大好きだよ、ひーちゃん」

　ボロボロになっている僕に、そっと顔を近づけて、来夏は唇くちびるを押おし当ててきた。

　血の味がする懸けん命めいのキス。

　触れ合った唇から感じる温かさを、

　確かに、守りたいと感じた。

　この気持ちを別の言葉に言いい換かえるならば──たぶん、《愛》だ。
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　微かすかに揺ゆれるゴンドラの中、サクヤの額ひたいに唇を押し当てる。鼻先に彼女の甘あまいような匂においを感じながら──思った。

　初めから、わかっていたんだ。

《最後》だから──そんな言いい訳わけをしたってサクヤとデートなんかしちゃいけないって。

　これが《最後のデート》だとしても、サクヤにキスなんかしちゃいけないって。

　それでもガマンができなかった。

　彼女と一いつ緒しよにいたかった。サクヤに触れたかった。その声を聞きたかった。できることならば、抱きしめて、キスをして、好きだって叫さけびたかった。

　僕は、サクヤが好きなんだ。

　どうしようもないくらいに、

　僕は、サクヤに恋をしている。

「…………」

　だけど──ゆっくりと唇を離はなす。

　サクヤの温もりが消えると同時に、脳のう裏りに来夏の笑顔がよぎった。出で掛かける時「早く帰って来てねっ」と笑って送り出してくれた恋人を想い出す。罪ざい悪あく感かんが致ち死し性せいの毒どくみたいに胸の中に広がった。心しん臓ぞうを抉えぐり出して、握にぎり潰つぶしたくなるような衝しよう動どうに駆かられる。

《オメガでもいいから一緒にいたい》

　来夏は、そこまで言ってくれたのに。

　幼おさななじみの想いに報むくいたいって、ココロの底から感じたはずなのに。

　それでもなお、サクヤへの恋心を消すことができないなんて……

「な、なにをするっ!?　そういうことはしないでって言ったでしょう!?」

　我われに返ったようにサクヤは叫んだ。袖そで口ぐちでキスされた額をゴシゴシとこする。

「ヒソカを好きな気持ちを殺そうとしてるのに！　これが《最後のでーと》なのに！」

　冷たい無表情だった顔が苦くるしげに歪ゆがんだ。

「ちゅ…ちゅーなんかされたら、また嬉うれしくなっちゃうじゃないかっ！　幸しあわせだった頃のこと、想い出しちゃうじゃないかっ！」

　サクヤの黒こく瞳どうに涙なみだの雫しずくが浮かんでいった。

「ただでさえ苦しいのに……っ。ヒソカとの《想い出》がキラキラ輝かがやいて、胸むねに突き刺さってくるのに……っ」

　僕とサクヤにはたくさんの想い出がある。

　一緒にデートしたこと。

　懸けん命めいに街を守り続けてきたこと。

　学園祭でフォークダンスをしたこと。

　二人の想い出を刻きざむことこそが恋をすることだって思ったから、僕たちは数え切れないぐらいの想い出を作った。

　はじまりは契けい約やく尽ずくの《偽いつわりの恋》だったのに、二人で作った幸せな想い出が、僕たちの恋を真実に変えてしまったんだ。

「胸が痛くて、たまらないのに……っ」

　恋が終わるとき。

　幸せの記き憶おくは、鋭するどいトゲとなって胸に突き刺さる。

　泣いたら負けだと思っているみたいに、サクヤはギュッと拳こぶしを握りしめた。

「そんなことされたら……おまえを諦あきらめられないじゃないか……っ！」

　だけど、堪こらえきれず涙が零こぼれ落ちた。

「ヒソカの……バカっ……。おまえなんか、大っ嫌いだ……！」

　僕を睨にらみ付ける瞳ひとみから続けざまに大おお粒つぶの涙が流れ、拳の上で弾はじける。

　泣き顔を隠かくそうとするみたいに、対天使兵器ルシフエリオンはうつむいた。白いスカートに涙の雫が切せつない跡あとを残す。

「ごめんね、サクヤ……」

　サクヤに触れてしまった唇を罰ばつするみたいに、血が出そうなほど強く嚙かみしめた。

　声を抑おさえて泣くサクヤと、慰なぐさめの言葉すら掛かけられない僕を乗せて、残ざん酷こくに観かん覧らん車しやは動き続ける。

　運命の歯は車ぐるまを止められないように、僕たちを否いや応おうなく現実へと引きずり降ろした。

　ゴンドラを降りるとき、消え入りそうな声でサクヤは呟つぶやく。

「これで最後なんて……やだ……」

　その言葉はまるで、僕の気持ちを代だい弁べんしているようにも聞こえた。
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　僕は、来夏を愛している。
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　僕は、サクヤに恋している。
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　どこで、選せん択たくを誤あやまってしまったのだろう。

　僕のなにがいけなかったのだろう。

　気が付けば、僕のココロには二人の少女が住み着いていた。

　愛と恋。生と死。来夏とサクヤ。幼なじみと対天使兵器ルシフエリオン。愛することと、殺すこと。

　二つの想いが螺ら旋せんのように絡からまりあって、僕のココロを狂くるおしいほどに締しめ上げていく。

　０か１か。ＹＥＳかＮＯか──恋れん愛あいの結けつ末まつはいつだって単純なはずなのに、

　僕には、どんな答えすらも出せなくなっていたんだ……
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「一人じゃ眠ねむれないから……」

　夜。僕の家。僕の部屋。

　妹の部屋を使っている来夏は躊躇ためらいがちにドアを開いた。僕のベッドに潜もぐり込こんでくる。

　僕の隣となりに横たわった来夏の華きや奢しやな肩かたは、可哀かわい想そうなくらいに震ふるえていた。

　昼間はニコニコ笑っているけれど、家族を失うしなった悲しみや苦しみが消えてしまったわけじゃない。まるで再燃現象フラツシユバツクみたいに、ふとした瞬しゆん間かんに孤こ独どく感かんや罪ざい悪あく感かんが蘇よみがえって、幼おさななじみを責せめ苛さいなんでいるんだ。

「怖こわいよ……。すごく、怖い……」

　今にも零れ落ちそうなくらいに、瞳ひとみに涙なみだの粒つぶが浮かんでいる。

　来夏の泣き顔は見たくなかったから、

「大だい丈じよう夫ぶだよ……」

　涙を指先で拭ぬぐい、ショートカットの柔やわらかな髪かみを優しく撫なでてあげた。

「……僕が、いるから」

「ひーちゃん……」

　躊躇いがちに来夏は、僕の手に指を絡からめてきた。小さな手のひらを、ぎゅっと握にぎり返してあげる。

「ずっと、こうしていてね……？」

「ああ」

　僕の返事を聞いて安心したように、来夏は瞳を閉とじた。

　ほどなく可愛かわいらしい寝ね息いきが聞こえてくる。

　来夏の寝顔はとても安らかだった。

　世界滅亡カーテンコールなんて起こっていないかのような、とても幸しあわせそうな表情。

　秋の夜空には美しい月が輝かがやいている。鮮あざやかな月明かりが窓から忍しのび込んできた。

　月光に照らされた恋人の寝顔を、穏おだやかな気分で眺ながめていたら──ぞくり、と。

　背せ筋すじに悪お寒かんが走った。続けて感じる吐はき気けや目眩めまい。これは《違い和わ感かん》。天使が出現する予よ兆ちようだ。

　迷まよった末すえに──僕は、握りあっていた手を、そっと解ほどいた。

　来夏を起こさないように気をつけながらベッドから降おり、速そつ攻こうで服を着き替がえた。

「ん……ぅ……」

　安らかな表情で眠っていた来夏が、むずかるみたいに眉まゆを顰しかめる。

　微かすかな胸の痛みを感じながら、

「これは街を守るためだからさ。ごめんな、来夏……」

　言いい訳わけがましいセリフを小さな声で呟いて、僕は部屋を飛び出した。







　自転車で駆けつけた時には、既すでに戦闘が終わっていた。

　近きん所じよの小学校。校庭。体育館のすぐ近く。

　避ひ難なん所じよに指定されていない学校のせいか、人ひと影かげは全まつたくなかった。ただ、戦せん闘とう服ふく姿すがたのサクヤが、大たい剣けんを手に佇たたずんでいる。

　対天使兵器ルシフエリオンの周囲には燐りん光こうが舞まっていた。あれはきっと、天使を殺した時に発生する光の粒つぶだ。戦闘が終わった直後、ということなのだろう。

　激はげしい戦いを物もの語がたるように、蛇じや口ぐちのついた災さい害がい時じ用ようの給きゆう水すいタンクを斬きり裂さかれていた。水が溢あふれ、グラウンドに広がっている。

「大だい丈じよう夫ぶか、サクヤ？」

　サクヤに駆かけ寄よりながら声を掛かけたけれど、返事を聞く前に大丈夫じゃないってわかった。彼女の足あし首くびの辺あたりに裂れつ傷しようができている。天使の攻こう撃げきを受けてしまったのだろう。

　足の傷きずには見向きもしないで、サクヤは口を開いた。

「どうして、ヒソカがココへ……？」

「それは……天使が来る気け配はいを感じたからさ。街が壊こわされるのは放ほうっておけないよ」

「そうか……」

　サクヤはちょっぴり残ざん念ねんそうな声で呟つぶやいた。

　彼女の手を摑つかんで、給水タンクの方へ引ひっ張ぱっていく。

「……なにをする？」

「傷の手て当あてをしよう。そのままじゃマズイだろ？」

「い、いや……そんなことしなくていい。これぐらいかすり傷だ。一人でできる」

「いいから」

　タンクに残った水で傷口を洗あらってあげた。

「……ぅくっ」

「染しみる？」

「……平気。ちっとも痛くない」

　そんな風に答えたけれど、本当は痛むのだろう。サクヤは眉まゆを顰しかめている。

　かすり傷だと言ったけど、長さにして五センチほども切り裂かれていた。大きな傷だ。

　対天使兵器ルシフエリオンだから身体からだが強化されてるらしく、傷の治なおりも早いって言ってた。でも、女の子の身体からだなんだ。跡あとが残らなきゃいいけどな……

　傷口を綺き麗れいにして、今度はサクヤを体育館の方へと連れて行った。コンクリート製の階かい段だんに座すわらせる。

　戸と惑まどったままのサクヤの足あし下もとに跪ひざまずいて、

「応おう急きゆう処しよ置ちしかできないけど、なにもしないよりはマシだと思うから」

　着ていたシャツを細く引ひき裂さき、即そく席せきの包ほう帯たいを作った。サクヤの細い足首に手を添そえて、止し血けつのつもりで強めに布ぬのを巻き付けていく。

　冴さえ冴ざえとした月明かりの下もと、両手を胸元で組み合わせて、サクヤは手当てをする僕を見み下おろしていた。頰ほおは仄ほのかに赤く染そまり、唇くちびるは微かすかに震ふるえてる。瞳ひとみは、ちょっぴり潤うるんでいるようにも見えた。

「ひ、ヒソカ……」

　悲しげな声で、対天使兵器ルシフエリオンは僕の名を呼ぶ。

「おまえとは、もう、《最後のでーと》をしたんだ。だから、もう、私のことは──……」

「あのさ、サクヤ」

　彼女の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。作り笑いの仮か面めんで恋心を必ひつ死しに隠かくして、言葉を続ける。

「僕は……来夏と付き合ってる」

「…………」

「だから、アイツのためにも、この街は平和であって欲しいんだ。ただでさえボロボロだから、これ以上壊されたら住めなくなっちゃうしね」

　シャツの包帯を巻き終えた僕は、立ち上がった。階段に腰掛けているサクヤを、真まっ直すぐに見つめて、

「僕たちは《最後のデート》をした。世界を救うための恋をする《契けい約やく》は、一ひと区く切ぎりがついたと思う。だから……」

　彼女に向けて、手を伸のばした。

「今度は、二人で友とも達だちとして街を守らないか？」

「トモダチ？」

「うん。きみに提てい案あんされたときは、一度は断ことわっちゃったけどさ。《最後のデート》を終えた今なら、新しい《契約》ができると思うんだ。……どうかな？」

　胸の前で手を組み合わせたまま、サクヤは呆ぼう然ぜんと僕を見み上あげていた。

「これからも、おまえと一緒に街を守れるの……？」

「うん」

「昔むかしと同じように、大切なものを守るために、二人で戦えるの……？」

「……うん」

　幾いく度ども幾度も逡しゆん巡じゆんした後で、

「わ…わかった。おまえとトモダチになる」

　サクヤは震える手を伸ばしてきた。僕の手を躊躇ためらいがちに摑つかむ。

「この街を守るためだから、仕し方かたがないっ。これは仕方がないことだっ」

　強がるみたいにそう付け加えたサクヤの頰ほおは真まっ赤かに染まっていた。嬉うれしくて泣いてしまいそうなのを懸けん命めいに堪こらえているみたいに、唇をぐっと引き結ぶ。

　胸に込み上げる愛いとおしさを、必死に作り笑いで塗ぬりつぶして、

「これからもよろしくね、サクヤ」

　僕は、対天使兵器ルシフエリオンの手を強く握り返した。




　こんな《契約》を交かわしても、誰だれも幸せになんてなれない。

　ココロのどこかで、気き付づいていたのに。





【卒業まで　残り１４６日】



















10月24日（土）

　見え透いた悲劇

　　──それでも僕は《保留》する──















「トモダチは手を繫つないでも構かまわないの？」

「手を繫ぐくらいなら、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「口くち付づけをすることは……？」

「キスは……ダメじゃないかな。友達の範はん疇ちゆうを超こえてるよ」

「では、《好き》でいることは？　恋こいする気持ちを隠かくして、トモダチでいることは？」

「それは……」




　それは、友達と呼べるのだろうか？




　　　　[image: ]




　一〇月一九日。五時限目。学校の近所。

　ジャージを着ている僕ぼくと来らい夏かは、大きなゴミ袋ぶくろを片かた手てに校外を歩いていた。

「うーん、手て頃ごろな大きさのゴミなんて、あんまり見つからないねえ。大きな瓦が礫れきとかはいっぱいあるのに」

　僕と腕うでを組んだまま、来夏はキョロキョロと辺あたりを見み回まわす。

　学校近くの住じゆう宅たく街がいは天使の群むれの襲しゆう撃げきを受けて無む惨ざんに壊こわれ果てていた。家々の多くは《回かい収しゆう》され、なにもない空あき地ちになっている。

　しかし、中には破は壊かいされたのに回収されなかった家もあった。道路にまではみ出すほどに、瓦礫が散さん乱らんしている。

　で。

　今日きようの五時限目、うちのクラスは清せい掃そう活かつ動どうに駆かり出されることとなったんだ。重じゆう機きでは片づけられない小さなゴミを集めて回るのが僕たちに与あたえられた使命。遅おそい二学期が始まって以来、体育の授業は学外活動に変わっていた。

「大おお崎さきィィィ！　どちらが早くゴミを集めるか勝負だぁ！　負けたらパンおごれ！」

「悪いが負けないぞ、猿さ渡わたりィ！　カノジョ持ちのヤツに負けるわけにはいかねえ！」

　後ろの方から、クラスメイトの猿渡三さん聖せいたちが騒さわいでるのが聞こえてくる。壊れた街まち並なみには似につかわしくない、場ば違ちがいなほどに元気な声だ。

「見よ！　究きゆう極きよく奥おう義ぎ☆千せん手じゆ観かん音のん！　ＵＲＹＹＹＹＹＹＹ[image: !!!]」

「なんの！　スカイラブ・ツイン・ゴミ拾ひろい！　デぃヤァァ[image: !!!!]」

　きみらは小学生か、とかツッコミたくなるけど。ま、なんつーか、元気なのはいいことだよな。暗くなりがちなクラスの雰ふん囲い気きが、猿渡たちのおかげで明るくなってるしさ。

「あはは、負けてらんないねっ」

　僕の腕をぐいぐい引ひっ張ぱり、抉えぐれてボロボロのアスファルトの上をスキップしつつ、来夏が笑いかけてきた。

「もっとあっちの方、行ってみようよっ。いっぱいゴミがあるかもしんないしっ！　袋いっぱいにしたら、後は自習って言ってたから、早く終わらせちゃお！」

「あのさ……早く終わらせたいんだったら、コレどうにかした方がいいんじゃないか？」

　来夏が抱だきついている方の腕を軽く上げてみせる。

「コレって？」

「いや、だからさ、いつまで腕組んでるつもりだよ。ゴミ拾いづらいだろ」

「だって、ひーちゃんにくっついていたいんだもーん♡」

　満まん面めんの笑えみを浮うかべて、来夏はさらに僕の腕を抱きしめてくる。

　幼おさななじみは胸むねがやたらと大きい。最近は食しよく糧りよう事じ情じようも悪化していて、体重が少し落ちたみたいだけど、それでも胸は成長してるらしい。体たい操そう服ふくの胸元が大きく隆りゆう起きしていて、はち切れそうなほどだ。

　だから、こんな風にギュッとされると、腕が胸にめり込んでしまうわけで。体操服の柔やわらかな布ぬの地じ越ごしに柔らかな感かん触しよくを感じて、妙みような気分になってしまう。

「えへへー」来夏は笑いながら僕の肩かた口ぐちに頰ほおずりしてきた。

「こらこら、くっつきすぎだってば」

　僕は小さく肩を竦すくめて、来夏の頭を軽く押おし返す。

「つーかさ、最近ベタベタしすぎじゃないか？　クラスメイトがいる前でも、腕組んでくるし。今日の昼休みだって……」

　昼休みのことを思い返した──







「…ったく、あの二人には困こまったもんだよね」

　桜さくらヶが丘おか高校。昼休み。うちのクラス。

　壊れ果てた街の風景が広がる教室の窓まど辺べに背をつけて寄りかかっている雪ゆき村むら珊さん瑚ごは、困り果てたようにため息いきを吐ついた。頰は真まっ赤かに染そまっている。

　指先で鼻の頭を搔かきながら、僕は肩を竦めた。

「……同感だよ。恥はずかしいったらないね」

　頰が火ほ照てったように感じる。きっと珊瑚と同じように赤くなっていることだろう。

「ふふーん！　猿渡くんは、そんなもんなの!?　私なんて、これっっっっっっっっくらいだもんねっ！」

　ちっこい身体からだを目め一いつ杯ぱい伸のばすようにして、来夏は大きく手を広げた。

　おおー。二人のようすを眺ながめているクラスメイトたちが、どよめく。

「はっ、甘あまいな、萌ほう月づき！　俺おれのはこれっっっっっっっっっっっっっっっっくらいだ！」

　猿渡も思いっきり腕を広げる。軽けい薄はくが服を着て歩いていると言われるほど軽いこの男子生徒は、一八〇センチ近い身長があった。小こ柄がらな来夏よりも、格かく段だんに腕が長い。広げた手の幅はばは、来夏よりもずっと広かった。

　おおおおー。クラスメイトが、さらにどよめいた。

「むむー！」勝かち誇ほこったように見下ろす猿渡を、来夏は片方の眉まゆを釣つり上げて睨にらんだ。

「私のは、もっともっと大きいもん！」

　だだだだっ──教室の後ろの壁かべまで走っていった来夏は、

「これっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっくらいだよ！」

　だだだだだだだだだっ──教室を一気に縦じゆう断だんし、前にある黒板にタッチする。

「ゆっきーには悪いけど、私たちのがぜ[image: ][image: ][image: ][image: ]ったいラブラブだもんね！」

　そう。来夏と猿渡が競きそっているのは、腕の長さではなくて……愛の大きさ、らしい。

　夏休み、猿渡と珊瑚は、僕たちと同じように交こう際さいをはじめた。

　んで、どちらともなくノロケはじめた猿渡と来夏は、どっちのカップルがよりラブラブかなんてくだらないことで、ケンカをしだしたってわけだ。

「なにおう!?　生なま意い気きなっ！　おい、珊瑚、言ってやれ！」

　猿渡は少年みたいな笑顔を浮うかべて、恋人に親指を立てた。

「俺たちは世界一ラブラブだってな！」

　たはーっとため息を吐いて、珊瑚は額ひたいを手で押さえる。

「ちょっと、サワっち！　恥はずかしいコト言わないでよ！」

「恥ずかしいもんか！　俺たちがラブラブなのは事実だろ!?」

　それを聞いた来夏は、ものすごい勢いきおいで僕の元もとに駆かけ寄よってきた。僕の腕をギュッと抱きしめて、

「私とひーちゃんは、宇宙一ラブラブだもんねー？」

「来夏、きみも恥ずかしいコト言うなよ。頼たのむから」

「んもー、照れなくてもいいのにー♡」

　満面の笑みを浮かべて、僕にしがみついてくる。

　最近は、来夏はずっとこんな調ちよう子しだった。

　必ひつ要よう以上に笑っておどけて。ところ構かまわずベタベタしてくるようになったんだ。教室で抱きついてくるのも日にち常じよう茶さ飯はん事じ。

　来夏が楽しそうにしているのは、僕にとってもいいことのはずなんだけど……

　思わず、視し線せんだけ動かしてサクヤの姿すがたを探さがしてしまう。

「ちょっとー、ノロケすぎだよー？」「教室の環かん境きようが悪くなってる！」「街もボロボロだってのによぅ！」「あー、俺も夏休みの間にカノジョとか作ればよかったー！」

　口々にそんなことを言いながらも、笑顔で来夏たちを眺ながめているクラスメイトたちの輪から離はなれて──サクヤは無む表ひよう情じようのまま、自分の席せきに座すわっていた。

「ふふん、俺たちが如何いかにラブラブか教えてやろう！　なんと、毎朝一いつ緒しよに学校に来ているんだ！」

「そんなの普ふ通つうじゃん？」

「ただ一緒に登校するだけじゃないゼ？」

　クールな仕し草ぐさで、猿渡は前まえ髪がみを搔かき上あげて、

「毎朝、学校に来る途と中ちゆうで……こっそり、ちゅーをしています！」

　うおおおおおおおおおおおおおお！　クラスメイトのどよめきが、教室を揺ゆるがす。

「ちょちょちょっ、サワっち！　言っちゃダメだってば！　バカぁ！」

　赤くなっていた顔を、さらに真まっ赤かに染そめて、珊瑚はハリセンを振ふり回した。恥ずかしさのあまり、瞳ひとみには涙なみだが浮かんでる。

「私なんて、もっとすごいよっ！」

　大きな胸をさらに反そり返かえらせて、来夏は胸を張った。

「ひーちゃんちで、一緒に暮くらしてるんだもんね！」

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお[image: !!!]　今日一番のどよめきが轟とどろいた。

　クラスメイトが驚おどろいたように聞き返してくる。

「おまえたち、同どう棲せいしてんのかよ!?　マジで!?」

「言ってやってよ、ひーちゃん！」

　来夏に促うながされて、仕方なく僕は頷うなずいた。

「……本当だよ。来夏の家が回収されちゃったからね」

　と、サクヤが、一瞬だけこちらに顔を向けた。いつもながらの無表情だったけれど……来夏に抱きつかれてる僕を見て、微かすかに眉まゆを顰ひそめる。居いたたまれなくなったように、足早に教室を出て行ってしまった。

　その後ろ姿から目を離はなすことができなくて、

「私とひーちゃんは、ちょ[image: ][image: ][image: ]ラブラブなんだもーん♡」

　来夏の明るい声とクラスメイトの笑い声が、どこか遠く響ひびいた──







「あんまりクラスメイトの前でベタベタしすぎるのは、どうかと思うよ」

　別に、サクヤに見られたくないから言ってるわけじゃないけど……ココロの中で言いい訳わけっぽく付け加える。

　相変わらず腕を組んだまま、来夏は意外そうな顔をした。

「えー、どうして？　私は誰だれに見られたって平気だよ？　ラブラブなのは事実なんだし」

「でも、ほら、やっぱ、照れくさいだろ」

「ひーちゃんは、私にベタベタされるのイヤかな？　どうしてもイヤだって言うなら、やめるよ。ひーちゃんのイヤがることはしたくないしっ」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべて、来夏は僕を見つめてくる。本当は、人前でイチャイチャするのは好きくなかったけれど、

「どうしてもイヤ…ってワケじゃないけどさ」

　そんな風に答えてしまったのは、ココロのどこかで後ろめたさを感じていたからだろうか。

「えへへ、よかった」さらに僕の腕をギュッと抱きしめて、来夏は歩いていく。クラスメイトからは五〇メートル以上離れてしまっていた。

　と、キョロキョロと辺あたりを見回した幼なじみは、

「ひーちゃん、こっち来てっ！」

　路ろ地じへと僕を引っ張り込んだ。積まれた瓦が礫れきの山と壊こわれかけたブロック塀べいによって、クラスメイトからは死角になっている場所だ。

　僕の身体からだをブロック塀に押しつけるように、来夏は僕の胸にしなだれかかってきた。

　塀に背をつけた状態で、恋人の身体に手を回して受け止める。来夏も僕の腰こしにしがみついてきたから、抱きしめ合うような格かつ好こうになった。

「お、おい、来夏…？」

「ねえ、ひーちゃん……」

　猫ねこがすり寄ってくるみたいに僕の胸に頰ずりした後で、来夏は顔をあげた。ちょっぴり頰を染め、甘い声で囁ささやく。

「ちゅーしようよ」

「な、なに言ってんだよ。今は授業中だろ。みんなも近くにいるしさ」

　猿渡と珊瑚がケンカする声や、クラスメイトの笑い声が遠く聞こえてる。そんな場所で来夏と抱きしめ合うような格好でいることですら、見つかったらマズイのに。キスなんて、できるはずない。

「大だい丈じよう夫ぶだよぅ。ここなら誰だれからも見えないもん」

　甘え声で囁いて、来夏はブロック塀に寄りかかってる僕にさらに身体を預あずけてきた。押しつけられた胸の感触や、女の子らしい甘あまい香りを感じて、不ふ覚かくにもドキッとしてしまう。

「バカ。冗じよう談だんはやめろってば」

　作り笑いを浮かべて、来夏を押しのけようとしたけれど。

「お願いだよ、ひーちゃん……」

　幼なじみは、ちょっぴり悲しそうな瞳をした。

「私たち付き合ってるんだもん。ちゅーするぐらい、へーきでしょう？　……ダメ？」

　ったく……そんな悲しそうな顔をされたら、ダメだなんて言えないだろ。

　周しゆう囲いを気にしつつ、来夏の唇くちびるにそっと唇を重かさねた。一瞬触ふれるだけの、軽い口くち付づけ。

「これでいい？」

「……なんかなー。『これでいい？』なんて、おざなりな感じだよ。もっとちゃんとしたのがいいな」

「ちゃんとしたの…って」

　来夏の唇に塞ふさがれて、最後までセリフを口にすることができなかった。

　僕の首に手を回して、必ひつ死しに背せ伸のびをして、懸けん命めいに唇を押し当ててくる。躊躇ためらいがちに、来夏の舌した先さきが僕の唇に微かすかに触れた。おねだりするみたいに、僕の下唇を小さく吸すう。

　わずかに唇を離して、甘えた声で囁いた。

「いいでしょ……？　ひーちゃん……」

　熱っぽい吐と息いきが僕の頰に掛かかって、ゾクッとしてしまう。

《ちゃんとしたキス》って、そういう意味か……。こんなとこで、そんなこと、するべきじゃないと思うんだけどな……

　頭のどこかではそう思ったけれど、今さら拒こばむこともできなかったから。

　マズイとわかっていながら、来夏の望のぞみに応じることにした。

　キスがしやすいように背の低い来夏に顔を近づけて、目を閉とじて、唇を重ねる。

　僕を誘うみたいに、恋人は小さく口を開いた。僕たちは柔らかな部分を絡からめ合う。

「ん……ふぅ……ぅ……」

　熱い吐と息いきを漏もらしながら、少しでも僕を感じようとするみたいに、たどたどしい舌使いで来夏は応じてきた。

　舌先を吸って、唇を甘あま嚙がみしてあげると、《もっとして》って催さい促そくするように、時とき折おり、僕のナカにも入ってくる。

　身体を支ささえてあげるために、優やさしく背せ筋すじに手を滑すべらせたら、

「ぁぅ……んっ」

　もどかしそうな、それでいて気持ちよさそうな声をあげた。もっと触さわって欲しいみたいに身体をよじらせ、腰こしをくねらせる。

　クラスメイトの声を遠く聞きながら、吐息を絡め合っているのは、ひどく背はい徳とく的てきで……頭の芯しんが痺しびれる。吐息と鼓こ動どうが早まっていく。

　どのくらい、キスを続けていたんだろう。

　どちらからともなく、唇を離はなした。

　口付けの激はげしさを物語るように、唾だ液えきが僕たちの唇に銀色の橋はしを架かける。

「うゎゎ……ごめんね……」

　とろけたように瞳を潤うるませた来夏が、ぼんやりとした表情のままジャージの袖そで口ぐちで、恥ずかしそうに僕の口くち元もとを拭ぬぐってくれた。

「ひーちゃん……ちゅー上じよう手ずだね。頭がぽーっとなっちゃうくらい」

「そんなことないって。普通だよ」

　と、来夏は真っ赤になっている頰ほおをプクッと膨ふくらませた。

「どうやって上手になったのかな～？　私はひーちゃん以外の人とキスなんてしたことないのにっ……。んもう、ひーちゃんは、いっぱい誰かとキスしたんでしょ～？」

「いや、それは、その、えっと……」

「……いいよ。許ゆるしたげる。ひーちゃんのファーストキスの相手は私だしね」

「……え？　そうだっけ？」

　ヤバイ。ゼンゼン覚おぼえてないぞ。忘れたなんて言ったら、チョップされそうな気が……

　しかし、来夏は笑い出した。

「ま、覚えてないのも無む理りないけどね。ちっちゃい頃ころ、一緒にお昼ひる寝ねしてるときに、ちゅっとしちゃっただけだから♡」

「って、僕の寝ね込こみを襲おそったのかよ」

「そうとも言う。その頃から、ひーちゃんのこと大好きだったんだもんっ」

　満面の笑みを浮かべながら、来夏は僕に耳打ちしてくる。

「キスの仕方とか、いっぱい教えてよね」

「ば、バカっ。恥ずかしいこと言うなっ」

「えへへー」顔を真っ赤にしたままで、恋人は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　恋人同士とはいえ授業中に深いキスをしてしまうなんて、どうかと思うけど……来夏は幸せそうにしてるから、これはこれで良かったのかな。

　来夏の笑みを見ていたら、恋人らしいことをしてあげられたような気がして、微かな満足感すら感じてしまった。

　だけど、「じゃ、授業に戻ろうよ」なんて声を掛けようとしたとき──気付いた。

　三〇メートルほど離れた、壊れた家か屋おくのそばにジャージを着た女生徒がいたんだ。クラスメイトの一団から離れ、一人で佇たたずんでいる。

　あれは、まさか……ウソだろ？

　そこにいたのはサクヤだった。離れているから表情はうかがい知ることができない。だけど、拳こぶしをギュッと握にぎりしめているようだ。

　まさか、見てたのか？　僕たちが、キスをしてるところを……

　サクヤには見られたくなかった──発ほつ作さ的に、そう思った。

　まるで天使が現あらわれた瞬しゆん間かんみたいに、背せ筋すじが冷たくなる。心しん臓ぞうを握りしめられたような気分になった。キスをしてしまったことが今さらながらに悔くやまれて、思わず唇を嚙かんだ。

「どうしたの、ひーちゃん？」

　呆ぼう然ぜんとしている僕に気付いた来夏は、視線の先を追って──サクヤに気付いた。

　だけど、一いち瞥べつしただけで、なにも言わなかった。サクヤのことは一ひと言ことも触ふれずに、さっきと同じように微笑む。

　なんで、普通に笑ってるんだ？

　キスしたところを見られたかもしれないんだぞ？　どうして、ゼンゼン動どう揺ようしないんだよ？　見られたって平気なんだとしても……どうして、一言も触れようとしないんだよ？

　ひょっとして……

　初めからサクヤがいることに気付いていたのか……？

　だから、僕に、キスを……？

　いや、そんな、まさか……

　混乱する僕をよそに、来夏は僕の腕を再び抱きしめた。

「みんなのところに戻ろうよ、ひーちゃん」

　真ま夏なつのヒマワリみたいな曇くもりのない笑顔を浮かべて、僕を引っ張って歩き出した。
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「遅おそかったな、ヒソカ」

　薄うす暗ぐらい深夜の公こう園えんに、サクヤの凜りんとした声が響ひびいた。

　ベンチに腰こし掛かけた制せい服ふく姿すがたのサクヤを月つき明あかりだけが照てらしてる。

「ごめんね、遅おくれちゃって」

　謝あやまりながら、一いつ瞬しゆんだけ腕うで時ど計けいに目を落とす。時間は〇時に近かった。最近は天使の出しゆつ現げん率りつが上がっていて昼ちゆう夜やを問わず現れるようになっていたけれど、それでも一番多く現れるのは深夜だ。天使の襲しゆう来らいに備そなえて、夜の一一時には落ち合う予定だったんだけど……

「いろいろあってさ。家を出るのに手て間ま取どっちゃったんだよ」

　遅れた理由はテキトーに誤ご魔ま化かしてしまった。来夏が寝ね付つくのを待っていたなんて、なんだか言いづらかったからさ。

「街まちを守ると決めたのなら、中ちゆう途と半はん端ぱなことではダメだ。これからは気を付けて」

　律りち儀ぎなサクヤらしいセリフが返ってきたけれど、幸さいわいにも遅れた理由を問いただされることはなかった。

「ごめん。気を付けるよ」

　彼女の隣となりに腰掛けて……そっとその横顔を盗ぬすみ見る。

　対天使兵器ルシフエリオンは相あい変かわらず姿し勢せいがいい。背せ筋すじをピンと伸ばしてベンチに座すわり、真まっ直すぐに前を睨にらんでる。表情はどことなく緊きん張ちようしているようにも見えた。優ゆう美びな丸みを帯おびた頰ほおが、ちょっぴり強こわばってる。

　キスしてるとこ、見られたのかな？　見られずに済すんだのかな？

　もし、見られてたなら、どんな風に思ったろう……？

　ああ、でも、『キスしてるとこ、見た？』なんて聞けないし……

　頭の中にグルグルと疑問が浮かぶ。

　つーか、こんな風に黙だまってるのもヘンだよな。なんか喋しやべらなきゃ。

　続きのセリフを考えもせずに、テキトーに呼びかけたら、

「あのさ、」「あのっ！」

　声がハモった。真っ直ぐ前を睨み付けたまま、サクヤも口を開いていた。

「な、なにかな？」

「ヒソカこそ、なにを言いかけたの？」

「大したことじゃないんだよ。サクヤから、どうぞ」

「いいから、おまえがしゃべれ。私の方は、なにも用件はない」

「今なにか言いかけたじゃないか」

「気のせいだっ」

　そんな奇き妙みような譲ゆずり合いをした後で、サクヤは観かん念ねんしたように僕の方を向いた。いつもながらの無表情のままで口を開く。

「今日の五時限目のこと」

　心しん臓ぞうを摑つかまれたみたいに、ドキッとした。やっぱり、見られてたのか……

「あんなところで、あんなことをするなんて、二人はらぶらぶなんだな……。すごく、その……驚おどろいた」

　懸けん命めいに平へい静せいを装よそおっていたけれど、サクヤの声が動どう揺ようしているのが僕にはわかった。

「いや、あれは……来夏にせがまれたから、仕方なくしたんだよ。授業中なのに、あーゆーことしちゃうなんて、僕だってどうかと思う」

　キスに応おうじたのは僕自身の判断なのに。キスしてる時は、少しホンキになっちゃっていたのに──そんなことを棚たなに上げまくって言いい訳わけを連つらねてしまう。我われながら情なさけないなとは思ったけれど、止められなかった。

「なにを慌あわててるの？　慌てる必要なんて、ないのに」

「そ、そうだけどさ……」

「ヒソカと来夏さんは、恋人同士なんだ。ちゅーすることは、おかしなことじゃない。うん。普通のことだ」

　自分を納なつ得とくさせるみたいに一つ頷うなずいたけれど……微かすかにサクヤは眉まゆを顰しかめていた。怒おこってるようにも、悲しげにも見える表情だ。

　キスしてるところを見て、きみはどんな風に思ったんだ？

　平気なのか？　それとも、イヤだった？

　尋たずねてみたい衝しよう動どうに駆かられる。

「この間読んだ参さん考こう資し料りようにも、恋をした男女はところ構かまわずいちゃいちゃしたくなると書かれていたし」

「参考資料って、少女マンガ？　まだ読んでるの？」

「……悪い？　おまえと《契けい約やく》をしていた頃に《帽ぼう子し屋や》に手に入れてもらった本がまだたくさんあるんだ。押おし入いれの中に積んである。時々開いては勉強をしているんだ」

《帽子屋》というのは、ＡＲＩＣＥの上官である《マッドハッター》というコードネームの男のことだろう。彼がいろいろな手配をして、サクヤをこの学校へ送り込んだんだ。

　言葉を探さがすように、口を開いては閉とじるという動どう作さを何度か繰くり返かえした後で、僕を睨にらみ付けてきた。

「……少しは自じ重ちようして」

　ぶっきらぼうに言いい放はなつ。

「私は《トモダチ》だ。口出しができる立場にない。……でも、あんまりフヌケているのは、街を守る上でもよくないことだ。うん。よくないっ」

　小さく唇くちびるを嚙かんで、サクヤはそっぽを向いた。

「だから、フヌケた姿は見せないで。そういうヒソカを見るのは、なんていうか、すごく……ツライから」

　口べたなサクヤなりに言葉を選びつつ、図はからずも気持ちを語ってくれた。

　来夏といちゃついている姿や、キスしているところを見てしまって、辛つらいって思ったんだ……。

「ごめんね。気をつけるよ。これ以上、きみにツラい思いをさせないように」

　思わず、まるで浮うわ気きの弁べん解かいをしているみたいなセリフを吐はいてしまった。

　それが《卑ひ怯きような逃げ口上エクスキユーズ》だってわかっていながら、さらに付け加える。

「友達として街を守るために必ひつ要ようなことなら、仕し方かたがないよね」

　サクヤはパッと明るい顔になった。僕の方を見て、こくこくと何度も頷うなずく。

「そ、そうだっ。必要なことなんだっ。仕方ないんだっ」

「うん。努ど力りよくするよ。あんまりイチャイチャしてるとことか見せないようにね」

　小さく小指を立てて、手を差し出した。

「ゆびきり、しよう」

「ゆびきり……？」

「約やく束そくをするときに、するものだよ。小こ指ゆびを絡からめ合って、ウソをつかないと誓ちかうんだ」

　ゆびきりをするぐらいなら、構かまわないよな。《友達のレベル》を超こえてはいない。来夏を裏うら切ぎってはいないはずだ。

　ココロの中で、確かく認にんするように呟つぶやく。

「サクヤも手を出して」

　躊躇ためらいがちに手を出したサクヤの小指に、僕の小指を絡めた。柔やわらかなサクヤの指の感かん触しよくに胸が高たか鳴なる。

　ビクッとサクヤは肩かたを震ふるわせた。頰が瞬またたく間に朱しゆに染そまる。

　小さな声で歌を唄うたって、ゆびきりをする。

　戸と惑まどったような表情で、サクヤは僕の顔と絡め合った小指を交こう互ごに見つめていた。

「ゆびきった」

　名残なごり惜おしかったけれど繫つないでいた小指を離はなして、サクヤに微笑ほほえみかける。

「これが、ゆびきりだよ。約束を守るための、おまじない」

「そうなのか。初めて知った……」

　絡め合っていた自分の指をサクヤはじっと見つめていたけれど、「ははっ」と珍めずらしく声をあげて笑った。

「なんだか、恥はずかしいおまじないだな」

　頰を真っ赤に染めたまま、照れくさそうに微笑む。

　そんなようすは、すごく可愛かわいくて。

「おまえはウソつきで、イヤなヤツだけど……ゆびきりに免めんじて信じてあげる。あ、そうだ。せっかくだから、もう一つ約束をして」

「どんな約束？」

「一一時頃には、私と合流するようにして。夜間は天使の出現率が高まる。これは街を守るために必要なことだ。……んっ！」

　無む造ぞう作さに手を伸ばしてくる。もう一度ゆびきりをしようと言うのだろう。

　小指を絡めてゆびきりをすると、サクヤは嬉うれしそうに頷いた。

「……約束がきちんと守られるように、しばらく小指は洗わないでおこう。うん。それがいい」

　宝たから物ものを抱きしめるみたいに手を胸の前で組み合わせてる仕し草ぐさは、堪たまらなくいじらしくて。

　胸がときめいてしまうのを止められなかった。

　サクヤは──友達だ。

　友達として、一緒に街を守ってる。

「……!?　……ヒソカ、なにか感じない？」

「……天使が来る！」

「どこに現れる!?」

　だけど、僕ぼくは──

「案内するよ、こっちだ！」

　今、この瞬間も、サクヤに惹ひかれ続けているんだ。
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「♪るふふふ～ん　るららら～ん」

　一〇月二四日。夕ゆう刻こく。僕の家。

　キッチンに来らい夏かの調ちよう子しっぱずれな鼻はな歌うたが響ひびいていた。どうやって手に入れたんだろう。食しよく卓たくには鶏とり肉にくとか野や菜さいとか卵たまごとか牛乳とか生クリームとか。最近では入手が難むずかしくなった生せい鮮せん食しよく材ざいがずらりと並ならんでる。

「えへへ、すっごいごちそうを作るから、待っててね♪」

　幸せそうな笑みを浮かべながら、来夏は食卓の椅い子すに座すわっている僕に肩かた越ごしに声を掛けた。泡あわ立だて器きを使って、ボウルの中身をかき回している。

　来夏によれば、今日はお祝いわいなんだそうだ。

　なんのお祝いかというと──食卓の上に置かれた古びた画が用よう紙しを眺ながめやる。

　幼おさない頃に二人で作った《こんいんとどけ》だ。鉛えん筆ぴつで、こんな言葉が書かれている。

《しどう　ひそか》

《ほうづき　らいか》

《わたしたちは　しょうらい　けっこんします》

　画用紙の隅の方に、《こんいんとどけ》を交かわした日付が、小さく書かれている。

《一〇がつ　二四にち》──つまり、今日は、僕と来夏の婚こん約やく記き念ねん日びというわけだ。

　女の子は記念日を大切にするコが多い。ご多た分ぶんに漏もれず、来夏も誕たん生じよう日びやクリスマスを派は手でに祝うのが好きな方だった。

『付き合いはじめてから、記念日らしい記念日なかったもん。豪ごう勢せいにお祝いしようね♡』

　僕を驚おどろかせるつもりだったのか、ナイショで準じゆん備びを進めていた来夏は、そんな風に笑っていたっけ。

「ひーちゃんてさ、苦にが手てなもの、シイタケだけだったよね」

　背中越しに、来夏が尋たずねてくる。

「そうだよ。あと、甘いものもあんまり好きくないかな」

「ケーキも作る予定なんだけど、あんまり甘くしすぎなければへーき？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。バターケーキみたいなコッテリ甘いのは無む理りだけどね。……ってか、ケーキなんて作れるのか？　オーブンもないのに」

　電気もガスも復旧のメドが立っていない。携けい帯たい用ようのガスコンロが唯ゆい一いつの熱ねつ源げんだった。

　着けている白いエプロンをふわりと揺ゆらしつつ、来夏は振り返った。力こぶを作るように腕を曲げて、不ぶ器き用ようなウインクをする。

「へへー、任まかせてよ。伊達だてに何年も主しゆ婦ふしてないもんっ。そのコンロでもバッチリ美味おいしいの作るからねっ」

「ん。楽しみにしてるよ」

　笑みを返したとき、気き付づいた。エプロンの下に、来夏は見たことない服を着てる。ミニ丈たけのプリーツスカートと、なんて言うんだろう、ふんわりとしたシルエットが可愛いシャツ。そして、黒いニーソックス。こんな服、持ってたかな？　来夏は家を丸ごと回収されてしまったから、秋物の服を一着も持っていなかった。だから、妹の服を仕立て直したりして着ていたんだ。

　尋ねてみると、「わっ、気付いてくれたんだ！」と嬉うれしそうな声をあげた。エプロンを外はずしながら駆け寄ってくる。

「せっかくの記念日だから、おめかししようと思って、クラスメイトに頼んでゲットしたんだよ。どう？　どうどう？　可愛かわいいでしょ？」

　僕の前でくるんと回ってみせてくれた。スカートの裾すそがひらりと揺れる。素す直なおに褒ほめるのは照てれくさかったけれど、

「うん。可愛いよ。似に合あってると思う」

「やったっ」嬉しそうに飛び上がった来夏は、急にイタズラっぽい笑みを浮かべた。そっと顔を寄せて、耳打ちしてくる。

「あのね…可愛いの、服だけじゃないんだよん♡」

「どういう意味？」

「勝しよう負ぶ下着、ゲットしちゃった」

「しょ…っ!?」

　絶ぜつ句くしてしまう僕。勝負下着というと、攻こう撃げき力りよくを増ますために女性が身につける伝でん説せつの防ぼう具ぐのことだよな……

　顔を真まっ赤かにしながらも、来夏は説明してくれる。

「私、サイズが合うのが少ないから、可愛いヤツ、あんま持ってなかったの。さすがに下着は微かすかちゃんのをつけるわけにはいかないし」

　妹の微は来夏と比くらべるのが可哀かわい想そうなくらいペタンコだ。サイズも合わないんだろう。

「ほいでね、ダメもとで高たか天まが原はらセンパイに相談してみたら、いっぱい手に入れてくれたんだっ」

　なるほど、高天原センパイは相談相手としては的てき確かくな気がする。あり得ないくらいの爆ばく乳にゆうだし。つーか、神かみ代しろ市しを少しでも復ふつ興こうさせるために、夜も寝ねないで飛び回ってるっつーのに、一生徒のそんな悩なやみまで聞き届とどけてあげるとは……さすが高天原センパイというか、なんというか。

「んもう、すっごい可愛いんだからっ！」

　拳こぶしを握にぎって目め一いつ杯ぱい力説した来夏は──ちらり、と。

　スカートを少しだけめくって、太ももの横の辺あたりを見せた。

　レースのあしらわれたヒモの部分が、一いつ瞬しゆんだけ瞳ひとみに焼き付く。確たしかに色っぽい感じだなあ、っていうか。

「いちいち見せなくてもいいから」

　恥はずかしそうにスカートの裾すそを手で押おさえながら、

「だってー、早く見せたかったんだもーん。ていうか、ひーちゃん、すっごく赤くなってるよ？」

「来夏ほどじゃないって。そこにあるトマトよりも真っ赤になってるぞ」

　火ほ照てった頰ほおを手のひらでぱたぱた扇あおぎながら、来夏は近寄ってきた。椅い子すに腰こし掛かけてる僕の膝ひざの上にちょこんと座すわって、

「えっとね、私が最後のデザートの予定なんだけど……ひーちゃんが望むなら、その……今から、つまみ食いしちゃっても、いいよ？」

「……って、なにえろいこと言ってんだよ。きみはそういうキャラじゃないだろ」

「うゎーん、恥ずいんだから《えろ》って言うな！　せめて《ラブい》って言ってよー！」

　照れくささがリミッターを超こえたのか、チョップの雨を降らせた。

「痛いたっ、痛いって！」

　頰を染めたまま唇を尖とがらせて、

「お願いだから、誤ご解かいしないでよね。私、えっちぃ女の子じゃないから。むしろ、そーゆーのは苦にが手てだし」

「……わかってるよ」

　来夏は色っぽさよりも、元気のよさが取とり柄えのタイプだ。昔むかしから、下ネタとかも苦手だしね。

「でもね……ひーちゃんは別なんだ」

　来夏は僕の瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。

「好きじゃない男の子と一緒にいても、話をしても、触れ合ったとしても、ま[image: ][image: ][image: ]ったくなんとも思わない。でも、好きな男の子が相手だと違うんだよ。一緒にいるだけで、ドキドキする。声を聞いてるだけで、胸が熱くなる。少し触れ合っただけで、気が遠くなっちゃう……。女の子はね、そういう風にできてんの──隙すきアリっ！」

　ちゅっ。来夏は僕の頰に不ぶ器き用ようなキスをしてきた。

「つまりね、私は、ひーちゃんが大好きなのです」

「……来夏」

「なんちって」照れくさそうに微笑ほほえんだ来夏は、僕の膝から元気よく飛び降りた。エプロンを着け直し、

「急いで支し度たくするからねっ」

　再ふたたび料理を作り始める。

　はしゃいで、笑って、冗じよう談だんを連発して。

　来夏はひたすら楽しそうに、お祝いの準じゆん備びをした。

　僕もときどき手伝ってあげながら、微笑みを返して、ツッコミを入れて。恋人と一緒に、お祝いの準備をする。

　楽しくて、幸せで、穏おだやかで、和なごやかな時間が流れていた──その、はずだった。

　だけど数時間後には、僕は焦あせりはじめていた。

　お祝いの準備が、まったく終わらなかったんだ。

　腕時計に目を落とす。もう夜の一〇時を回っていた。

　街を守るため、一一時にはサクヤと合流して待たい機きすると約束してるのに……これから食事をしていたら時間に遅おくれてしまう。

　だけど、料理はいくつかできあがったのに、来夏は「まだ作るものがあるの」と言って譲ゆずらなかった。頑かたくなに準備を続けようとしたんだ。

　揺ゆれるロウソクの灯あかりの中、来夏は野菜の下ごしらえをするために、包ほう丁ちようを振ふるい続けていた。機械的に野菜を切りながら、口を開く。

「なにを焦ってるの、ひーちゃん。今日は土曜日だし、時間はいっぱいあるよ。少しくらい遅くなってもへーきでしょ？」

「でもさ……あんまり遅くなるのは……」

「……まさか、どこかに出で掛かけるつもり？」

　来夏は野菜を切る手を止めた。ロウソクの灯りだけが灯ともる室内で、包丁の刃をジッと見つめる。

「ひーちゃん、夜中に出掛けてるよね。私が眠った後で……」

「…………」

「そんな危あぶないことしないでよ。夜間外出禁止令が出てるんだよ？　天使もいっぱい現れてるっていうし……」

　さっきまで、必要以上に笑い続けていたのに……今は笑ってない。

「こっそり出掛けてたこと、責せめたりしないよ。なにをしてたのかも、聞かないよ。寝たフリしてた私も悪いんだしさ。でも……」

　俯うつむいたまま、悲しげに続ける。

「今日は、二人のお祝いだもん。私と一緒にいてくれるよね？」

　返事をすることができなかった。

　どんな風に答えるべきかわからなかったせいもあるけれど──ぞくり。背せ筋すじに冷たいものが走ったんだ。続けて感じる吐はき気け。強い目眩めまい。これは天使が出現する予よ兆ちようだ。

「ごめん、来夏……行かなきゃ」

「……待って！」

　キッチンを出ようとした僕の前に、大きく手を広げて来夏が立ちはだかった。

「行かないでよ、ひーちゃん……。サクヤさんのところへなんて、行かないで……」

　サクヤと逢あっていることにも気き付づいていたのか……？

　内心の動どう揺ようを必ひつ死しで隠かくしつつ、僕は穏おだやかに来夏に語りかけた。

「僕がオメガっていう存そん在ざいで、サクヤが対天使兵器ルシフエリオンだってことは知ってるだろ？　僕たちは、ずっと天使から街を守り続けていたんだ。彼女には、天使を倒たおす力があるからさ」

　大きく手を横に広げたまま、来夏は唇くちびるを嚙かんだ。

「来夏をできるだけ巻き込みたくなかったからナイショにしてた。それは謝あやまる。そのうえで、頼たのむよ。行かせてくれないか」

　その言葉は、あまりにも卑ひ怯きようだったから、一瞬だけ言うのを躊躇ためらってしまったけれど。

　結けつ局きよく、僕は口にした。

「この街を守るために」

　恋人は音が出そうなほどに強く、何度も首を横に振った。

「ダメ……。絶対にダメ……！　サクヤさんがいるんでしょ？　あの人が一人で守ればいいんだよ！　ひーちゃんが行く必要なんてない！」

「僕が生きてるせいで、天使が来るんだよ」

「ひーちゃんのせいじゃないもん！　ひーちゃんは悪くないよ！」

「でも、僕も行った方が効こう率りつ的なんだ。それに、サクヤはケガしてるから、サポートが必要なんだよ」

「サクヤさんなんて──」

　顔をあげた来夏はキッと鋭するどい目をして、吐はき捨すてるような口く調ちようで、なにか口くち走ばしった。

　うまく聞き取れなかったけれど、

　僕には、こんな風に聞こえた。







　──死んじゃえばいいんだよ。







　いや、違う。そんなセリフのはずない。

　来夏が、そんなヒドいこと言うわけないんだ……

　頭かぶりを振ふって必ひつ死しに否ひ定ていして、優やさしい声で語りかける。

「なあ、来夏。ワガママ言わないでくれよ。すぐに戻もどってくる。お祝いなら、後でもできるじゃないか」

《違い和わ感かん》は刻こく一いつ刻こくと強くなっていた。かなり強いから天使が複ふく数すう体たい現れるかもしれない。あるいは、上位の天使が。

「ワガママだってわかってるよ。でも、お願いだから……行かないで……」

「きみだって、僕らの街が壊こわれてもいいと思ってるわけじゃないだろ」

　来夏は微かすかに唇くちびるを震ふるわせた。

「……この街がどうなろうと構かまわない」

　潤うるんだ瞳ひとみで僕を真まっ直すぐに見つめる。

「……私も、どうなったっていい」

　ふいに、来夏はエプロンをとった。止める間もなくシャツのボタンを外はずしてしまう。窓まどから差し込む月明かりの下、来夏の白い胸むな元もとが露あらわになった。

　可愛らしいレースの下着に包まれた大きな胸元が、怯おびえたように震えてる。色っぽさは感じない。ただ、ひたすらに痛いた々いたしく見えた。

「私は、なんでもするから……。ひーちゃんになら、なにをされても、へーきだから……。どんなに恥ずかしいことでも……痛いことでも……構わないから……だから……」

　恋人の瞳から、涙なみだが一いつ滴てき零こぼれ落ちた。

「お願い……サクヤさんのとこへは、行かないで……」

　黙だまったまま、僕は羽は織おっていたパーカーを脱ぬいだ。来夏の肩かたに掛かけてあげようとする。

「そんなこと、するな……」

　だけど、恋人は嫌いやがるように身体からだを揺ゆすった。涙を流しながら、僕にすがりついてくる。

「ねえ、私のこと、見てよ……。私とひーちゃんは、付き合ってるんでしょう？　恋人同士なんでしょう？　だったら、私だけを、見てよ……！」

　悲痛な叫さけびが、僕の胸を抉えぐる。

　だけど同時に──さらに《違和感》が強まるのを感じた。

「……ごめん。行かなきゃ」

　できるだけ優しく、来夏を振ふり解ほどいた。だけど、恋人は尻しり餅もちをついてしまう。

　床にへたりこんだ来夏は、絶ぜつ望ぼう的てきな声で呟つぶやいた。

「私には……ひーちゃんを引ひき留とめることも……できないの……？」

　恋人の言葉を背中で聞きながら、

「……すぐに、戻ってくるからね」

　僕は家を飛び出した。




　　　　[image: ]




　やはり、複数体の天使が同時に出現していた。

　街の東側。市し境ざかいの付近。工こう事じ現げん場ば。

　水道の復ふつ旧きゆう工事をしていたんだろう。太いパイプが破は壊かいされ、水が噴ふき出していた。

　ひしゃげた投とう光こう車しや両りようが投げかける目ま映ばゆい光の下、集しゆう中ちゆう豪ごう雨うみたいに水すい滴てきが降ふり注そそぐ。

　大おお粒つぶの雫しずくを振ふり払はらうように──ひゅんっ。

　サクヤは大たい剣けんを翳かざした。

「────ハっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いが響ひびく。戦せん闘とう服ふく姿すがたの対天使兵器ルシフエリオンは三体の天使を同時に相手にしていた。

　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォ……

　両腕が錆さび付ついたフックになっている天使が、悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげた。サクヤに向けてかぎ爪づめを振り下ろす。

　鋭するどく尖とがった切きっ先さきがサクヤを抉えぐる直前──対天使兵器ルシフエリオンはとんぼを切って攻こう撃げきを避さける。

　錆び付いたフックは空を切り、パワーショベルを斬きり裂さいた。巨きよ大だいな重じゆう機きが容易たやすく破は壊かいされてしまう。

　着地したサクヤは、返す刀で天使に斬りかかろうとした。

　だが、それよりも一瞬早く、別の天使が攻撃をしてくる。

　赤錆の浮いた丸まる鋸のこの刃はが高速度で打ち出された。円えん盤ばんみたいに飛来する無む数すうのノコギリの刃が、体たい勢せいの整ととのいきらないサクヤを襲おそう。

　ギギギギギギンっ──激はげしい金きん属ぞく音おんが響く。

　大剣をコンパクトに振るい、サクヤはノコギリの刃を空中で叩たたき落とした。

　激しい火花を散らして、刃がアスファルトに突き立つ。

　全すべては、ほとんど同時に発生した出で来き事ごと。天使の猛もう攻こうに対応することができたサクヤは、見み事ごとと言うほかない。

　しかし──やはり、足に負おっているケガが影えい響きようしているのも間ま違ちがいないようだった。

　サクヤは防戦一方。攻こう勢せいに転じることができてない。

　人工の雨に打たれながら、ひたすらに刃を振るって懸けん命めいに敵てきの攻撃を退しりぞける。

　と、腕がフックになっている天使が、サクヤの背後を取った。凄すさまじい速度で鋭い切っ先を振り下ろしてくる。

　跳ちよう躍やくして攻撃をかわしたけれど、

「……くっ」

　足が痛んだのか、一いつ瞬しゆんだけサクヤの動きが止まった。

　わずかな隙すきを天使は見み逃のがさなかった。

　オオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォ……[image: !!!]

　三体目の天使が、サクヤに狙ねらいを定めるように手のひらを翳かざした。

　目の前の空間が歪ゆがみ、向こう側から巨きよ大だいな銛もりの切っ先が顔を出す。

　銛が撃うち出されそうになった──刹せつ那な。

「サクヤっ[image: !!!]」

　人工の雨が降ふり注そそぐ工事現場に飛び込んだ僕は、天使に向けて立て続けに引ひき金がねを絞しぼった。ガバメントの咆ほう哮こうが夜の工事現場に轟とどろく。

　銛を撃とうとしていた天使の顔面に弾だん丸がんがヒットした。白大だい理り石せきのような顔にヒビが入り、天使の動きが一瞬だけ止まる。

　その一瞬だけで、十分だった。

　体勢を立て直したサクヤは、大剣を一いつ閃せん。天使を斬り裂く。

　ほぼ同時に──ドンッ！

　激しい水のベールの向こう側へ目を凝こらし、もう一度、引き金を絞る。彼女の背後でノコギリの刃を飛ばそうとしていた天使に銃じゆう弾だんを撃うち込こんだ。

　それで、勝負は決した。

「ハアアアアアアアアアアアっっっ[image: !!!!]」

　サクヤは立て続けに天使に斬り付ける。

　降り注ぐ水すい滴てきまでもが切り裂かれるほどの高速度の一いち撃げき。

　残る二体の天使は断だん末まつ魔まの叫さけびをあげる間もなく斬り裂かれた。輝かがやく光の粒つぶになって弾はじけて、消える。

　激しい水滴に打たれながら、サクヤはゆっくりと息を整ととのえた。大剣の刃を消し、ホルスターへと戻す。

　投光器の照らし出す光の中で、僕たちは向かい合った。

「……悪い。遅くなった」

　小さく頭を下げたけれど、サクヤはなにも言ってこない。「まったくだ！」とか「このウソつき！」とか詰なじられるかと思っていたのに。

　いや、それどころか……サクヤはちょっぴり嬉うれしそうな顔すらしていた。

「んっ」

　声を出して促うながしながら、サクヤは手のひらを僕へと向けてくる。

　促されるままに手のひらを向けると、

　パンッ──ハイタッチをしてきた。

　打ち鳴らされた手と手から水滴が跳はねて、スパンコールみたいに煌きらめく。

「ありがと。おまえのおかげで助かった。……さっきのは、少しだけ危あぶなかったから」

「珍めずらしいね。素す直なおに褒ほめてくれるなんて」

　気分を害したように、ぷいっと横を向いて、

「珍しいと思ったのなら、素直にお礼れいをされておけばいいんだ。まったく、ヒソカはいつもひとこと多いっ」

「仕し方かたないだろ。きみにお礼を言われるなんて、慣なれてないんだから。今日は時間に遅れちゃったしさ」

　水滴に濡ぬれた前まえ髪がみを搔かき上あげながら、サクヤはチラッと僕の方を見た。

「ふん。遅れたけど……遅れてない」

「え、どういう意味？」

「援えん護ごが欲ほしいなって思ったときに、ヒソカはちゃんと来てくれた。だから、遅れてないってことにしてあげる」

　激しい水滴が降り注ぐ中、僕の顔を盗み見るみたいに、もう一度、こちらを見る。

　そして──

「ヒソカが来てくれて、よかった」

　嬉しそうに微笑ほほえんだ。不ぶ器き用ような笑えみだったけど、確たしかに対天使兵器ルシフエリオンは笑ったんだ。

　彼女の笑みから、目が離はなせなくなってしまう。

「街を守れて、よかったな」

　僕を見つめる視し線せんに、ココロが奪うばわれてしまう。

「ああ、そういえば、昔……同じようにハイタッチをしたな」

「そうだね、街まち中じゆうに天使が現れて……」

「二人で退たい治じして回ったんだ。ヒソカのバイクに二人乗りをして……」

「サクヤはボロボロになっちゃって……」

「だけど、ヒソカなりに私をサポートしてくれて……」

「街を守ることができたんだよね」

「うん。その後で、噴ふん水すいに打たれながら、ハイタッチをして……」

　サクヤの顔から笑みが消えていた。他ほかのものが見えなくなってしまったみたいに、ただ僕を真っ直ぐに見つめ続けてる。

「そのころから……オメガであるおまえをパートナーみたいに、想おもい始めていて……」

「僕はきみと一緒に、大切なものを守っていこうって想い始めていて……」

「そして、私は……」

「そして、僕は……」

　そして、僕たちは──キスをしたんだ。

　前向きに恋をする。そんな誓ちかいがこめられたキスを。

　どちらからともなく、言葉が途と切ぎれた。

　激しい水音と、煌めく水滴のベールが僕たちを包つつむ。

　まるで、この世界にいるのが二人だけになったかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　微かすかな耳みみ鳴なりと目眩めまいを感じる。空気が薄うすくなってしまったみたいに呼吸が苦しい。次し第だいに気が遠くなってくる。ますますサクヤから目が離せなくなる。

　サクヤの唇くちびるから、

　瞳を背そむけられなくなる。

「ヒソカ……」

　見えない力に引き寄せられるみたいに、サクヤは僕に近づいてきた。

「サクヤ……」

　見えない力に背中を押されるみたいに、サクヤに近づく。

　強い衝しよう動どうが──ココロの奥おく底そこに押し込めていた恋心が──僕たちを突き動かす。

　サクヤの唇に触れたい。

　そのことしか、考えられなくなる。

　そっとサクヤに顔を近づける。

　ゆっくりと彼女は瞳を閉じる。

　僕たちの距きよ離りが、さらに近づく。

　唇と唇が、触れ合いそうになる。




　だけど──あと五センチというところで。




『ひーちゃん。大好きだよ』




　来らい夏かの声が聞こえた気がして、我われに返った。

　わずかな、だけど永えい遠えんにも等しい距離を残して、

　僕たちの唇が触れ合うことはなかった。

　瞳を開いたサクヤは、ハッとしたように顔を背けた。

「わ、私たちはトモダチなのに……な、なにをしようとしてるんだろうな……」

「そうだね……友とも達だち、なのにね……」

「ひ、ヒソカには……来夏さんがいるのに……。私はなにを考えていたんだろう……」

　辛つらそうに顔を伏ふせたサクヤは、唇を嚙かみしめる。

　冷たい水が僕たちの体温を奪うばっていく。耳に痛いほどの水音が、僕たちを包む。

　なにかを言いたげに一瞬だけ、僕に視線を向けたけれど……サクヤは首を横に振った。

「すまない。どうかしていた」

　踵きびすを返して去っていこうとする。

　彼女の姿が、あまりにも切なげだったから、

「ま、待ってよ」

　思わず、その手を摑つかんで止めてしまった。

　振り返らないまま、サクヤは問いかけてくる。

「私の手を摑んで、どうするの……？」

「…………」

「……抱き寄せて、くれるの？」

「…………」

　放はなしたくはなかった、けれど、

　僕にはなにもできなかったから、

「ごめん……」

　ゆっくりと、サクヤの手を放した。

　冷たい水に打たれながら、対天使兵器ルシフエリオンは背中越しに怒ど鳴なる。

「あ、謝あやまったりしないで！　……謝られたら、余よ計けいにツラくなるでしょう？」

　華きや奢しやな背中が震ふるえていたのは、冷たさのためだろうか。

　それとも、泣いているから、だろうか。

「トモダチとして、おまえと街を守れるのはいいことだ。そう思ってた。でも……」

　僕に背を向けたまま、呟つぶやく。

「トモダチというのは、ツライものだな」

　大きく跳ちよう躍やくして、サクヤは去さっていってしまった。

「僕は最悪だね……」

　一人残された僕は、サクヤの手を摑んでしまった手を握にぎりしめる。血が出るくらいに──強く。強く。
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　自宅に帰ったのは夜明けも間ま近ぢかになった頃だった。

　綺き麗れいな月に照てらされた我わが家やを見上げ、小さくため息いきを吐つく。

「心配させちゃったよな……」

　服や髪が乾かわくまで、時間を潰つぶしていた──なんてのは、言いい訳わけに過ぎないだろう。来らい夏かへの罪ざい悪あく感かんがあったせいか、なんだか家に戻りたくなかったんだ。どんな顔をして来夏に逢あえばいいのかわかんないしさ……

　冬の匂においがする風が吹ふき抜ぬけて、僕の前髪を揺ゆらした。意を決して自宅へと入る。

「ただいま」

　返事はない。家の中は真まっ暗くらだった。

　ダイニングを覗のぞいてみると、お祝いの準じゆん備びが途と中ちゆうのままで放置してあった。豪ごう勢せいな料理にも手をつけたようすはない。飾かざり付つけられた食卓が逆ぎやくに寂さびしさを感じさせる。

「来夏、寝てるのか？」

　小さな声で問いかけつつ、妹の部屋と僕の部屋を覗のぞいてみた。しかし、恋人の姿はない。

　焦あせりを感じながら、家中探さがしてみたけれど……来夏はどこにもいなかった。

　玄げん関かんを確たしかめてみる。来夏のサンダルがなかった。

「まさか、僕を追って外へ……？」

　弾はじかれたように、家を飛び出した。




　来夏を見つけたのは、それから三十分後のこと。彼女は国こく道どう沿いをまるで幽ゆう鬼きのように彷徨さまよっていた。

　ずっと歩き続けていたのか、履はいていたサンダルは壊こわれ、裸足はだしのままで歩いている。瞳ひとみは泣きはらしたように真まっ赤かだった。

「ひーちゃん……！」

　僕を見るなり、駆かけ寄よってきた。僕の姿が幻まぼろしでないことを確かめるみたいに、頰ほおに幾いく度ども触ふれながら、

「よかった……ようやく、見つけた……。ひーちゃんが、無ぶ事じでよかった……」

　無事でよかった、だって？　なに言ってんだよ。

「それは僕のセリフだ。心配したんだぞ。突然、いなくなるなんて……」

　あまり強い口く調ちようで言ったつもりはなかったけれど、来夏は叱しかられたみたいに肩かたを震ふるわせた。真っ赤に泣きはらした瞳ひとみに、みるみる涙なみだが溢あふれる。

「ご、ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……」

　唇を震わせながら、壊れたレコードみたいに来夏は謝あやまり続けた。

「ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……」

　懸命に許ゆるしを乞こうように。見み捨すてないでとすがりつくように。

「ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。ごめんなさい……ごめんなさい……」

　全すべての罪つみを、自分が背せ負おおうとしているみたいに。

　恋人は、ひたすらに謝り続けたんだ。

　悪いのは、僕の方なのに。

「もう謝らないでよ」

　来夏の涙を指先で拭ぬぐってあげた。できるだけ優やさしい声で囁ささやく。

「うちへ、帰ろう？」

　小さく頷うなずいた来夏を負おぶって、家いえ路じについた。

「ごめんね、ひーちゃん……」

　白しらみ始めた街を、恋人を背せ負おって歩いていく。

「私に悪いところがあったら直すから……。私を置いていなくならないで……。私には、もう、ひーちゃんしかいないの……。ひーちゃんになにかあったら、私は生きていけないの……。だから……お願い……」

「僕は、いなくなったりしないよ」

　そんな風に答えたけれど、来夏は泣きやんではくれなかった。僕の背中にぎゅっとしがみついて、泣きじゃくりながら謝り続けてる。

　今までにも、なんどもコイツを背負って歩いたことがある。でも、これほどまでに足取りを重く感じたことはなかった──




　家に連れ帰り、泣きじゃくってる来夏を僕のベッドに寝かしつけた。

　眠ねむれるような精神状態じゃないようだったけれど……手を握ってあげたら、少しは落ち着いたみたいだ。

　やがて、来夏は眠りに落ちた。

　朝日が差し込み、次し第だいに明るくなっていく僕の部屋。

　恋人の寝顔を見つめ続ける。

　ふっくらしていた来夏の頰は、一ひと晩ばんですっかりこけてしまったようだ。元気なのが取とり柄えみたいな少女だったのに、今にも壊れてしまいそうにも思えた。涙の跡あとが痛いた々いたしさを助長してる。

「ひーちゃん……」

　寝ね言ごとだろうか。消え入りそうな声で呟つぶやいて、来夏は僕の手を放した。

　左手に握っていたなにかを胸の辺あたりに押し当てる。彼女が握りしめているのは──ブルーのオモチャの指ゆび輪わ。幼おさない頃に二人でお小こ遣づかいを出し合って、夜店で買ったリングだ。

　来夏はぎゅっとリングを握りしめ続ける。

　すぐそばで見つめている僕ではなく、そのリングだけが来夏を救ってくれるんだって信じているみたいに……

　恋人の寝顔を見つめながら、呟く。

「誰だれかを傷つけたいわけじゃないんだ……」

　殺すために恋をして×死ぬために愛し合う

　矛む盾じゆんした恋れん愛あいに翻ほん弄ろうされるうちに、不実にも二人の少女に対して想いを抱いだいてしまった。

　来夏だけを大切にしてやればいいのに、サクヤにココロ惹ひかれてしまって。

　サクヤへの恋心を貫つらぬけばいいのに、来夏を切り捨てることなんて僕にはできなくて。

　僕の行動は、中ちゆう途と半はん端ぱな優しさと、曖あい昧まいな残ざん酷こくさに満ちていて。

「僕は、誰も傷つけたくないのに……」

　結局は、二人とも傷つけているんだ。
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　一〇月二六日。桜さくらヶが丘おか高校。休み時間。

　化学の授業のため移動教室になって、第二校舎の跡あと地ちに建てられたプレハブの校舎の方へ移動することとなった。

　クラスメイトたちと一いつ緒しよに、ぞろぞろと階段を下りていく。

　僕の前をサクヤが歩いていた。あれ以来、彼女とは言葉を交かわしていない。

　時とき折おり、目が合ってしまうけれど、すぐに反そらすようになった。

「化学なんてカッタルイよなー。街がボロボロだってのに、そもそも勉強なんてやる意味がわかんねえよ」

　猿さ渡わたりのボヤキに、雪ゆき村むら珊さん瑚ごがツッコむ。

「授業ができるだけラッキーじゃん。休校になっちゃった学校も多いって聞くし」

「そりゃそうだけどさ。どうせならもっと有ゆう意い義ぎな授業がやりたいね、俺は」

「だったら、なんの授業ならいいの？」

「保ほ健けん体たい育いくとか？　特に実技を！」

「って、サワっち！　ソッチ方面から少しは離れなさいよっ！」

　二人の会話にクラスメイトが笑う。表情はどことなく暗いけれど……誰だれもが街が壊れる前のクラスを演えんじようとしていた。表面上はいつもと変わらない光景に見える。

　しかし、僕は気付いていなかった。

　来らい夏かが妙みように塞ふさぎ込こんでいたことに。

　サクヤの長い髪かみを後ろから眺ながめつつ階段を降りていたら、ふいに隣となりを歩いていた来夏が揺ゆらめくように動いて、




　ドンッ──




　サクヤを階段から突つき飛ばした。





【卒業まで　残り１３５日】



















11月10日（火）

　きみのために、僕は死ねない。

　　──high school days good-bye──















　萌ほう月づき来らい夏かの、どこが好き？

　そんな風に問われたら、照てれくさいけれど《笑え顔がお》って答えるだろう。

　幼おさない頃ころの僕ぼくにとって彼女の満面の笑えみは、

　世界を照らす、もう一つの太陽だった。
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　ドンッ──




　鈍にぶい音と共ともに、この世の全すべてがスローモーションになったように見えた。

　移動教室で化学室へと向かっている最さ中なか、思い詰つめたような顔をした来夏が、サクヤを階段から突き飛ばしたんだ。

　よろめいたサクヤは階段から転ころげ落ちる──かに見えた。

　しかし、段差にぶつかりそうになった瞬しゆん間かん、手を突ついて身体からだを跳はね上げる。空中で回かい転てんして、踊おどり場ばに綺き麗れいに着地した。ケガ一つなかったみたいだ。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」なんて叫さけんで駆かけ寄よったクラスメイトにも、「ちょっと足を滑すべらせただけ。平気」と答えていたけれど……彼女は呆ぼう然ぜんと来夏を見上げていた。

　きっと来夏が突き飛ばしたって気付いたんだろう。

　そして、僕も。

　隣となりで肩かたを震ふるわせている幼なじみを、信じられない気持ちで見つめた。

「来夏……どうして……？」

　コイツが誰だれかを傷きずつけようとするだって？

　そんなバカなこと、あり得えないだろ……？

　幸さいわいなことに、突き飛ばす瞬しゆん間かんを見てしまったのは僕だけだったみたいだ。

　立ちつくしている来夏の手を摑つかむと、サクヤに近づいた。

「念のため保ほ健けん室しつへ行こう。連れてくよ」

　返事を待たず、二人を伴ともなって歩き出した。話をするために、人ひと気けのない屋おく上じようへと連れて行ったんだ。

　高い秋空の下、立ちつくす僕たちの耳に四時限目のはじまりを告つげるチャイムが届とどく。

　来夏はずっと黙だまり込んでいた。自分のつま先を見つめて小さく震えてる。

　僕も口を開くことができなかった。

　時とき折おり聞こえてくるのは、どこかのクラスから笑い声と、冬の匂においがする風の音だけ。

　重おも苦くるしい沈ちん黙もくが僕たちの上に降ふり積つもる。

　どれほどの時間、そうしていただろう。

　耐たえきれなくなったように、サクヤが沈黙を切きり裂さいた。

「……来夏さんに突き飛ばされたように感じた。どうして、あんなことをしたの？」

　しかし、来夏は答えない。相変わらず思い詰めたような表ひよう情じようで黙ってる。

「ヒソカ。おまえからも尋たずねて欲ほしい。もしも、私が害がい意いを抱いだかれるようなことをしているのなら改あらためなくてはいけないし……」

　対天使兵器ルシフエリオンの少女は、少しだけ僕に歩あゆみ寄って来た。それが合あい図ずであったように、来夏は大きな瞳ひとみを見開いた。

「ひーちゃんに近づかないでッ！」

　サクヤを鋭するどい視し線せんで睨にらみ付つけ、僕を守ろうとするみたいに腕うでにしがみついてくる。

　あまりの剣けん幕まくに、サクヤは怯おびえたように足を止めた。眉まゆを顰ひそめて僕を見やる。

　サクヤの戸と惑まどいが僕にもわかった。

　二人はワケわかんないケンカをすることが何度もあったけど……来夏は憎ぞう悪おに満ちた瞳をしていたことは一度もない。コイツは誰だれかを憎にくむような女の子じゃないんだ……

　来夏は血を吐はくような口調で続けた。

「ひーちゃんを殺させたりしないから！」

「わ、私は、そんなこと……！」

「全部知ってるんだよ！　サクヤさん、あなたは世界を救う組そ織しきの人なんでしょ？　ひーちゃんを殺すことが目的なんでしょ!?　そのために近づいて来たんでしょう!?」

「それは……！」

　来夏の言葉は事実だ。しかし、その事実を認みとめたくないみたいにサクヤは口ごもる。

　僕を背せ中なかに庇かばうようにしながら、来夏はサクヤに詰め寄った。制服の胸ぐらを摑つかんで、平ひら手てでサクヤの頰ほおを打つ。

「ゼッタイにそんなことさせないからッ！」

　来夏の平手を受けても、ＡＲＩＣＥの対天使兵器ルシフエリオンは小こ揺ゆるぎもしなかった。

「……ヒソカを守りたくて突き飛ばしたのね。私を排はい除じよできるとでも思ったの？」

　サクヤは単たん純じゆんに『一いつ般ぱん人じんには対天使兵器ルシフエリオンを傷つけられない』という事実を言ったつもりなんだろう。だけど、カッとしたように来夏は目を見開いた。

「それでも、ひーちゃんを守りたいの！」

　再ふたたび、平手を振ふり下ろす。乾かわいた破は裂れつ音おんが屋上に響ひびいた。

「私はちっちゃい頃から、ひーちゃんだけを見つめてきたの！　ひーちゃんと幸せになることだけを夢ゆめ見みてたの！　サクヤさんの恋こいなんかとは違うんだよぉ……！」

　叩たたかれても、サクヤは平然としてる。

　むしろ、叩いた来夏の方が痛そうな顔をしていた。

　それでも瞳に涙なみだをためて、幼おさななじみは手を振り上げる。

「私がひーちゃんを守るんだぁ……！」

　彼女の腕を摑み、後ろから止めた。

「もう、やめてくれよ……」

　誰かを傷つけようとする来夏なんて、見たくない。きみは、そんなコじゃないだろ……？　ヒマワリみたいな笑顔で、友達とはしゃいでるのが似に合あう女の子のはずだ……。頼たのむから、やめてくれよ……

　僕に手首を摑まれたまま、来夏は涙を零した。

「止めないでよぉ……！」

　幼なじみの頰ほおを涙が伝っていく。

「私が守らなきゃ……ひーちゃんは……。ひーちゃんは……！」

　唇くちびるを嚙かんで、血を吐はくように言葉を紡つむいだ。

「最初はね……もしも、ひーちゃんが誰か別の人に惹ひかれているんなら……私は諦あきらめるつもりだった……」

　僕に告白をしてくれた時、来夏は『ひーちゃんはサクヤさんを好きになり始めてる』と言っていた。僕の気持ちに、薄うす々うす気付いていたんだ。

　そして、サクヤとすれ違ちがってしまったがために、僕が傷ついたと知るや、懸けん命めいに癒いやそうとしてくれた。《フラれてしまった後も、友達でいて欲しい》。そんなちっぽけな願いを引き替かえにして……

「でも……私は、全部知っちゃったから……。ひーちゃんが殺されちゃうかもしれないって知ったから……！」

　今にも涙の零れ落ちそうな瞳で、来夏はサクヤを睨にらみ付けた。

「もう、誰にも渡わたせないよ！　ひーちゃんが死んじゃうなんて耐えられないもん！　ひーちゃんがいない世界なんて、意味ないもん……！」

　そういうことだったのか……

　来夏はサクヤを傷付けたいわけじゃなかった。

　ただひたすらに僕を守りたかったんだ。

「止めないでよぅ……」

　僕の手を振ふり解ほどき、もう一度サクヤを打とうとしたけれど、

「ううぅ……」

　来夏は力無く腕を降ろした。涙を拭ぬぐいもせず、拳こぶしをギュッと握にぎって立ちつくす。

　ぽつり。ぽつり。ぽつり。

　風に吹ふかれて舞まい落ちる来夏の涙。

　コンクリートで鮮あざやかに弾はじける雫しずくを、サクヤは呆ぼう然ぜんと見つめて、

「私は……私の恋は……間違っていたの？」

「殺すための恋愛なんて、おかしいよ……。そんなの恋なんかじゃない……！」

「恋じゃ、ない……？」

　頰を張られても動じなかったサクヤが、微かすかに頰を歪ゆがめた。

「好きな人と一いつ緒しよにいたいって気持ちが恋なの！　好きな人と幸せになりたいって願いこそが恋なんだよ！」

「わ、私だって、ヒソカと……！」

「サクヤさんは世界を救いたいんでしょう!?　ひーちゃんを殺すためにっ！　そのためだけに恋愛をしていたんでしょ!?」

　なにかを庇かばうみたいに、サクヤは制服の胸元を摑つかんだ。よろめくように顔を上げた彼女の表情は、痛みに耐たえかねて歪んでいた。

　真まっ直すぐな言葉で、来夏は斬きりつける。

「サクヤさんの恋は間違ってる！」

　泣きじゃくる来夏の小さな背中越しに、サクヤは僕を見つめる。彼女の瞳は助けを求めているように思えた。

　僕は拳を握りしめ、唇を強く嚙んだ。

　全すべて、僕のせいだ……

　僕は来夏と交際してる。それなのに、サクヤへの想いを捨すてられなかった──その歪みが、二人を傷つけてるんだ。僕がハッキリしないから、サクヤと来夏は苦しんでる。

　わかりきっていたことだけれど、

　どっちつかずの卑ひ怯きような状じよう況きようを続けるわけにはいかないんだ……

　このままじゃサクヤをもっと悲しませてしまう。来夏はきっと、壊こわれてしまう。

　僕は、選ばなくてはいけないんだ。

　来夏への愛か。サクヤへの恋を。

　どちらかを切り捨てなくてはいけないんだ。




　来夏か。




　サクヤを。




　僕は、

　僕は、

　僕は、
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「もう泣かないでよ」

　僕は──泣き崩くずれそうになる恋人を後ろから抱だきしめた。

「ひーちゃん……！」

　来夏は胸に飛び込んでくる。

「ごめん……ごめんなさい……」

　泣きじゃくりながら、来夏は小声で呟つぶやいた。

　サクヤを傷つけようとしてしまったことを謝あやまっているのかもしれない。

　恋人の髪かみに頰を埋うずめ、頭を撫なでてあげた。

　ごめんね──来夏。

　もう迷まよったりしない。揺ゆらいだりしない。

　きみだけを見つめていく。きみを守り続ける。ずっとずっときみと一緒にいるよ。

「……そうか。わかった」

　微かすかに顔を歪めたサクヤは、小さく頷うなずいた。

「私の恋は……間違っていたんだな」

　それきり黙だまり込んだサクヤは、ふいに空を見上げた。青空が彼女の眼鏡めがねに映うつり込む。遥はるか蒼そう穹きゆうを戦せん闘とう機きが横切っていった。飛行機雲が空を区切るように棚たな引びいていく。

　しばらくの間、そうして来夏のすすり泣きを聞いていたけれど、

「し、心配しなくてもいい。私はとっくに恋を捨てた。ヒソカなんか好きじゃない！」

　高い空を見上げたまま、サクヤは絞しぼり出すような声で言った。

「ＡＲＩＣＥは、なくなってしまった。無線機は沈ちん黙もくしたまま……誰も返事をしてくれない。私にはもう行く場所がないんだ」

　ゆっくりとサクヤは視線を戻す。僕に抱きついている来夏の背中を一いつ瞬しゆんだけ羨うらやましそうに見つめて……ムリヤリな無表情を作った。

「……だから《くらすめいと》を続けさせてもらう。でも、二人の恋を邪じや魔ましたりしないから。二人のために、街まちを守ってあげるから。あ…安心して！」

　勢いきおいよく踵きびすを返して、サクヤは校舎へと駆かけていってしまった。

　声を掛かけることも、ましてや追いかけるようなこともしなかった。ただ来夏の華きや奢しやな身体を強く抱きしめ続ける。

「ごめんなさい……。ごめんなさい……。私を嫌きらいになったりしないで……」

　泣きじゃくる恋人の背中を優やさしく撫でた。

「サクヤは無ぶ事じだったんだ……。もう泣かなくてもいいよ……。来夏はなにも悪くない。悪いのは、僕だ」

「で、でも……」

　頰にそっと指を這はわせ、涙を拭ぬぐってあげる。

「お願いだから、泣きやんでくれ。昔むかしから、来夏の涙は苦にが手てなんだ。僕がなんとかしなくちゃって気分になっちゃうだろ？」

　ふと、来夏との交こう際さいを決めた夏の日のことが脳のう裏りに浮うかんだ。

　幼なじみの想いに報むくいようと想ったあのときと同じように──いや、もう決して、コイツを泣かしたりしないように、誓ちかおう。

　どんな風に、誓ったらいいだろう……

　しばらく考えた末に、ポケットに手を伸のばし、ピンク色の指輪を取り出した。二人でお小こ遣づかいを出し合って買ったオモチャのリング。先日、指輪の交こう換かんをしようって言われて渡わたされたまま、ずっと持っていたんだ。

「指輪の交換、しようよ」

　笑顔を浮かべて、来夏を見つめる。

「……一度しか言わないよ。照れくさいからさ」

　ポカンとした顔で僕を見上げている来夏の左手を取って──

「僕は正せい義ぎのヒーローになりたかった」

　世界の平和を守るんだ。みんなの笑顔を守るんだ──なんて、本気で夢見ていた。

　だけど気が付けば、

　自じ在ざいに空を駆かけることのできた黒い布マントは、どこかへいってしまった。

　どんな巨きよ悪あくをも断たつことのできた木の枝サーベルも、なくしてしまった。

「それなのに僕は、全てを壊こわすオメガに選ばれてしまったんだ……」

　誰か、この僕世界を、殺して救つてくれ。

　それだけを願って生きるようになった。

　この世に大切なものなんてない。恋愛する殺されること以外は、興きよう味みなんてない。

　そんな風に考えないと生きていけなかった。

「ずっと死にたいと思っていたけれど──」

　死ぬための恋は苦しみしか産まなかった。

〝あの人〟を失い、サクヤと決定的にすれ違い……このままじゃ来夏まで壊してしまう。

「もう、やめだ」

　大切なものなんてない。そう嘯うそぶいていたけれど……来夏のことは大切に思ってるのは偽いつわらざる事実なんだ。彼女が僕のせいで壊れてしまうなんて耐えられない。

「誓うよ。もう、死のうなんて思わない。来夏だけを見つめていく。きみとずっと一緒にいる。正義のヒーローにはなれなかったけど……きみだけを守るヒーローになるよ」

　幼い頃、イジメられていた来夏を助けてあげた僕は、彼女の手をもう二度と放さないぞって誓った。彼女を守ろうって思った。

　あの日と同じように来夏の手は小さかった。

　僕には世界を救えない。

《世界滅亡カーテンコール》を止めることなんてできない。

　だけど、来夏一人だけなら守れる気がする。

　今度こそ、僕は、この手を放さない。

「きみと僕とで、世界の終わりを見に行こう」

　薬指に指輪をはめてあげる。

「世界で最後の二人になろう」

「ひーちゃん……」

　嬉うれしそうに呟つぶやいた来夏の唇を塞ふさぐように、誓いのキスをした。

　来夏のために生きていくって誓ったんだ。
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《第四六回、桜さくらヶが丘おか高校体育祭を行うッ！　さあ諸しよ君くん、直ただちに準じゆん備びを開始せよッ！》

　恋れん愛あい原理主しゆ義ぎ者しやを標ひよう榜ぼうする我わが校の生徒会長、高たか天まが原はらＡはじめがそんな宣せん言げんを行ったのは、一一月に入ってすぐのことだった。

　ハッキリ言えば、僕たちのセカイは、体育祭なんてやってられる状況じゃない。

　夏休みの間に天使の襲しゆう来らいによって大ダメージを負おった僕らの街まち。あれから三か月が経過したけれど、復ふつ興こうはあまり進んでいなかった。

　天使によって家か屋おくを破は壊かいされた人の中には、未いまだに避ひ難なん所じよになっている小学校の体育館で寝ね泊とまりしている人がいる。大きな穴あなが空あいたまま通行止めになってる道路も多かった。

　まあ、それも無む理りもないけどさ。

　神かみ代しろ市しだけじゃなく、日本全国的に天使による被ひ害がいが深しん刻こく化かしつつあるんだ。

　幸さいわい、神代市には高天原家がある。高天原センパイのお祖父じいさんは暫ざん定てい政せい府ふの要人だから、いろいろと便べん宜ぎを図はかってもらえた。

　それに僕の協力者の一人である一いちノの瀬せ一いつ佐さもまだ生きている。頼たのんだわけでもないのに、重点的に治ち安あん維い持じをしてくれてるみたいだ。おかげで略りやく奪だつ事じ件けんなんかは起こっていない。

　それでも日々の食事に事こと欠かくようなことがたびたびあると、やっぱりココロは荒すさんじゃうワケで。学校は絶望的な雰ふん囲い気きに包まれはじめていた。どうせ世界は滅ほろびてしまうんだから、学校なんか通かよってても意味ない──そんな自じ暴ぼう自じ棄きな空気が広がっていたんだ。

　高天原センパイが体育祭を企き画かくしたのは、重苦しさを吹き飛ばしたかったからに違いない。センパイは迷めい惑わくすぎる人だけど、生徒たちの《ごく普ふ通つうの日常》を誰だれよりも守りたいって思ってるからさ。

　当然、生徒たちに異いを唱となえる者はいなかった。学園祭に引き続いて、またもや来夏と一緒に実行委員をやる羽は目めに陥おちいった僕は、入場門の設せつ営えいをしたりして準備を進め──

　ついに、体育祭の前日となった。

「えへへ、すっごい楽しみだねっ！」

　夜。僕の家。ダイニング。

　ロウソクの載のった食しよく卓たくに向かい合わせに座すわっている来夏は、ランタンで沸わかしたお湯をカップ麵めんに注そそいだ。コンビニで売っていたのとは違い、容器は真っ白。ただフタの真ん中に《救きゆう援えん用よう》というハンコが押されてる。配給でもらってきたんだ。

　フタをしながら、来夏は楽しげに語る。

「チアの衣い装しようね、廃はい部ぶになっちゃってたテニス部のユニフォームを仕し立たて直して作ったんだよ。すっごい可愛かわいくできたから、ゼッタイに見てよね、ひーちゃん」

「わかってる。ちゃんと見るよ」

「ゼッタイだよ？　あ、それとっ！　その後は《ラブラブ♡二に人にん三さん脚きやく》に出るんだからね！　ひーちゃん、体育祭みたいな学校行事嫌きらいだろうけど、サボらず参加するようにっ！」

「いかにも高天原センパイが企画しそうな競きよう技ぎだよね。どうやってパスしようかな……」

　あからさまに嫌いやそうな顔をしてみせると、来夏は身を乗り出してチョップしてきた。

　避よけずに喰くらってやりながら、

「冗じよう談だんだって。参加するってば」

「んもー、約やく束そくだよ!?」

　来夏はぷくーっと頰ほおを膨ふくらませていたけれど、やがてプッと噴ふき出した。どちらからともなく、笑い出してしまう。

「さてと、そろそろ三分経たったかな～」

　ペリペリとフタを剝はがすと、来夏は容器を僕の方へ渡してきた。

「先に食べていいよん。明日は身体からだを動かすんだし、ちゃんと食べなきゃね」

　カップ麵は一つきりしかなかった。

　流通が悪化したせいで、お金があっても食料が手に入りにくい状態なんだ。だから、配給に頼たよってるんだけど……本来なら今日配くばられるはずの食料が届とどかなかった。節せつ約やくのために一つのカップ麵を二人で分け合うことにしたってわけ。

「ありがとう」

　一応受け取ったけれど、ほとんど箸はしを付けずに来夏にカップ麵を返した。

「あれ？　もういいの？」

「うん。食いしん坊ぼうの来夏と違って、僕は食しよく欲よくに乏とぼしい方だからさ」

　軽口を叩たたいて誤ご魔ま化かそうとしたけれど、来夏は僕の真意に気付いてしまったみたいだ。

　片方の眉まゆを釣つり上げて、睨にらんでくる。

「ひーちゃん。ダメだよ、そんなの」

「……なに言ってんだよ？」

「自分は不ふ死じ身みだから食べなくても平気だって思ってるんでしょ？」

　図ず星ぼしだった。いちお、僕だって一七歳さいの高校生。食欲は乏しいけど、それなりにハラも減へる。でも、空くう腹ふくがリミッターを超えると、自動的に空腹感が消えるんだ。瘦やせることもなく、健康体が維い持じされる。

　だから、できる限り来夏に食事させようと思っていた。食糧事情が悪化しつつあるせいか、コイツはやつれたように見えるしね。

　しかし、来夏は怒おこった顔のままカップ麵の容器を突き返してきた。

「そんなことされても、嬉うれしくないよ。ちゃんと食べてよねっ」

　僕は不死身なんだから、極きよく力りよく来夏に食事を譲ゆずるべき──それが現実的で効こう率りつ的てきな考え方だろう。でも、その思考はオメガとして来夏に接しようとしてるのに他ならない。

　彼女はオメガではなく、椎し堂どう密ひそかとして──ただの一七歳の少年として、接して欲しいと願ってるんだ。

「わかった。ちゃんと食べるよ」

　ラーメンに手を付け始めると、来夏は満足そうに微笑ほほえんで頷うなずく。

　ロウソクの仄ほのかな灯あかりの下で、二人で少しずつ、一つのカップ麵を分け合って食べた。

　ちゅるるんと麵をすすった来夏は、まるで高級料理でも食べたみたいに、

「えへへ、おいしいねっ。ほら、学園祭の時、クラスのみんなと屋おく上じようで食べたじゃん？　アレと同じぐらいおいしいよっ」

「そうかあ？　僕はカップ麵なんて飽あき飽きしてるんだけどね」

「私にとっては、ごちそうだよっ。……ひーちゃんと一緒に食べれば、なんだって、ね。なんちってなんちってー！」

「……照てれるぐらいなら、恥はずかしいコト言わないように。僕まで照れくさいだろ…って、痛っ！　痛いって、照れ隠しに叩たたくなっ！」

　くだらないこと喋しやべりながら、食事をする。

　たった一つのカップ麵は、すぐに食べ終えてしまった。

「おいしかったねっ！　満足満足！」

　なぁんて来夏はおなかを叩いたけれど、
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　抗こう議ぎをするみたいに、おなかが可愛かわいらしい音を立てた。

「足たりなかったんじゃないのか？」

　笑った僕の腹部からも、

　ぐー──躊躇ためらいがちに音が鳴る。

　僕たちは顔を見合わせて、声をあげて笑ってしまった。

　来夏は恥はずかしそうに頰ほおを染そめて、

「おなか鳴っちゃったけど、満足だってのは本当だよっ」

「……そうだね。僕もだよ」

　食事の量は足りなかった。おなかはぺこぺこ。

　でも、来夏と一緒にした食事は、胸をいっぱいにしてくれたんだ。

　その後、僕たちは入にゆう浴よくをした。

　ライフラインは寸断されている。電気もガスも電話も水道も、復ふつ旧きゆうしては停とまるの繰くり返しだった。ところが先日、急に水道が出るようになったんだ。珍めずらしくちゃんとした水圧で出続けてくれた。

　大おお慌あわてで家中の入れ物に水を入れた。ポリタンクはもちろん、お鍋なべやコップ、バスタブや物置の隅すみに放り込まれてた子供用のプール（空気を入れるアレ）まで総そう動どう員いんしてね。

　で、バスタブに入れた生活用水が減へってきたから、お風呂に入ろうってことになったんだ。ジエータイの人たちが、ときどき入にゆう浴よく施し設せつを開いてくれるけど、いつも入れるワケじゃないからさ。

　だけど、ガスが停まっているせいで、お風ふ呂ろを沸わかすのも一苦労だった。燃ねん料りようがもったいないから、黒く塗ぬったペットボトルで温めた水をバスタブに注そそぐなんて方法しか取れなかったんだ。当然、凄すさまじくぬるかったし、お湯の量は少なめ。水かさを増ますために、二人で一緒に入ることになったんだけど。

「風邪かぜ引いちゃうかもしんないな……」

　先にバスタブに入った僕は独ひとり言ごちた。

　我わが家やはほとんど無む傷きずなんだけど、来夏の家が回かい収しゆうされた時に被ひ害がいを受けたのか、風呂場だけは、ちょっぴり壊こわれていたんだ。

　天てん井じよう辺あたりに穴あなが空あいちゃってて、ベニヤ板で塞ふさいでる状態。すきま風が吹き込んできて、すごく寒い。

　半身浴にも満たない状態で震ふるえながら待っていると、身体をタオルで隠した来夏が入ってきた。幼なじみはやたらと胸が大きいから、谷間がすごいことになってる。

　窓まど辺べにロウソクが置かれてるだけの薄うす暗ぐらい浴室でも、顔を真まっ赤かにしてるのがわかった。

「あ、あんまコッチ見ちゃダメだかんね！」

　慌あわててそっぽを向く僕。来夏とは、《そーゆーこと》をしちゃってるから、ハダカを見るのは初めてじゃない。でも、一緒にお風呂に入るのは──子どもの頃を除けば──初めてだった。《二人でお風呂》って、思った以上に照れくさいもんだね、これ。

「うひゃっ、冷たっ!?」

　叫さけびながら掛かけ湯ゆをして、来夏がバスタブに入ってくる。二人で一緒に入ると水かさが増してちょうどイイ感じになった。その分、かなり狭せまくなって肩かたが触ふれ合っちゃうけど。

　来夏は相変わらず頰を染めたまま、

「気持ちいいねっ。すっごいぬるいけど」

「まあね、これが夏場ならもっと水が熱くなったんだろうけど……一一月だからなあ」

「う[image: ][image: ]ん……もう少し入ってれば、温あたたかくなってくるかな？　あ、でも、ひーちゃんとくっついてると温かいかもっ」

　すり寄るみたいに、来夏は近づいてきた。

　うにょん──腕うでの辺あたりにとんでもなく柔やわらかい感かん触しよくを感じて、たじろいでしまう僕。

「……あの、来夏。あんまり動かないでくれ。いろいろ当たっちゃうから」

　身をよじらせて距きよ離りをとろうとすると、

「し、仕方ないでしょ、狭いんだもんっ。ひーちゃん、えっちぃこと考えないように……あっ♡　ちょっ、ダメっ♡　あンっ♡」

「こ、コラっ、ヘンな声出すなっ」

「ひ……ひーちゃんがもぞもぞ動くからイケナイんだよっ！　もうっ、バカッ！　バカバカっ！　エロ星人っ！」

　バスタブの中で頭にチョップされた。やがて、一方的な攻こう撃げきは水の掛かけ合いにクラスチェンジ。子どもの頃に戻ったみたいに、二人して遊んでしまう。

　はしゃぎながら背中を流し合い、もう一度二人して湯ゆ船ぶねに浸つかった。

「ふぃ～」なんて声を出して気持ちよさそうに伸のびをした来夏は、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「あはは、こんな生活も悪くないよね。ちゃんとお風呂にだって入れるんだもん」

「風呂に穴空いてるけどな」

　天てん井じようを見上げる。ベニヤ板の隙すき間まから、月が覗のぞいていた。来夏はクスリと笑って、

「露ろ天てん風ぶ呂ろみたいで風ふう流りゆうだよ。周りが暗いせいで、星空が綺き麗れいだしねっ」

　二人で寄より添そったまま星空を見上げる。

　と、バスタブの中で、来夏はギュッと手を握にぎってきた。

「私は辛つらくないよ。すっごく幸しあわせだよ……。だから、ひーちゃん。ずっと一いつ緒しよにいてね？　いなくなったり、しないでね？」

「……バカ。ヘンなこと聞くな」

　唇くちびるを尖とがらせながらも、湯船の中でそっと手を握り返してあげる。

　照れくさいから口に出しては言わないけど。

　僕もきみと同じ気分だよ。

　セカイはメチャクチャで、今にも壊れてしまいそうだ。

　それでも、ココロが満たされてる。苦しみも悲しみも、来夏と一緒なら乗り越こえられるだろう。この世の終わりを、二人で手を繫つないだままで、迎むかえられそうな気がする。

　今の僕の気持ちに名前を付けるとしたら、

　それは、きっと《幸せ》だ。

　左手で髪かみを搔かき上げつつ、来夏は「テヘヘ…」と嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　彼女の動きに合わせて──キラリ、と。

　天井に空いた穴から降ふり注そそぐ月光が、僕たちが手に付けているオモチャの指輪を輝かがやかせた。ニセモノのリングが放つ、今にも消えてしまいそうな、淡あわくて、儚はかない、煌きらめき。

　だけど、僕らにとってはホンモノの光。

　願わくば、夜空の星みたいにずっとずっと輝き続けて、僕たちを《最さい期ごの瞬しゆん間かん》まで導みちびいてくれたらいいな、なんて。

　ガラにもなく、僕はセンチメンタルなコトを思ってしまった。

「そろそろ上がろっか？」

　来夏の声に頷うなずこうと思った、そのとき。

　突とつ然ぜん、それはやって来た。

　背せ筋すじに液えき体たい窒ちつ素そでも流し込まれたみたいな、猛もう烈れつな悪お寒かん。吐はき気け。目眩めまい。この世が別のものにすり替かわってしまうような感覚。

　これは《違い和わ感かん》。

　天てん使しが出現する予よ兆ちようだ。

　奥おく歯ばを嚙かみしめて気持ち悪さを堪こらえた。これまでなら天使を追い払はらうために、入浴中でも飛び出して行くところなんだけど……最近は無む視ししていた。

　異い変へんに気付いた来夏は、心配そうに僕の顔を覗のぞき込こんでくる。

「また、天使が来たんだね」

　震ふるえる僕を、来夏はギュッと抱だきしめてくれた。悪寒に苦しむ僕に、体温を与あたえようとしているみたいに。

「大だい丈じよう夫ぶ……。大丈夫だよ……。ひーちゃんのせいじゃないんだから……」

　やがて《違和感》は霧む消しようして、

　月の輝く夜空に《紙かみ吹雪ふぶき》が降り始めた。天井に空いた穴から、冷たくない雪が僕らの上に舞まい降りてくる。




　この世界は滅ほろびつつある。

　それでも、僕は、生き続ける。

　オメガではなく、椎し堂どう密ひそかとして。

　一七歳のごく普通の少年として。

　来夏と一緒に、笑って笑って笑いながら、

　滅びゆく世界を生き続けてやる。




　これが、僕の決断。

　僕は、この世界を滅ぼすと決めたんだ。
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　翌よく、一一月一〇日。桜さくらヶが丘おか高校には、生徒たちの楽しげな歓かん声せいが響ひびき渡わたっていた。

「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　タンッ──乾かわいた号ごう砲ほうの音が僕のいる第一校舎の屋おく上じようにも聞こえてくる。四〇〇メートル走がスタートした。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　鼻歌を唄うたう僕の眼下。屋上のフェンスの向こう側。木こ枯がらしみたいな冷たい風の吹くグラウンド。華はなやかに飾かざられた応援席で生徒たちが、立ち上がって応援してる。

　クラスメイトの声を背に受けて、トラックを選手たちが駆け抜けていった。

「あはははは！　待ちやがれ、おまえたち！」

　生徒の数が少ないからだろう。珍めずらしく高たか天まが原はらセンパイ自身も競技に参加していた。紅組を示すハチマキを締め、高笑いしながらトラックを走っている。

　高天原センパイは、あり得ないぐらいの爆ばく乳にゆうだ。体操服の胸むな元もとが《たっぷんたっぷん》……って注目すべきはそこじゃないよな。僕の目は自然とブルマから伸びる白銀色の右脚に吸い寄せられてしまう。天使に襲われて片足を失うしなっていたから義ぎ足そくを付けていたんだ。

　そのせいか走る速度も遅おそくって……みるみるうちに生徒たちから引き離されてしまう。

　誰かに負ける高天原センパイの姿なんて見たくなくって、視線をそらした。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　壊こわれ果はてた神かみ代しろ市しのようすを眺ながめる。

　ここから見える景け色しきは、卒業の日を迎むかえることだけを望んでいた僕にとって《学校が円えん滑かつに機き能のうするための指し標ひよう》だった。少しでも、この景色を維い持じするために──街を守るために奔ほん走そうしていたんだ。

　しかし、今は違う。

　現在の僕にとって、ここから見える風景は意味合いを変えていたんだ。

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないつてこと」

《来夏と一緒に生きていくセカイが、いつまで保もつのか？》──それを想像するためだけに、この景色は存在している。

「♪I love you. Loves, so that want to…だつて、あなたを愛しているから。殺したいほど、」

　終わりかけた僕の鼻歌を搔き消すように、グラウンドから大音声が響いてきた。

「ええい！　こんなもん邪じや魔まだっ！」

　残り二〇〇メートル地点。高天原センパイが金きん属ぞく製せいの義ぎ足そくを放り投げた。トップの選手とは三〇メートルぐらい離はなされていたのに、

「ふはははっ！　片足を失ったぐらいがハンデになると思ったら大おお間ま違ちがいだぞッ！」

　片足ジャンプで猛もう追ついし始める。獲え物ものを狙ねらうチーターみたいな速度で追い上げて、トップの男子生徒とほぼ同時にゴールラインに飛び込んだ。勢いきおい余あまって転ころんでしまい、オデコをすりむいてしまったみたいだけど……

「ははっ、やっぱセンパイはこうでなきゃね」

　思わず、苦く笑しようしてしまう。

《１着》と書かれたハタを掲かかげ、片足立ちで堂どう々どうと胸を張る高天原センパイは、とびきり格かつ好こう良かった。

「諸しよ君くんッ！　愛し合っているか──っ!?」

　高らかに吼ほえた生徒会長に、全校生徒が大だい歓かん声せいで応こたえる。センパイに追い抜かれた生徒までもが、惜おしみない拍はく手しゆを送っていた。

　そのころ入場門の辺あたりにチアガールの格好をした女の子たちが集まり始めた。気合いの入った表情の来夏は、手にした黄色いポンポンを高く掲かかげる。それを合図にチアガールたちは円えん陣じんを組んで、声を合わせた。

『がんばっていきまっしょい！』

《次は、女生徒の有ゆう志しによるチアリーディングで～っす！》

　担たん任にんの斑鳩いかるがちゃんがメガホンでノンビリとしたアナウンスをした。それを合図として、来夏たちはグラウンドへと駆かけだしていく。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが彼女たちを迎むかえた。

「よぉ、密ひそか。こんなトコでサボってたのかよ」

　と、後ろから声を掛けられた。振り返らずとも、誰だれだかわかった。このクールさと軽けい薄はくさが同居した声はクラスメイトの猿さ渡わたりだ。

「サボってるんじゃないよ。ここからならチアがよく見えると思って上がって来たんだ」

「なるほどね。じゃ、俺おれもご一緒させてもらおうかな。珊さん瑚ごが見ろってウルサイんだよ」

　フェンス際ぎわに置かれたベンチに腰こし掛かけながら、猿渡は長い髪かみを搔かき上げた。黙だまってればカッコイイヤツだから、そんな仕し草ぐさはなかなか決まってる。体たい操そう服ふくではなくスーツでも着ていれば、人気ナンバーワンホストだって言われても頷うなずきそうな感じ。

　軽かろやかな音楽が鳴り響ひびいて、女の子たちが踊おどりだす。来夏は華か麗れいなキックを決める。猿渡の天てん敵てきで──今は恋こい人びとでもある雪ゆき村むら珊瑚がバク転てんを決めて、運動神経の良さを存ぞん分ぶんに見せつけた。

「って、おい、密！　ここはダンスがよく見える。だが、致ち命めい的てきな欠けつ点てんがあるぞッ！」

「なんだよ、欠点って」

「スコートが見えないじゃないか！　これじゃチアを見る楽しみが半はん減げんだ！　女の子がミニスカートで舞まい踊っているんだぞっ!?」

「あのな、猿渡……」呆あきれながら僕も猿渡の横に座すわって、「そういうコトばっか言ってると、また珊瑚に殴なぐられるぞ」

　猿渡はビシッと親指を立てる。

「任まかせろ！　既すでに殴られた後だぜっ！　ハリセンでボコボコにされた！」

「恋人なのに容よう赦しやないな、珊瑚は」

　女の子たちは音楽に合わせてフォーメーションを変えながら、ポンポンを振っている。

　そのようすを眺ながめながら、尋たずねてみた。あまり興きよう味みがあるワケじゃないけれど、黙だまってるのもどうかと思ったからさ。

「珊瑚とは、どうなの？　順調？」

「んー、仲良くやってるよ。お互たがい友達やってた期間が長いから、今さら恋人同士っつっても照れくさいけどな」

　鼻の頭に皺しわを寄よせて、猿渡は苦笑する。

「つーか、なんで珊瑚と付き合いはじめたんだ？　二人は犬けん猿えんの仲だと思ってたんだけど」

「あれ？　言わなかったっけ？　ほら、夏休みに街が壊されたろ？　あのとき俺、珊瑚と一緒にいてさ。アイツと逃にげ回ったんだよ。そしたら、なんつーか、成なり行ゆきで？」

「成り行きかよ」

「ぶっ壊れてく街を見てたら思ったんだ。やっぱ、この世の終わりに一人はイヤだなってさ。だから、コクったんだよ。我ながら、ずいぶん手近なトコで手ぇ打っちゃったとは思うけど……珊瑚、よく見ると可愛かわいいしな」

　猿渡はダンスをする女の子たちを見み下おろしている。彼の視し線せんは、踊っている珊瑚だけを追っているのがわかった。

「好きなんだな、珊瑚のコト。世界一ラブラブだ、とか叫んでたしさ」

「あれは、萌ほう月づきの手前、大げさに言っただけだよ。売り言葉に買い言葉っつーか」

「じゃあ、実際は……？」

「んー、どうなんだろうな？　好きって気持ちとか、イマイチよくわかんねぇよ。……守ってやりたいとは思うけどな」

「守ってやりたい、か……」

「ああ。そういえば、この間、怒おこられたよ」

　想い出し笑いだろうか。猿渡は笑いながら、

「俺、『好き』とか、真ま顔がおじゃ言えないタイプだけど……たまにはイイコト言ってやらなきゃダメかなと思ってさ、『天使が来たら命がけで守ってやるから』って言ったんだ。『ふざけんな』って殴なぐられた」

「どうして？　そんなこと言われたら、普ふ通つうは喜よろこぶもんじゃないのか？」

「な？　どうしてだよ、って思うだろ？　そしたらさ珊瑚に怒ど鳴なられたんだ。『アホか！　きみのためなら死ねる──なぁんて言われて喜ぶ女はいないっつーの！　あたしのために生きてよね！　なにがあっても生きてよね！』だってよ。ちょっと感動したよ」

　猿渡は遠い目をして、ダンスする珊瑚を見つめる。『好き』なんて言えないと零こぼしていたけれど、確たしかにその眼まな差ざしからは珊瑚を想う気持ちが感じられた。

「いつまで生きてられっかわかんない世の中だけどさ……、珊瑚のためにも頑がん張ばって生きなきゃなとか思ったぜ。……なんつって、恥はずかしいコト言ってんな、俺」

　照れくさそうに猿渡は鼻の頭を搔かいた。

「……そんなことないよ。羨うらやましい」

　猿渡の決意はきっとホンモノだろう。不ふ死じ身みの僕なんかよりも、彼の《生きよう》という言葉は、ずっとずっと重い。

「負けないように、僕も頑張るよ」

「な～に言ってんだ、密センセは萌月と同どう棲せいしてるんだろ？　ったく、どんだけラブラブなんだっつー話だよ！」

　ほどなくチアリーディングが終わった。割れんばかりの拍はく手しゆの中、来夏たちは成功を喜よろこんで抱だき合っている。

「やべっ、グラウンドに戻もどろうぜっ！　密も《ラブラブ♡二に人にん三さん脚きやく》に出るんだろ!?」

　僕たちは慌あわてて屋おく上じようを駆かけだした。

　校庭ではチアガールの格かつ好こうのままの来夏たちが待ちわびていた。

「コラ、サワっち！　どこに行ってたのさ！」

「遅いよ、ひーちゃん！　二人三脚が始まっちゃうってば！」

「ごめんごめん。よく見えるトコからチアを見てたんだよ。息が合ってて感動したよ」

　僕の言葉を猿渡が継つぐ。

「すっげー可愛かわいかったぜ！」

　褒ほめられたチアガールの二人は、ちょっぴり頰ほおを染そめ、声を合わせる。

『そ、そういうことなら、許ゆるしてあげるっ』

　僕たちは慌てて入場門まで駆けていった。

　猿渡はハチマキで珊瑚と足首を結むすびながら、

「密、負けないぞ！　俺たちのラブラブパワーで勝ってやるぜッ！」

「ちょっと、サワっち！　は……恥はずかしいコト言わないでよねっ！　アホか！」

　照れまくりながらも、ちょっぴり嬉うれしそうに珊瑚は猿渡を叩たたいている。

　来夏と足首を結びながら──思った。

　なあ、猿渡。さっき羨ましいって言ったのは、きみたちみたいな、ごく普通の恋人同士になりたい──そういう意味だよ。

　一七歳の普通の少年として、来夏を愛せてるかどうか。少しだけ不安だからさ。

　足を結び終えた僕は、来夏に耳打ちする。

「ゼッタイに勝とうな」

「うんっ」

　満面の笑みを浮かべて、来夏は頷いた。
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　体育祭の最さ中なか、僕は一度だけ、サクヤとすれ違った。

　見学をしているらしく彼女は制服を着たままだった。手足には包帯を巻いている。

　サクヤは街を守るために戦ってくれてるみたいだ。天使との戦いで傷ついたんだろう。

　すれ違う時、言葉一つ掛けなかった。

　視線すら合わせることはなかった。
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　体育祭の締しめくくりはフォークダンスだった。学園祭の時と同じ、男女ペアで最後まで踊おどれるようにアレンジされたものだ。

　夕ゆう闇やみ迫せまるグラウンド。その中央に小さな櫓やぐらが設せつ置ちされ炎ほのおが入れられた。

《オクラホマミキサー》が流れる中、ファイヤーストームの周まわりでダンスをする。

「学園祭では踊れなかったから、その分、たっぷり踊ってもらうかんねっ！」

　なぁんて言いながら、来夏は張り切って踊っていた。ステップを踏ふんで。ターンをして。吐と息いきを合わせて。鼓こ動どうを高鳴らせて。

　猿渡や珊瑚も。クラスメイトたちも。

　誰もが笑顔でダンスを踊っている。

「おいおい、ハリキリすぎだってっ！」

「あははっ！　だって、楽しいんだも～ん！」

　来夏の笑い声を乗せ、壊れたセカイが回る。

　くるくる。クルクル。くるくる。

　踊り続ける僕たちの笑顔を、ボロボロになった校舎は静かに見下ろしていた。

「あはははっ、あはははははっ！」




　それが。

　桜ヶ丘高校の最後の輝かがやきだった。










　一週間後、僕たちの学校は閉へい鎖さされた。





【卒業まで　残り１２０日】



















11月30日（月）

　死が二人を分かつまで















　約やく束そくするよ。

　必ずきみを守り続ける。

　この世界が、終わる瞬しゆん間かんまで──
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「オラ！　早くそれを寄よ越こせよッ！」

　薄うす汚よごれたＴシャツを着た大学生ぐらいの男が、ナイフをチラつかせる。血に汚よごれた刃やいばが陽光に煌きらめいた。

　切られた腕うでの傷きず口ぐちを押おさえながら、僕ぼくは男を睨にらみ付ける。傷を押さえているのは止血のためじゃない。癒いやしの力を持つ光の粒つぶを見られたくないからだ。

「こんな住じゆう宅たく街がいで……しかも真まっ昼ぴる間まっから強ごう盗とうなんてしないで欲ほしいんだけどね」

　僕は首を巡めぐらせた。周しゆう囲いには、天てん使しにやられてボロボロになった家々が並ならんでいる。近所にある小学校で配給を受けたんだけど、直後に強盗に遭あっちゃったってワケだ。

「あまり大声を出したら、小学校に来てたジエータイが駆かけつけちゃうかもよ？」

　背中に来らい夏かを庇かばいつつ、声を掛かける。幼おさななじみは怖こわがってるようだ。震ふるえてるせいか、彼女が抱かかえてる配給の食料が入ったビニール袋ぶくろが虫の羽は音おとみたいな微かすかな音を立てていた。

　まあ、怖がってるのは、男も同じみたいだけどね。切り付けられても平然としている僕を見て動どう揺ようしてるようだ。貧ひん相そうな顔を引きつらせ、テンパリきった声でまくし立てた。

「う、うるせえ！　だったら早く食い物を寄よ越こせ！　刺さされてぇのか[image: !!!]」

　もう刺してるだろ──なんてツッコムとこじゃないよな、ココは。

　この男はどうやら《素人しろうと》のようだ。食い詰つめて強盗行こう為いに及およんだみたいだね。

　横よこ浜はまにいた頃ころ、《プロ》の強盗団ともやりあったことがある。他人を襲おそうことで生計を立てている危き険けんなヤツらだ。一対多のケンカだったけど、全すべて僕が勝った。なんせ不ふ死じ身みだからね。時間さえ掛ければ人類相手なら負けることはない。

　そんな《プロ》の連中に比くらべたら、この男を退しりぞけるなんてワケはないだろう。

　だけど──後ろで震えている来夏を窺うかがう。

　ヤケになった男が暴あばれて、彼女になにかあってからでは遅おそいよな。

「は……早くしろッ！　ぶっ殺すぞ！」

　後ろ手に合図をすると、来夏は察してくれたようだ。配られたばかりの食料が入った袋を渡わたしてくれた。

「ほら、持っていけよ」

　袋を投げる。男はビニール袋を摑つかむと「……恨うらむなよ」なんて捨すてぜりふを残して走っていってしまった。

「恨むなよ、か……」

　どうやら、わずかばかりの罪ざい悪あく感かんを持っているみたいだ。決して、それは喜よろこばしいことじゃないけどさ。罪悪感を持っているような《普ふ通つうの人》が、強盗してたってことに他ほかならないんだから。

「来夏、ケガはなかった？」

　振ふり向くと、恋こい人びとは僕の腕うでの傷きずを見つめて、顔を青ざめさせていた。

「ひーちゃんこそ、大だい丈じよう夫ぶなの？　血がすごい出てたじゃん！」

「僕は平気だって。不死身なんだからさ」

　腕を見せてあげる。傷口は既すでに塞ふさがっていた。傷の修しゆう復ふくに使用されなかったわずかな血液が袖そで口ぐちを濡ぬらしているだけだ。

「でも、痛かったでしょ？」

「痛みにも慣なれてるんだ。つーか、いちいち泣きそうな顔すんなよ」

　ポンポンと頭を手のひらで軽く叩たたいてやると、複ふく雑ざつな表ひよう情じようで来夏は微笑ほほえんだ。

　強盗に遭あってしまったけど、警察に行っても無む駄だだね。強盗なんて日にち常じよう茶さ飯はん事じすぎて、気にも留とめてくれないに違いない。

　来夏も同じ気持ちなのだろう。

　諦あきらめきった表情で「帰ろっか」と言って、そっと手を伸のばしてきた。

　一一月の終わりも近い。冷たい風に背中を押おされながら、お互たがいの手を温あたため合うようにして、手を繫つないで歩き始める。

「あーあ、久ひさしぶりの配給に来たのに、手ぶらになっちゃった」

「そうだな。相当頑がん張ばって節約しないと食事抜きになっちゃうかもしれないぞ」

「あはは、ダイエットになってちょうどよかったって思うことにするよ。オナカとか、見えないとこが結けつ構こうヤバイんだよね」

　幼おさななじみは笑ったけれど、繫ぎ合っている来夏の手は心なしか小さくなったように感じる。食事がとれない日もあったから、彼女はちょっぴりやつれていた。口に出しては言わないけれど、とても辛つらそうだ。

　ゆっくりと。少しずつ。

　僕たちのセカイは終しゆう焉えんへと向かっていた。

　天使による攻撃が激しさを増し、加速度的に《世界滅亡カーテンコール》が進んでいるんだ。

　神かみ代しろ市しも例外じゃなかった。サクヤが天使と戦ってくれているみたいだけど、全すべては倒たおしきれず被ひ害がいが広がっている。

　世界滅亡カーテンコールが進めば、人類よりも先に《社会》が死に絶たえる。これまで通りの日常生活が送れなくなってしまうんだ。

　例たとえば、学校──桜さくらヶが丘おか高校は一週間ほど前に休校になった。登校したら校門が閉とざされていて、こんな看かん板ばんが掛かかっていたんだ。

『暫ざん定てい政せい府ふの要よう請せいにより、無む期き限げんに休校とします。生徒は自じ宅たく待たい機きしてください』

　無む機き質しつなプラスティック製の板きれ一枚で、僕たちの学生生活にピリオドが打たれた。

　一応は《休校》と書かれている。でも、二度と再さい開かいすることはないだろう。

　桜ヶ丘高校は事実上、閉へい鎖さされたんだ。

　その看板を見つめて呟つぶやいた来夏の言葉が、今でも耳じ朶だに張り付いている。

『いつかは学校生活も終わっちゃうって、わかってたんだけど……。もう少し、あと少しだけ、高校生をしていたかったね』

　学校だけじゃない。日常生活にも多くの変化が起こっていた。

　電気やガスや水道──ライフラインは完全に止まってしまった。もはや、復ふつ旧きゆう作さ業ぎようすら満足に行われていない。

　流通も途と絶だえ、食料の調ちよう達たつはますます困こん難なんになった。暫定政府が備び蓄ちくしていた食料を配給しているけれど、十分に行き渡わたらず、わずかな水や食料を狙ねらった強盗が頻ひん発ぱつしている。

「食べ物、なんかあったかな～？　缶かん詰づめとカップ麵めんが残ってたけど……」なんて呟いてる来夏の横顔を見つめて──今さらになって小さく震えてしまった。

　もしも僕が一いつ緒しよじゃなかったら……来夏は傷つけられていたかもしれないんだよな。

　いや、考えたくもないけれど、もっとヒドイことをされていた可か能のう性せいだってある。

　来夏を守れてよかった──心からそう思う。同時に、これからも守れるかなって、なんだか不安になっちゃうのも事実だけどさ……

　アスファルトは戦車のキャタピラに削けずられてボロボロだった。道路に転ころがる石ころを来夏は小さく蹴け飛とばして、

「それにしても……変な感じだね。ウチのご近所で強盗に遭っちゃうなんて……。しかも、それが当たり前のことになっちゃうなんて……私たちの街じゃないみたい」

　高い空を見上げて、来夏は深い息を吐いた。白い吐と息いきが空にほどけて消える。

「ねえ、ひーちゃん……。こんな風に、私たちの《普通》は、どんどんなくなっていっちゃうのかな……」

「……辛つらい？」

「辛くは……ないよ。ひーちゃんと一緒に、世界の終わりを見るって決めたんだもん。学校が終わっちゃうのも、みんな死んじゃうのも覚かく悟ごの上だよ。だけど、ちょっと……」

　来夏は諦めにも似た表情で微笑んだ。

「……切せつないかな」

　恋人の手を強く握にぎり返して、彼女を真まっ直すぐに見つめた。

「ん、どしたの？　ひーちゃん」

　見つめられてると気付いて、来夏がきょとんとした顔で尋たずねてくる。

　しばらく考えた後で。

　恋人に一つの提てい案あんをした。

「二人で、この街を離れないか？」

　来夏は驚おどろいたように目を丸くする。

「疎そ開かいしよう。一分でも一秒でも長く、二人で生き延のびるために」

　僕はずっと、神代市にこだわっていた。

〝あの人〟を待ち続けていたから。

　卒業の日まで、神代市を守りきって〝あの人〟に再ふたたび巡めぐり会いたいって思ってたんだ。

　でも、もう〝あの人〟は来てくれないってわかってる。学校も閉へい鎖さされてしまったから、卒業を迎むかえることだってできない。

　もはや、この街にとどまる理由はないんだ。

　嫌いやがるかな？　と思ったけれど、来夏はすんなりと頷うなずいた。

「いいよ。私はひーちゃんについてく」

「いいのか？　すぐに結論出さなくても……」

「ううん、へーきだよ。二人が育った街だから離はなれるのは悲しいけど……ひーちゃんと一緒にいるためだもん」

　そんな風にして。

　僕たちは街を出ることに決めた。

　死んでいく世界で、生きていくために。
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　クラスメイトだった猿さ渡わたり三さん聖せいの家は《極ごく楽らく寺じ》というお寺てらだ。近所にある公こう園えんのベンチに腰こし掛かけた猿渡は、寒そうにダッフルコートの襟えりをかき合わせた。

「そっか……寂さびしくなるな」

　公園には瓦が礫れきなどが積まれたままになっていて、寒風にホコリが舞まっている。殺さつ伐ばつとしたようすを眺ながめつつ、

「疎そ開かいって、どこに行くんだよ？」

「まだ決めてないよ。僕の田舎いなかか、来夏のお祖母ばあさんチか……その辺じゃないかな」

「なんにせよ、もう会えなくなるな」

　疎開して街を出て行ったクラスメイトは多い。そんな友人とは二度と会うことはできなかった。電話も繫つながらないから、連れん絡らくすることすらもできない。疎開するってことは、すなわち今こん生じようの別れってことなんだ。

「……ま、寂しいけどさ、密ひそかたちの出した結論なら、俺は賛さん成せいするよ」

　猿渡は《軽けい薄はくが制服を着て歩いてる》なんて言われるぐらい軽いヤツだけど、ひどく神しん妙みような顔をして髪かみをかき上げた。

「それにしても、密はすげーな」

「すごい？　どこが？」

「疎開して田舎に逃にげれば、確たしかに天使に殺される可能性は減へるけど……生活は厳きびしくなるだろ？　配給が受けられるかわかんねえし。住む場所だって確保できるかわからない」

　それは猿渡の言う通りだ。

　田舎に逃げたところで、よそ者を受け入れてもらえる保ほ証しようはない。単たん純じゆんに生活することだけ考えるなら、僕の家でそのまま暮くらしている方が楽だろう。

「それでも疎開を選ぶってコトは……萌ほう月づきと最後まで生きていく覚かく悟ごができてるってコトだろ。苦しくても、少しでも生き延のびられる可能性に賭かけようっつーかさ」

「よくわかんないけど、そんな上等なもんじゃないよ。ただ必ひつ死しなだけなんだと思う。……悪あがきって嫌きらいなんだけどね」

「必死になれるのは、それだけ真しん剣けんってことさ。俺おれも見習わなきゃな……。俺も珊さん瑚ごも田舎ってのがないから、疎開はできねえけど」

　猿渡は手を差し出してきた。

「俺はこの街で頑がん張ばってみるよ。お互たがい惚ほれた女のために、できる限りのコトしようぜ」

「照れくさいセリフをさらっと言うね」

「密センセと違ちがってムッツリじゃないからな」

　笑いながら、クラスメイトと握手をする。

　そのとき──来夏が公園に駆け込んできた。

「ひーちゃん！　猿渡くんっ！　大変だよ！」

「どうしたんだよ？」

　僕の問いに顔を青ざめさせて来夏は叫さけんだ。

「ゆっきーが……！」

　来夏の言葉を聞き終わる前に、猿渡は駆けだしていた。




　来夏が疎開することを伝えている時、珊瑚は突とつ然ぜん倒たおれてしまったらしい。

　病院はどこもいっぱいで、診しん療りようを受けるまでに時間が掛かる。だから、ひとまず猿渡の家──極楽寺に珊瑚を連れて行った。

「グランパ！　珊瑚の具合は!?　ヤツはどうしたんだよ？　病気か？　治なおるのか!?」

　珊瑚を寝かしつけた部屋から出てきた極楽寺の住じゆう職しよく──猿渡の祖そ父ふは孫まごを睨にらみ付けた。

「慌あわてるでないわ、タワケが。儂わしは整せい復ふく師しの免めん許きよを持ってるだけで医者じゃない。病気など治せるものか」

「じゃあ、落ち着いてる場合じゃねえだろ、ボケジジイ！　早く医者を呼ばなきゃ！」

「喝かつっ！」──ごぢんっ！

　猿渡の祖父は拳げん骨こつを振り下ろした。極楽寺の住職は空から手ての達たつ人じんで、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうだ。鉄てつ拳けんは果てしなく痛そうだった。来夏は「うわっ」と顔を背そむける。

「……痛ッ!?　な、なにすんだよ！」

「いろいろ言いたいことはあるが、今はコレで許してやる。医者は呼ばなくていい。三聖、彼女の話を聞いてこい」

　お祖父さんは僕たちに顔を向けた。

「きみたちにも話を聞いて欲しいそうだ。孫まごに付き合ってやってくれ」

　困こまったように禿とく頭とうを撫なでながら、ご住職は歩いていってしまった。本堂の方からは子どもの泣き声が聞こえてくる。極楽寺では家を無くした子どもを預あずかっているんだ。世せ話わで忙いそがしいのだろう。

　珊瑚は本堂の脇わきにある部屋に寝かされていた。なんて名前なのだろう、優やさしい顔した仏ぶつ像ぞうが彼女を見み下おろしている。猿渡を見ると、珊瑚は申もうし訳わけなさそうに起きあがって、

「心配させて、ごめんね。油ゆ断だんしてたわ。最近、食しよく欲よくなかったから、ごはん抜ぬいたら……まさか倒れるとは思わなかった」

「謝あやまらなくてもイイって。どうしたんだよ、いったい？　病気か？」

　しかし、珊瑚は言いよどんだ。ポニーテールを指先で弄いじってモジモジしている。

「病気じゃないよ。でも、ちょっと言いづらいコトなんだよね……」

「ま、まさかっ……！」

　親友のようすに来夏は声を上げた。唇くちびるをあゎあゎさせながら躊躇ためらいがちに尋たずねる。

「ゆっきー……赤ちゃんが……？」

『赤ちゃ……ええええええええぇぇーっ!?』

　驚おどろきの声をハモらせる、僕と猿渡。

　頰ほおを染そめつつ、珊瑚は小さく頷うなずいた。

「なんか、デキちゃった、みたいなんだ」

　しかし、彼女の顔は決して嬉うれしそうじゃなかった。むしろ、憂ゆう鬱うつそうだ。

「いちお、病院にも一人で行ったんだよ。そしたら、もうすぐ三か月だって……」

「三か月ってことは……まさかっ！」

「そ。初めての時に、いきなり大当たりしたの。街が壊されて混乱してたとはいえ……雰ふん囲い気きに流されるんじゃなかったわ……」

「なんで相談してくれなかったんだよ！　病院行ったってのも知らないぞ！」

　珊瑚は申し訳なさそうに頭を下げた。

「……ごめん。なんだか、言いづらくって」

　ポニーテールの先を指先に絡からめつつ、深いため息いきを吐ついた。

「やっぱさ、子どもなんて産うめないじゃん？　必然的に結論は一つになっちゃうからさ……。なんか、そーゆー話、サワッちとしたくなくて……。一人でなんとかできないかなーなんて、考えてたワケなのよ……」

　言葉を濁にごしているけれど、珊瑚は赤ちゃんを中絶しようって決意してるのだろう。

　世界は滅ほろびに向かいつつある。日々を生きていくだけでも辛つらいのに、子どもを育てていくなんて不ふ可か能のうに近い。生まれてくる子どもに辛い想おもいをさせるぐらいなら、いっそのこと──なんて考えてるんだ。そもそも僕たちは高校生で、生活能力も乏とぼしいしね。

「ねえ、ゆっきー……。ゆっきーにも、いろいろ考えがあると思うけど、」

「来夏っち。二人にも話を聞いてもらったのはね、堕おろすのにお金が必要だからなんだ」

　来夏の言葉を遮さえぎるように、珊瑚はぴしゃりと言い放った。

「一人でなんとかするのは、ちょっと無む理りな金きん額がくだったから……手伝って欲しくてさ」

　ひどく沈ちん鬱うつな空気が流れた──

　重苦しい空気を破やぶったのは、猿渡だった。

　恋人の肩に両手を置き、顔を見つめる。

「なあ、珊瑚」

「ごめん。アンタがなんと言おうと、私は考えを変える気は、」

「結けつ婚こんしよう！」

「ないから、って、え？　なに？」

「俺おれと、結婚してくれ！」

『結婚……ええええええええぇぇぇーっ!?』

　驚おどろきの声をハモらせる、僕と来夏と珊瑚。

「俺の嫁よめになってくれ！」

「あ、あのね、サワッち、聞いてなかったの？　き、気持ちは嬉うれしいけど、子どもなんて作っちゃったら大変でしょ……？」

「大変じゃない！　珊瑚のコトも子どものコトも俺が守る！　ゼッタイに幸せにする！」

　猿渡はどこまでも真しん剣けんな表情で、恋人を真まっ直すぐ見つめた。

「さっき密と話してて、思ったんだ。俺も珊瑚のためにできる限りのコトをしてやんなきゃなって。今がきっと、そんときだ」

「サワっち……」

「だから、頼たのむ！　結婚してくれ！」

　なにかを言い返そうと手をバタつかせていたけれど……真しん摯しな猿渡の表情を見て、観かん念ねんしたように深い深い息を吐いた。

「……ったくもー、サワッちって、ホントにバカよね……」

　部屋を見回して、珊瑚は肩を竦すくめる。

「プ…プロポーズするなら、もっとシチュエーションとか考えてよねっ。こんな仏像の前でしなくたっていいじゃない……。ホント、アンタってバカよ」

「あー、そうだよ。俺はバカだ。完全無欠の大バカだよ。なんせ、おまえなんかにプロポーズしてんだからな。……でも、俺はマジだ。返事、聞かせてくれないか？」

　呆あきれたように珊瑚は猿渡の頭をはたいた。

「いいわ、結婚したげる。仕し方かたがないから、これからもあたしがそばにいて、ツッコミ入れてあげるわよ！」

　彼女の物言いはなんだか偉えらそうだったけれど──

　その瞳ひとみには涙なみだの雫しずくが光っていた。
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　一一月三〇日。月曜日。大たい安あん吉きち日じつ。

　学校の教室で、猿渡三聖と雪ゆき村むら珊瑚の結婚式が行われることになった。高たか天まが原はらＡはじめセンパイが、閉へい鎖さされている学校の使用許可を取り付けてくれたんだ。

　テーブルと教きよう卓たくで作られた祭さい壇だん。聖せい書しよに手を置いて、神しん父ぷの格かつ好こうをした高天原センパイが宣せん誓せいをする。

「汝なんじ、猿渡三聖、雪村珊瑚を妻つまとし、病やめるときも健すこやかなるときも……」

　タキシードを着て顔を強こわ張ばらせてる猿渡と、ウェディングドレス姿の珊瑚が、センパイの言葉を神しん妙みような顔して聞いている。

　極楽寺の和尚おしようや珊瑚の両親、そして、担たん任にんの斑鳩いかるがちゃんや、制服を着た十数名ほどのクラスメイトたちが、教室の椅い子すに座すわり二人を見守っている。

　そんなようすをシミジミと眺ながめて、僕は安あん堵どの息を吐いた。

　ハッキリ言おう。

　結婚式の準じゆん備びはめちゃくちゃ大変だった。

　なにせ物ぶつ資しがないんだ。隣となりの教室に小さなウェディングケーキが準備してあるんだけど材料を調ちよう達たつするのは一ひと苦く労ろうだった。料理はほとんど用意できなくて、みんなで持ち寄った缶かん詰づめやレトルト食品を綺き麗れいに盛もりつけただけ。

　猿渡と珊瑚が着ている衣い装しようは、壊こわれた結婚式場から発はつ掘くつしたものだったりする。

　結婚式の用意はものすごく苦労したけれど、準備を進めていたクラスメイトたちは、誰だれ一人ひとり愚ぐ痴ちを言ったりはしなかった。学園祭の準備をしているときのように、みんなすごく楽しそうだったっけ。

　特に来夏は、とびきり張り切っていた。

　親友との最後の想い出作りのために、ね。

「夫ふう婦ふとして共に手を取り合い、どのような困こん難なんに遭あおうとも、死が二人を分かつまで──ええい、まどろっこしいなっ！」

　高天原センパイは、教卓の後ろから歩み出て猿渡の襟えり首くびを摑つかんだ。

「グダグダご託たくを並べても意味はないんだ！　猿渡三聖！　高天原Ａの名において、一つだけ問う！　おまえは雪村珊瑚が好きか!?」

　センパイの突とつ然ぜんの行動に戸と惑まどいつつも、猿渡は真剣な顔して頷うなずいた。

「……好きです」

「それは、本当か？　こんなくそったれな世の中だが……なにがあろうとも最後まで珊瑚の手を握にぎり続けると誓ちかえるか？」

「誓います！」

　センパイは今度は珊瑚を睨にらんだ。

「雪村珊瑚！　おまえはどうだ!?」

　ベールの下、珊瑚は力強く頷く。

「……あたしも、誓います」

　満まん足ぞくげに頷いて、高天原センパイは教卓の後ろに戻った。二人が書いた婚こん姻いん届とどけをかざす。市役所の窓まど口ぐち業ぎよう務むが停てい止ししていて、受理されなかったんだ。

「よかろう！　神や役所が認めずとも、この高天原Ａが認めてやる！　猿渡三聖！　雪村珊瑚！　おまえたちは、夫婦だ！」

　クラスメイトたちが盛せい大だいな拍はく手しゆをする。

「えぐっ…うぐっ…ひぐっ…よかったね、ゆっきー……きれいだよぉぉぉ……」

　隣に立っていた来夏は僕の手を握にぎりしめたまま、泣きじゃくっている。

「さあ、おまえたち！　誓いのキスをするのだ！　とびきり熱いヤツをな！」

　二人は、ぎこちない動どう作さで向かいあった。猿渡は珊瑚の顔にかかるベールを持ち上げる。

　純じゆん白ぱくのドレスに身を包んだ珊瑚はとても綺き麗れいだったけれど……なぜだか辟へき易えきとしたようすで唇くちびるを尖とがらせていた。

「サワッち……アンタとこういうことになるとは思わなかったわ」

　鼻の頭にシワを寄せて、猿渡もイヤそうに顔を顰しかめる。

「俺もだよ。どこで人生間違えたのかな……」

「ホントよね。こうなったらもう、幸しあわせにしなきゃ、承しよう知ちしないからね？」

「え[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]？」

「『えー』じゃないでしょ!?　そこは幸せにするって言いなさいよっ！」

　ズバシッ──どこに隠かくし持っていたのか、ハリセンで猿渡の頭を殴おう打だする。

「冗じよう談だんだよ！　幸せにするっつーの！」

「さっさとそう言えばいいの！　バカ！」

　いっつもケンカばっかりしていた猿渡と珊瑚は、この期ごに及およんでも夫婦マンザイみたいに憎にくまれ口を叩たたきまくりつつ──

　クラスメイトの前でキスをした。

『おめでとうー！』

　そんな二人を祝しゆく福ふくするように、クラスメイトたちが歓かん声せいをあげる。

「[image: よ]がっだねー…[image: よ]がっだねー」なんて来夏はやっぱり泣きじゃくっている。

　教室の隅すみで、手足に包帯を巻いたサクヤも結婚式のようすを眺ながめていた。でも、途と中ちゆうでいなくなってしまったみたいだ。……僕には関係ないことだけど……

　結婚式は滞とどこおりなく進んだ。

　式のクライマックス。教会の鐘かねの代わりに、学校のチャイムが鳴り響ひびく校内。中庭に新しん郎ろう新しん婦ぷが出てきた。

　一いつ斉せいに、クラスメイトたちがライスシャワーと祝福の言葉を降ふらせる。

「来夏っち！　受け取って！」

　高い青空に向け、珊瑚はブーケトス。

　ブーケは鮮あざやかな放ほう物ぶつ線せんを描えがいて、

「わあっ！」

　幼おさななじみの胸むねに飛び込んだ。

　可愛かわいらしい花と僕の顔を交こう互ごに見つめ、来夏は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「次は、シドと萌月の番ってコトだな！」

　ニヤリと笑って僕を睨にらめ付けた高天原センパイ。同じ表情をして、来夏は笑う。

「だってさ、ひーちゃん。観かん念ねんしてよねっ」

　センパイは拳こぶしを突き上げた。

「さあ、諸君！　続いて宴うたげの始まりだ！　イヤなことは忘れて盛り上がるぞー！」

『うぇーいっ！』

　壊れ果てた世界の片かた隅すみで。

　場違いなほどに楽しげな歓声が響き渡った。
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「♪ぱぱぱぱーん！　ぱぱぱぱーんっ！」

　夕ゆう焼やけに染そまった川かわ沿ぞいの道。メンデルスゾーンが聞いたら怒おこりそうなくらいに調ちよう子しっぱずれな結婚行進曲を鼻歌で唄うたいながら、来らい夏かはフラフラ歩いていた。

　二次会でお酒を吞のんだんだ。「おまえたちは未成年だが……今日だけ許ゆるしてやる」と寺に保管されていた日本酒をご住じゆう職しよくが提てい供きようしてくれたんだ。担たん任にんも文もん句くは言わなかった。

「♪ぱぱぱぱーんぱーん！　ぱぱんぱーん！」

　真まっ赤かな顔をしてる来夏は、歩きながらクルンとターンした。踊おどっているのか、千ち鳥どり足あしなのか判断に苦しむね。

　あいにく酔よっぱらうことのできない僕は、来夏が転ころぶんじゃないかとハラハラしながら彼女の後ろをついて歩いていく。

　川沿いの家々は無ぶ事じなものが少ない。橋すらも回かい収しゆうされてしまい、川の周囲は焼やけ野の原はらみたいになにもなかった。

　剝はがれかけたアスファルトに、僕と来夏の影かげだけが長く延のびている。

　受け取ったブーケを大だい事じそうに抱だきしめて、来夏はもう一度クルンと回まわった。

「ゆっきー、すっごくきれいだったね～。あの二人、お似に合あいだよ！　……まさか、結婚しちゃうとは思わなかったけどっ」

　クルクル回って僕の胸にぶつかってきた。受け止めてやると「にひひー」と笑う。

「最後にみんなと楽しい想い出作れてよかったね！　親友も幸せになってくれたし！　これで思い残すことはなーんもないよっ！　心おきなく疎そ開かいできるねっ！」

　胸の中から聞こえてくる来夏の声は、すごく元気だった。

　だけど──それは空元気だったみたいだ。

　やがて、微かすかな嗚お咽えつが聞こえてくる。

「来夏……」

「勘かん違ちがいしないでね。ひーちゃんと街まちを出ることがイヤなワケじゃないよ。みんなと離はなれなきゃいけないのが、寂さびしくて……」

　髪かみを撫なでてやると、堪こらえきれなくなったように僕の胸に顔を埋うずめた。

「……ひーちゃん、ごめんね。すぐに泣きやむから。今だけ泣かせてよ」

　夕日に包まれた河か川せん敷しきに、来夏の抑えたような泣き声が響く。泣きやむまで、僕は彼女を抱きしめ続けていた。

　どれほどの時間、そうしていただろう。

　背中を優やさしくさすって、僕は語りかけた。

「僕の誕生日は二月だ。あと三か月ぐらいあるけど……疎開すれば、きっと無ぶ事じで過ごせるよ」

　僕の腕の中、目を真っ赤にした来夏が僕を見上げた。

　恋人の髪を優しく撫なでてあげる。

「僕が一八歳さいになったらさ……なんつーか、その、ちっちゃい頃に二人で作った《こんいんとどけ》をホンモノにしないか？」

　涙目のまま、嬉しそうに微笑んで、

「──うんっ」

　来夏は小さく頷うなずいた。

「ひーちゃん。ずっとずっと一いつ緒しよに生きていこうね。私のこと、守ってね？」

　恋人の額ひたいにそっと口付けて、僕は誓う。

「約束するよ。必ずきみを守り続ける。

　この世界が、終わる瞬間まで──」
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　疎そ開かい先さきは、来夏と二人で検けん討とうした結果、彼女の母はは方かたの実じつ家かがある四し国こくの方へ行ってみることになった。

　あれは確たしか、小学二年生の頃ころの夏休みだったかな？　二人だけで遊びに行って、虫取りをして走り回ったような記き憶おくがある。すごくのどかな場所だったっけ。お祖母ばあさんも優しくていい人だった。

　残念ながら、お祖母さんは《世界滅亡カーテンコール》がはじまった直後ぐらいに起こった暴ぼう動どうに巻き込まれて死んでしまったそうだけど……家は残っているって話だ。まだ住めるようなら、そこに住まわせてもらおう。

　朝。僕の家。妹の部屋。

「支し度たくできた？」

　今は来夏が使っている一室を覗のぞき込こんだ。彼女は膨ふくれたリュックに分ぶ厚あつい本を詰つめ込もうとしていた。なにかの図ず鑑かんみたいだ。

「そんなもん持ってってどうするつもりだよ？　荷物になっちゃうだろ」

「これはすっごく役に立つ本なんだよっ！　じゃじゃーんっ！」

　図鑑のタイトルは《食べられる野草》。

「学校が終わる前に借りておいたんだよ」

「って、それ図書室の本かよ」

「用意いいでしょ？　こういうのもいつかは必要になっちゃうかもしれないもんねっ！」

　来夏の決意に、少しだけ感動してしまった。

　世界の終わりの瞬しゆん間かんまで生き続ける──絵え空そら事ごとや夢ゆめ物もの語がたりじゃなくて、彼女なりに本気で実現しようとしてるんだ。

　ここは素す直なおに褒ほめておくことにしようかな。

「グッジョブ、来夏。それは僕が持ってくよ。重たいだろうし」

　そんな感じで、支度を終えて。

　僕たちは連れだって玄げん関かんを出た。

　家族と、そして幼おさななじみと一緒に過すごした我わが家やを見上げる。

　来夏は玄関の方を向いて深々と頭を下げた。

「今まで、お世話になりました。ありがとね」

　朝日に照らされた僕の家。ちょっぴり天使に壊されているところもあるけれど、幼い頃から僕や家族、そして来夏を守り続けてくれたんだよな……

　ありがとう──ココロの中で呟つぶやいて、しんみりした気分で僕も頭を下げた。

「それじゃ、行こうか、ひーちゃん」

　黙だまって頷うなずいて、自転車を用意する。

　と、躊躇ためらいがちに、来夏は尋たずねてきた。

「お別れを言っておく人とか、いないの？」

「猿さ渡わたりと珊さん瑚ご……あと高たか天まが原はらセンパイには挨あい拶さつしておいたから。それで十分だろ」

「……サクヤさんは？　言わなくて、平気？」

「構かまわないよ。猿渡あたりが伝えてくれればいい」

　ホッとしたような、それでいて申もうし訳わけなさそうな顔をした来夏の髪かみを、クシャクシャとかき回すように撫なでた。

「疎そ開かい列れつ車しやの時間が来ちゃうよ。早く行こう」

　来夏を自転車の後ろに乗せて、走り出した。

　一二月の冷たい風と一緒に、見み慣なれた街の風ふう景けいが後ろへ流れていく。

　ペダルを踏ふみしめながら──思う。

　どうして、この期ごに及およんで来夏が「サクヤにお別れを言わなくていいのか」なんて気にしたのか、僕にはわからなかった。

　サクヤと一緒に神かみ代しろ市しを守っていたって、来夏は知っている。街を離れる時くらいは一言声を掛けてもいいんじゃないかって思ったのかもしれない。

　だけど、サクヤには会いたくなかった。

　彼女に会って言葉を交かわしたところで、もう《来夏と共に生き続ける》って決意が揺ゆらぐことはないけれど。

　今も、サクヤはボロボロになりながら、たった一人で街を守り続けている。

　僕が与あたえてしまった日常を守るために、懸けん命めいに戦い続けているんだ。

　そんなサクヤに、街を離れるって告つげるのは……あまりにも申し訳ない気がして。

　どこまでも卑ひ怯きよう者な僕は、黙だまって出て行くことにしたんだ。

　荷に台だいに座すわる来夏が身を乗り出してきた。

「もう少しゆっくり漕こいでよっ！」

「列車に遅おくれちゃうって言ったろ？　本数が少ないから乗り遅れちゃうとヤバイぞ」

「だけど、これが最後なんだもんっ！」

　自転車の速度を落とした。

　見慣れた街のようすを、目に焼き付けていく。街は壊れ果てていたけれど、家々にも、お店にも、空き地にさえも、たくさんの想い出が残っていた。

「あー、ちっちゃい頃はこの公園でよく遊んだねっ。ひーちゃん、ブランコから飛び降りて膝ひざをすりむいちゃってさあ」

　なんて、来夏は楽しげに騒さわいでいたけれど、やがては黙だまり込こんでしまった。

　僕の背中にしがみついたまま流れていく街のようすを見つめていたけれど……堪こらえきれなくなったように、僕の背中に額ひたいをつけた。

「……みんな、バイバイ」

　そんなキャラじゃないのに、なんだか僕も胸むねが詰つまってしまった。込み上げる気持ちをペダルにぶつけながら、口を開く。

「新しい街でも、いっぱい想い出を作ろうな。生活は苦しいかもしれないけど、一緒に生きていられれば、きっと《幸せ》を見つけられると思うからさ」

　背中ごしに僕に抱きついて、来夏は小さく頷うなずいた。触ふれ合った部分から、幼なじみの温あたたかさが流れ込んでくる。

　恋人の温ぬくもりを感じながら、願った。

　決して、多くのことは望んだりしないよ。

　オメガではなく、椎し堂どう密ひそかとして。

　来夏と二人、小さな幸せを抱きしめて。

　壊れ果てたセカイで生きていきたい。

　今や、僕の願いは、それだけなんだ。

　だから、神さま。せめて僕たちを温かな瞳ひとみで見つめていてくれないか──？
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《事じ故こが発生したため、三時間ほど列車が遅れています》

　僕たちと同じように疎開する人たちで、神代駅はごった返していた。ずいぶんと待たされているらしいオジサンが、疎開用のディーゼル列車を運行している暫ざん定てい政せい府ふの職員に「まだ出ないのか！」なんて詰つめ寄よってる。

　荷物の入ったリュックの上に腰こし掛かけてる来夏に、肩かたを竦すくめてみせた。

「拍ひよう子し抜ぬけだね。覚かく悟ごして出てきたのに、いきなり足止めなんてさ」

「ホントだよねー」同意しつつも、来夏はちろっと舌したを出した。

「でも、ちょっと嬉うれしいかも。これでもうお別れかーって思ってたけどさ、あと三時間だけ街にいられるじゃん。きっと、神さまがお別れをする時間をくれたんだよ」

「どこまでも前向きだね、きみは」

　呆あきれる僕に、ぴょんっと立ち上がった来夏はとびきりの笑顔を向けてきた。

「最後に少しだけ街を見ていこうよ！　二人の想い出が残ってる場所がいいなっ！」

　荷物をロッカーにしまって、僕たちは少しだけ寄り道をすることにした。自転車に乗って走り出す。

　目的地は海──オバケ灯とう台だいだ。

　シーツをかぶった幽ゆう霊れいみたいにシルエットが丸みを帯びていたから、そう呼ばれていた灯台は、僕らの街のシンボルだった。

　昔むかしはよく来夏と遊びに行ったものだ。二人でテッペンまで登って怒おこられたこともあったっけ。といっても、回かい収しゆうされてしまって、今は台だい座ざだけになっちゃったけどね。

「やっぱ海は見ておかなきゃねっ！　何度も二人で遊びに行ったしっ！」

「ってか、海なんて繫つながってんだから、どこで見たって同じって気がする」

「もー、そういう情じよう緒ちよのないこと言わないのっ！　ほら、チャキチャキ漕こぐっ！」

　後こう頭とう部ぶにチョップを入れられた。

「ジョークだよ、いちいちチョップを入れるなっ！　よし、飛ばすから捕つかまってろよ」

　来夏の涙なみだは苦にが手てだ。またシンミリモードになられたら困こまると思ったから、軽かる口くちを叩たたいてみたんだけど、効こう果かがあったね。

　内心ホッとしつつ、ペダルを強く踏ふみ降おろした。駅から海までは自転車で二〇分ぐらい掛かかる。急いだ方がいいだろう。

「すごいすごい！　速いはやーい！」

　来夏のはしゃぎ声を背中に受けながら、僕は自転車を走らせ続ける。

「重たいのが後ろに乗ってなきゃ、もっと速いんだけどな」

「コラー！　言ってはいけないことをー！」

　いつもながらのバカバカしい会話をしながら、ペダルを漕ぎ降ろす。

　これで最後だけど。

　これで最後だから。

　努つとめて明るく振る舞って、この街まちに最後のお別れをしようって思った。

　一五分ほど走ると自転車は市し街がい地ちを抜け、急に家々がまばらになり始める。冷たい風に微かすかに潮しおの匂においが混まじった。

「もう少しだぞっ」

　肩かた越ごしに振ふり返り、来夏に向けて微笑ほほえみかけながら、さらに自転車を走らせる。

　油ゆ断だんをしていたつもりは、なかった。

　警けい戒かいを怠おこたっていたつもりも、なかった。

　だけど──







　それは、突とつ然ぜんにやってきた。







　オオオオオオオオォォォォォ──……

　悲しみに満ちた天てん使しの慟どう哭こくが、いきなり鼓こ膜まくに突つき刺ささった。

　ほぼ同時に、猛もう烈れつな悪お寒かんと吐はき気けを感じる。

　天使の気け配はいを、すぐ近くで感じた。

　慌あわてて自転車を停とめて、怒ど鳴なる。

「来夏っ！　すぐ近くに天使がいる！」

　振り返った僕は、息を吞のんだ。

　来夏の肩越しに、白大だい理り石せきでできたような天使の顔が見えたんだ。

　発ほつ作さ的に、来夏を抱き寄せた。

　自転車から飛び降りる。

「きゃあああああっ！」

　不ぶ気き味みな空を切る音が響ひびき、錆さびた刀のようなものが繰くり出だされた。

　アスファルトに転ころがった僕は、来夏を支ささえて立ちあがった。

「逃げるぞ！」

「う、うんっ！」怯おびえた顔で来夏も頷うなずく。

　こんなところで、来夏を失うわけにはいかない。彼女と一緒に世界の終わりを見るって決めたんだ。必ず守るって約束したんだ！

　オオオオオオオオォォォォォ──……

　まるで僕たちを狙ねらっているかのように、天使の声が迫せまってきた。

　抉えぐれたアスファルトに足を取られそうになりながらも、ひたすらに来夏の手を引いて走った。銃じゆうを荷物の中に置いてきてしまったから、天使を足止めすることすらできない。逃げるしかないんだ！

　そのとき──爆ばく発はつ的な勢いきおいで、周しゆう囲いに《違い和わ感かん》が弾はじけた。

　冬ふゆ枯がれたススキの原っぱに。ボロボロになった家の庭に。キャタピラに抉られたアスファルトの上に。折れて鉄てつ筋きんが剝むき出しになった電信柱の陰かげに。

「そんな……ウソだろ……？」

　至いたる場所で、空間の裂さけ目めが生じた。

　ずるり──気持ちの悪い音を立てて、天使の群むれが這はいずり出てくる。

　気が付けば、完全に囲かこまれてしまっていた。

　オオオオオオオオォォォォォ──……

　天使の慟哭が聞こえた。

　錆び付いた刃やいばを振り上げて、天使が僕と来夏を睥へい睨げいしている。

　直後、来夏めがけて刃が繰り出された。

「来夏ぁッ[image: !!!]」

　無む我が夢む中ちゆうで、恋人を抱きしめる。

　僕の身体からだを盾たてにして、来夏を守ろうって思ったんだ。

　どんっ──背せ中なかに衝しよう撃げきを感じた。

　焼やけ付つく痛みが、身体の中を駆かけ抜ぬける。

　僕の腕の中、来夏の身体が微かすかに震ふるえた。

　大だい丈じよう夫ぶか？

　そう声を掛けようと思ったとき、

　恋人の唇くちびるから一ひと筋すじの血が伝った。

　僕の身体ごと──

「ひーちゃん……」

　来夏の胸むねを刃が貫つらぬき通していた。
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　ねえ、ひーちゃん。

　ずっとずっと一緒に生きていこうね。

　私のこと、守ってね──？





【卒業まで　残り96日】



















12月４日（金）

　それでもきみは、笑っていた















　こんなイヤなセカイなんて、滅ほろびてしまえばいいって思ってた。

　幼よう稚ち園えんの友とも達だちはみんなイジワルで。

　逃にげ出してしまいたいのに、少し走っただけで、私の身体からだは息切れしちゃって。

　なに一つ、いいことなんてなかった。

　私のセカイは真まっ暗くらだったんだよ。

　でもね、ある日、全すべてが一変した。

　闇やみの中に、声が響ひびいてきたんだ。

「♪ジャジャジャジャーン！」って、ヒーローが登場するみたいなファンファーレを口で奏かなでながら男の子が現あらわれて──

「ほらっ、行こうよっ!!」

　私の手を摑つかんで駆かけだした。

　暗闇から、私を連れ出してくれたんだ。




　つまりね、ひーちゃん。

　ひーちゃんは、私のセカイを救ってくれたヒーローなんだよ。
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　肌はだ寒ざむさを感じて、僕は目を覚さました。

　僕の家。僕の部屋。ベッドの中。

　見み慣なれた天てん井じようを見上げる。室内は、ぼんやりと明るかった。窓まどの向こう側、うっすらと空が白しらみはじめている。

「あ、ごめんね。目、覚さましちゃった？」

　隣となりに横たわっていた来らい夏かが、小さな声で謝あやまった。最近、夜は来夏と一いつ緒しよに眠ねむってる。

　冬が近くなってだんだん寒くなってきたけど暖だん房ぼうがないから、温あたため合って寝ねてるんだ。吹雪ふぶきの山小屋みたいだねなんて、来夏はノンキに笑ってた。

　ま、《雪山で遭そう難なんした時は、ハダカで抱だきしめ合うといい》なんてよく言うけど、アレ、実はウソなんだよね。体温を奪うばい合って、結局二人とも死んでしまうらしい。

　それを教えてあげたら、来夏は怒おこり出した。ちっともロマンチックじゃなーいとか叫んでチョップを入れられたっけ。

　そんなどうでもいいことを想おもい出しつつ、ぼやけた目をこすった。

「今、何時？」

「まだ六時過ぎだよ。起きるには早いかも」

「……そんな時間に、なにしてたんだ？」

　僕よりも早く目を覚ましてたんだろう。僕のトレーナーを着てる来夏は布ふ団とんに肘ひじを突ついて半身を起こしていた。僕を見つめて微笑ほほえむ。

「寝ね顔がお、見てた」

「うっわ、恥はずかしいからやめろよ」

「いーじゃん。すっごい可愛かわいかったよ。ちょっとヨダレたれちゃってたけど」

「マジで？」慌あわてて口くち元もとを袖そでで拭ぬぐうと、来夏は楽しげに笑った。

「冗じよう談だんだってば。寝顔もカッコイイよん」

　来夏は身体からだを乗り出して──ちゅっ。

　頰ほおについばむようなキスをしてくる。

「バカップルじゃないんだから。突とつ然ぜん、そういうことはしないように」

　キスなんて何度したかわからないけれど、なんだか無む性しように照てれくさくって。

　布団の中で反転して背中を向ける。

「ぶーぶー！　いーじゃん、いーじゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！　バカップルになろうよ！」

　ダブダブの袖口で僕の背せ中なかを叩たたいていたかと思うと、「ぺとっ」とか擬ぎ音おんを発しながら僕の背中に額ひたいをつけてきた。

「ねえねえ、ひーちゃんっ。さみしいよー。こっち向いてってばー」

　おでこを思いっきりこすりつけてくる。

「ねえねえねえねえ！　ねえってばー！」

「あー、わかった！　わかったから、ぐりぐりすんな！　背中に穴あなが空きそうだ！」

　仕し方かたなく来夏の方を向いた。

　恋人は嬉うれしそうに微笑んで、僕の腕うでの中に潜もぐり込んでくる。

「んー、あったか～い♡　それに、ひーちゃんはいい匂においがするねっ」

「そうか？　昨日は身体を拭ふいただけだったから、臭くさかったりしない？」

「そんなことないよ。包つつまれていたいような……胸がドキドキするような……そんな香かおりがする。やっぱ好きな人の匂いだからかな？」

　しがみつくみたいに、首に手を回してくる。来夏の華きや奢しやな身体を抱きしめて、ショートカットの髪かみに頰ほおを埋うずめた。

「……来夏もいい匂いがするよ」

「ホントに？　いい匂い？　ドキドキする？」

　胸むねがドキドキしたりはしないけど……

　なんだか安心するような匂いだって思った。

　その答えを聞いた来夏は、曖あい昧まいに微笑んで、僕の胸に頰ずりしてきた。

　どのくらいの時間、そうしていただろう。

　恋人は小さな声で呟つぶやいた。

「ずっと、ずーっと、こうしていたいな……」

　返事の代わりに、来夏を抱きしめる腕にもう少しだけ力を込めた。

　恋人の鼓こ動どうや体温を胸に刻きざみ込むみたいに抱きしめる。

　僕の腕の中、来夏は幸しあわせそうに目を閉じた。

　気が付けば、フローリングの床ゆかの上に斑まだらな影かげが横たわっていた。窓の外には雪が舞まい始めていたんだ。雪の季節には早いから、きっとまた、なにかが回収されたのだろう。




　残ざん酷こくな天使は、全すべてを奪うばっていく。

　僕たちの《想い出》も、《未来》も。




　だけど、僕は迷まよって、悩なやんで、苦しんで、

　もがいて、傷きずついて、傷つけて、

　ようやく、この場所に辿たどり着いた。

　そこは決して、僕が目め指ざしたゴールではなかったのかもしれない。《逃とう避ひ》と《妥だ協きよう》を続けた結果に過ぎないのかもしれない。

　でも、ぶっ壊こわれてた僕のココロは、

　今は幸せな温あたたかさに満ちている。




　滅ほろびていくセカイの片かた隅すみで。

　強く、強く、恋人を抱きしめて。

　奇き蹟せきが起こればいいと、本気で思った。




《世界滅亡カーテンコールが終わればいい》とか、

《時間が止まってくれればいい》だとか、

　そんな大それた奇蹟じゃなくていい。




　凍こごえる吹雪ふぶきの中では、

　抱きしめ合う二人は体温を奪い合って死んでしまうのかもしれないけれど──




　どうか、どうか、どうか、どうか、

　僕たちは、温ぬくもりを与あたえ合えますように。

　そんなちっぽけな奇蹟を。

　僕は、真しん剣けんに祈いのったんだ。







　奇蹟なんて。

　起こらないのに。




　　　　[image: ]




《叶かなうはずない恋をするなんて辛つらいだけだ》

　この間読んだマンガにね、そんなセリフが書いてあったよ。

「きっと報むくわれない」「傷つく前に諦あきらめろ」「密はやめておけ」なんて友とも達だちがアドバイスしてくれたのも、一度や二度じゃない。

　それでも私は、恋をやめられなかった。

　好きな人が、自分のことを好きになってくれる──そんなありふれた奇蹟が、どうして私には起こらないのかなって、泣きそうになることもあった。

　ひーちゃんが私じゃない誰だれかを見つめてるんだって気付いて、ココロがやぶけちゃいそうになる夜もあったよ。

　それでも私は、恋をやめられなかった。




　どうして──誰かを好きな気持ちって、消えてくれないのかな？

「諦めよう」「この恋を捨ててしまおう」「友達のままでも幸せだ」って……なんども自分に言い聞かせたけどダメだった。

　ひーちゃんを好きな気持ちが、消えてくれないの。あなたを想うと、この胸の痛みすら、きらきらキラキラ、輝かがやいて。きれいで。




　だからね、こう想うことにしたんだ。

　私がしてるのは運命の恋なんだ、って。

　ひーちゃんに恋するために生まれて来たんだって、胸を張ることにしたんだよ。




　たとえ、叶かなわぬ恋だとしても。

　私がしてるのは運命の──片かた想おもい。




　　　　[image: ]




　冷たい海風を前まえ髪がみに感じながら、僕ぼくは懸けん命めいに自転車を走らせた。

「もう少し……もう少しで海につくからな」

「うん……。わかるよ……。海の匂においがする」

　僕の背中にしがみついている来らい夏かは、小さく頷うなずく。手に籠こもる力があまりにも弱々しく感じられて、ハンドルを握にぎったまま後ろを振ふり向いた。

　来夏のコートは真まっ赤かに染そまっていた。おなかの傷きず口ぐちからは、血が流れ続けてる。まるで僕たちの道程みちのりを示しているみたいに、アスファルトに点々と赤い雫しずくが跡あとを残していた。

　来夏は、天使に切り裂さかれてしまった。

　身を挺ていして庇かばおうとしたけれど、僕の身体からだごと、天使の刃やいばは恋人を傷つけた。

　なんとか来夏を連れて天使の群むれからは逃にげ延のびた。でも、彼女のキズは深くて……。一ひと目め見ただけで、僕には致ち命めい傷しようだってわかった。わかってしまった。

　それでも──一いち縷るの望みをかけて病院へ連れて行きたかった。彼女を失うワケには行かない。できる限り足あ搔がき続けたかった。

　だけど、来夏は僕にお願いしてきたんだ。

「海が見たい」って……

　彼女も自分が助からないって気づいたんだろう。最さい期ごの瞬間を僕と過ごしたいって思ったんだ。混み合った病院で、施ほどこされることのない治ち療りようを待まって命を落とすより、僕と一緒にいることを選ぼうとしてる。

「お願いだよ、ひーちゃん」

　来夏の眼まな差ざしに宿やどっていたのは、悲しみ、苦しみ……そして、強い決意の光。

　だから、傷ついた来夏を後ろに乗せて。

「ほら、来夏！　防ぼう波は堤ていが見えてきたぞ！」

　ひたすらにペダルを漕こぎ続けた。

　血液が失われてるせいだろう。来夏の呼吸は速く、浅くなりはじめてる。彼女の命は、刻こく一いつ刻こくとなくなりつつあるんだ。

　ぐるぐる、ぐるぐる。いろんな感情がせめぎ合って、僕の胸の中で暴あばれてる。

　一目でもいいから海を見せてやりたい。でも、そしたら来夏は死んでしまうかもしれない。イヤだ、来夏を失いたくない。だけど、彼女はもう助からない……

　気が狂くるいそうな想いをぶつけるように、ひどく重たいペダルを踏ふみしめ続けた。

　自転車は下り坂にさしかかった。悲しいくらいに澄すんだ冬空の下、潮しおの匂いがする風を切って滑すべるように走っていく。

　失われていく来夏の温ぬくもりを背中に感じながら、ペダルを漕ぎ続けて──

　やがて、自転車は海へと着いた。

　来夏の身体を横抱きにして、防波堤を昇のぼっていく。

「わぁ……」

　防波堤のテッペンで、彼女は微かすかに歓かん声せいをあげた。

「海、きれいだね……」

　深い蒼あお色いろをした冬の海は、煌きらめく陽光に照てらされて、輝かがやいてるように見える。

　空と海の鮮あざやかさが、胸に突つき刺ささってくるのを感じながら、来夏を抱いて砂すな浜はまの上を歩いていく。今は台座だけになってしまったオバケ灯とう台だい。そのコンクリートの塊かたまりに、海の方を向いて腰こし掛かけた。

　ざざ……ざざざ……

　穏おだやかな海鳴りが僕たちを包つつんだ。カモメの声が遠くに響ひびいてる。

　来夏は苦しそうだった。健康的だった頰ほおは青くくすみ、桜さくら色いろしてた唇くちびるは紫むらさきになって震ふるえてる。傷口からは、止めどなく恋人の命が流れ出していた。キズを押さえてるハンカチも、来夏の指も、真まっ赤かに染そまっている。

「寒いだろ。コレ、着なよ」

　来夏を僕のコートにくるんで、身体を抱きしめてあげた。冷たくなっていく彼女を少しでも温めてあげたくて。

　海を見つめたまま、来夏は弱々しく呟つぶやいた。

「ありがと。優やさしいね…」

「僕は優しくなんて、ない」

「ううん、ひーちゃんは優しいよ……。昔むかしも、今も。すごく、すごく、優しい……」

「でも、いっぱい来夏を傷つけちゃったよ」

「そのぶん、いっぱい助けてくれたじゃん。私を暗くら闇やみから連れ出してくれた……。それに、私の恋こい心ごころを守り続けてくれた……」

　虚うつろな瞳ひとみで、来夏は僕を見つめる。

「お礼れい言わなきゃって……思ってたんだ。私の気持ちに気付いていたけど……ずっとずっと知らんぷりし続けてくれたコト……」

「……え？」

「気付いてしまったら、私をフラなくちゃいけないから……。私が傷つかないように、鈍どん感かんなフリをしてくれたんだよね……」

　確たしかに、来夏の気持ちは、ずっと前から気付いていたけれど。

「……そんなことないよ。きっと、僕は自分が傷つきたくなかっただけだ……」

「……んもー、照てれ屋やさんなんだから。最後ぐらい、素す直なおに認みとめたらいいのに」

　赤く染まった指先で僕の頰ほおを突つっついた。

「叶かなえてあげるつもりのない恋心を向けられるのって、すごく《重い》のに……。受け止め続けてくれて、ありがと。ずっと恋をさせてくれて、ありがと」

　痛みを堪こらえながら、来夏は今まで通りの満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

「……私を選んでくれて、ありがとね」

「来夏……」

「ひーちゃんと恋人同士でいられたのは、三か月ちょっとだけだったけど……すっごく幸せ…だった……」

　来夏の呼吸はひどく荒あらかった。時とき折おり苦しげに眉まゆを顰しかめつつ、唇くちびるを動かし続ける。残されたわずかな時間を惜おしむように。

「ちっちゃい頃ころからの夢ゆめがい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っぱい叶っちゃったもん……」

　夢見るような瞳ひとみで血ち塗まみれの指を折って、幸せな記き憶おくを数えはじめる。

　新しん婚こんさんみたいに、二人で暮くらしたこと。

　ケンカしながら一いつ緒しよに夕食を作って、食べさせ合いをしたこと。

　僕が淹いれてあげたコーヒーに感動したこと。

　水みたいなお風ふ呂ろに二人で入って、水の掛かけ合いをしてしまったこと。

　数え切れないほどのキスをして、

　きつく抱き合って眠ったこと。

　あまりにもちっぽけだけど、キラキラ輝かがやいてる僕たちの《日常想い出》。

　そんな幸せのカケラを、大だい事じな宝たから物ものみたいに来夏は一つずつ数え上げた。

「本当に夢みたいな時間だったなあ……」

　彼女が指を折るたびに、鮮あざやかに幸せな記き憶おくが蘇よみがえって、僕のココロを抉えぐる。

　記憶の中の僕たちは、あまりにも幸せで。

　来夏の笑顔は、すごく眩まぶしくて。

　二人で走った砂浜の熱さや、幼おさない頃に基地にしていた原っぱの草いきれや、みんなと花見をした時の桜さくらの鮮あざやかさや、学園祭の準備をした時の歓かん声せい──来夏と過すごした断片が、遠い夢のように想い出されてきて。

「もう少し夢見ていたかったけど……ダメみたいだよ……」

　不ふ覚かくにも、視し界かいが揺ゆらいだ。

　泣き顔を見せたら心配するだろうから、懸けん命めいに堪こらえたけれど。

「ありがとね、ひーちゃん。私、いっぱい、幸せ、もらっちゃった……」

　苦しげな吐と息いきと共に、来夏は続ける。

「ごめんね……。私は、ひーちゃんに、幸せ……あげられなかったかもしれない……」

「ううん、僕も幸せだった」

　その言葉に、噓うそはなかった。

　来夏と共ともに生きると決めて以来、僕は穏おだやかで優しい日々を過ごすことができた。オメガになった瞬間から今まで、そんな風に過ごせたことなんてなかったのに。

　優しい毎日は、来夏と共に生きると決めたからこそ送ることができたのだろう。

「きみのおかげで……オメガじゃなくて、《椎し堂どう密ひそか》として生きることができたから」

「そっか、よかった……。それ聞いて……安心したよ……」

　そこで幼なじみは辛つらそうに顔を顰しかめた。

　震ふるえる唇くちびるから漏もれる呼吸は、途と切ぎれはじめていた。くるんでいる僕のコートにも、赤い染しみが浮き出ていた。

　今にも来夏の命が消えてしまいそうに感じて、抱きしめる力を強めた。

　一分でも、一秒でも長く、彼女を繫つなぎ止めるために。

「なあ、来夏……。もう満足みたいな言い方すんなよな……」

　来夏の髪かみをそっと撫なでた。そのまま頰ほおに触ふれてみる。青ざめた頰はとても冷たい。

「僕たちは、もっともっと幸せになるんだ。バカップルみたいに恥はずかしいくらいイチャイチャしてさ……。なに満足してんだ。もう終わりみたいな言い方、しないでくれよ……」

　胸の奥に渦うず巻まいていた想いが喉のどに詰つまる。

「もう終わりなんて、イヤだよ……」

　懸命に堪えたけど、ダメだった。吐と息いきと共に涙なみだが溢あふれ出てきてしまう。

「僕はきみとともに生きるって決めたんだ。僕の全すべてを来夏のために使うって誓ちかったんだ。だから……お願いだから、死なないで……。僕を置いて……いかないでくれよ……！」

　零こぼれてしまった涙は、もはや止められなかった。熱い雫しずくが頰を流れていく。

　涙と一緒に、ココロの中でわだかまっていた想いまでもが弾けた。

「世界が終わる瞬間まで、一緒にいるはずだったろ……!?　この世で最後の二人になるって約やく束そくしたじゃないか……!?　もう終わりだなんて……そんなの……っ!!」

　そんなの、あまりにも──!!

　最後の方は、涙で言葉にならなかった。胸が張り裂さけそうなくらいに、痛くて。

　小さく唇を嚙かんだ来夏は、腕うでを伸のばしてきた。震える指先で、僕の涙を拭ぬぐってくれる。

「もー……泣かないでよ……。ひーちゃんが泣いてるとこなんて……見たくないよ……。ひーちゃんの《ひー》は……ヒーローの《ひー》なんだからね……っ」

「僕は、ヒーローなんかじゃないよ」

　来夏を守ってやれなかったじゃないか。

　世界の終わりまで、二人で生きていくって決めたのに……

　守ってやるって約束したのに……！

「きみを結局……不幸にしてる……」

　幼なじみは調ちよう子しっぱずれなファンファーレを口で奏かなでた。

「♪ジャジャジャジャーン　ジャッジャジャーン……！　えへへ……今でも、バッチリ覚おぼえてる……」

　子どもの頃に僕が憧あこがれていた特とく撮さつヒーローの登場のテーマだ。

「ひーちゃんは、私を救ってくれた、ヒーローなんだ……。一ひと目め惚ぼれしちゃうくらいカッコイイ男の子なんだよ……。だから、泣いたりしないで……」

　来夏の声が途と切ぎれがちになった。呼吸も弱くなっていく。

　目がよく見えていないのか、手て探さぐりで僕に抱きついて、胸むな元もとに頰ずりしてきた。

「ひーちゃんは、あったかいね……。それに、すごくいい匂においがする……」

　瞳ひとみの焦しよう点てんが合ってない。意い識しきが遠のきはじめてるみたいだ。今にも命いのちの灯ともし火びが消えようとしている。僕の《日常》そのものだった存そん在ざいが、失われようとしてる。

「大好きだよ……ひーちゃん……」

　最後の力を振ふり絞しぼるみたいに、来夏はそっと顔を近づけてきた。

「僕も……来夏が好きだよ」

　恋人に、僕の唇を押し当てる。

　そのとき、来夏は僕の唇を小さく嚙かんだ。

　燐りん光こうが舞まうように、触れ合った唇から癒いやしの力を持つ光の粒つぶが儚はかなく輝かがやいた。

　その光を見つめて──

　幼なじみは小さく微笑ほほえんだ。




「ありがと……」




　ゆっくりと、来夏は瞳を閉とじた。

　まるで波の音に溶とけていくみたいに、

　彼女の身体からだから力が抜けていく。




「来夏……死なないで……」




　懸命に抱きしめたけれど、







　僕の腕の中で、







　来夏の命が、消えた──
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　ひーちゃん。




　あなたに逢あえて、よかった。

　あなたに恋ができて、よかった。




　私は、とっても幸せだったよ。




　ありがとう。




　それと──ごめんね。
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　オオオオオオオオォォォォォ──……

　来夏の亡なき骸がらを抱だきしめ続けていた僕の耳に、天使の悲しげな慟どう哭こくが聞こえてきた。

　針はり金がね細ざい工くみたいな六枚の翼つばさをはためかせ、冬の海の上に白い怪かい物ぶつが漂ただよっている。

　強い潮しお風かぜの中、白大だい理り石せきでできているような衣ころもが風かぜに逆さからうように緩おだやかに棚たな引びいていた。不ぶ気き味みなはずの天使の顔は穏おだやかで……来夏を慈じ母ぼのような表ひよう情じようで見つめてる。

「来夏を回かい収しゆうに来たのか……？」

　迎むかえにでも来たつもりかよ……

　ココロの中で吐はき捨すてたけれど。

　ほんの少しだけ迷まよった末に、来夏の亡骸を抱き上げた。

　砂浜の上を、天使に近づいていく。

　冷たい海風が僕と来夏の髪かみを揺ゆらした。

　波なみ打うち際ぎわへと歩あゆみ寄よって、天使を見上げる。

「頼たのむよ……」

　横抱きにしたまま、来夏の亡骸を掲かかげ、

「彼女の家族は、空の上にいるんだ。連れて行ってあげてくれ……」

　そして、悲しげな眼まな差ざしで僕を見下ろしている天使に、願った。

「僕も一緒に連れて行ってくれないか……」

　来夏と共に生きるって決めたんだ。

　彼女がいないのなら、僕にはもう、この世界にいる意味なんてない。

　時間が止まってしまったみたいに、天使は僕を黙だまって見下ろし続けていた。

　時の流れを感じさせるのは、穏おだやかな波の音と、風の冷たさだけ。

　幾いく度ども波音が繰くり返して。

　幾度も海風が吹ふき抜ぬけて。

　永遠にも感じるような数秒が過ぎて──

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォ──……!!

　天使は咆ほう哮こうした。悲しげな叫さけびが殷いん々いんと冬の空へと響ひびき渡わたる。

　やがて空から、スポットライトみたいな光が降ふり注そそいだ。

　ふわり、と。

　見えない力が僕と来夏の身体を包つつんで、僕の足が砂浜から離はなれた。

　目ま映ばゆい光に包まれたまま、僕たちは空へと昇のぼっていく。

　冷たく澄すんだ空気が、ベルベットみたいな柔やわらかな手て触ざわりで頰ほおを撫なでた。来夏を包んでいるコートが風に柔らかくはためいてる。どこか遠くで、鈴すずの音ねみたいな涼すずしげな金きん属ぞく音おんが鳴り響いていた。

　来夏の身体を抱きしめたまま、首を巡めぐらせて下界のようすを眺ながめる。

　セカイは、ボロボロだった。

　目映い光を背中に受けているせいか、神かみ代しろ市しは水底に沈しずんでるように見える。神の怒いかりを受けて海へ沈んで滅ほろびた死の街まちみたいに、あちこちに瓦が礫れきが転ころがり、家々がなくなっている。街は死と破は壊かいに満ちていた。

　こんな街で人が生き続けてるなんて、信じられないくらいの惨さん状じようだ。

　それでも、僕は生きたかった。

　こんな壊れ果ててしまったセカイでもいいから、来夏と生きていきたかった。

　オメガなんてものに選ばれてしまった《運命》に抗あらがって──残された時間を幸せで塗ぬりつぶしてやりたかった。

　たった一つだけでもいい。《大切》だとココロから言えるものを守り通したかった。

　僕はみんなを苦しめるために生まれたんじゃない。たった一人、来夏だけは幸せにできたんだ。僕は、椎し堂どう密ひそかとして生き抜いたんだ、って。胸を張って死んでいきたかった。

　でも──

「ごめんね、来夏」

　柔らかな風に包まれたまま、来夏の亡骸を抱きしめる。

　僕は来夏一人すら、守ってやれなかった。

　天使の刃やいばに、一緒に貫つらぬかれたのに、

　彼女は死んで、僕は死ねなかった。

　僕は──オメガだ。

　どんなに目を背そむけようと、僕はオメガなんだ。最後の人類に選ばれたという運命からは、逃のがれられない……

　どうしようもなく、僕は、オメガなんだ。

　オオオオオオオオォォォォォ──……

　鎮魂歌レクイエムを唄うたうかのように、天使の悲しげな慟どう哭こくが響いた。

　目映い光の降り注ぐ空を見上げる。光こう源げんの向こう側には、深い暗がりが広がっていた。

　その深しん淵えんに吸すい込まれれば、全すべてが終わる。

　目に焼き付けるように、来夏の顔を見つめた。瞳ひとみを閉とじている彼女は、すごく穏やかな表情をしてる。

「ねえ、来夏……」

　最後まで、焦こがれるような恋をしてあげることができなかったけれど……

　きみを《大切》に思ってたよ。

　それはあるいは、家族に対する想いに近い感情だったのかもしれない。

　でも、確かに、きみを愛していたよ。

　恋人の亡骸をもう一度、強く抱きしめて、

「……僕は、きみが好きだったよ」

　そっと唇くちびるを寄せた。

　僕と来夏の身体は冬空を舞まって、やがて暗闇の向こう側へと吸い込まれた。

　スポットライトみたいな光が搔かき消え、

　全てが《無》に塗ぬりつぶされて──

　そこで、意い識しきが途と切ぎれた。
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　ざざ…ざざざ……

　穏おだやかな波の音が聞こえて、僕は目を覚さました。眼前に広がっているのは、どこまでも透すき通った冬の青空。太陽の眩まぶしさに、目の奥おくが少し痛んだ。

　潮しおの匂においがする風が、僕のシャツの袖そで口ぐちをはためかせている。手を動かすと、冷たい砂の感覚がそこにはあった。

「ここは……？」

　首を巡めぐらすと、見み覚おぼえのあるコンクリートの塊かたまりがあった。

　あれはオバケ灯とう台だいの台座……

「……くそっ……」

　来夏と一緒に《回収》されたはずなのに、僕だけが神かみ代しろ市しへと戻されたんだ。オメガとして世界の終わりを見み届とどけるために……

　そのとき──気付いた。

　砂の上で、それは陽光に照らされてキラキラと輝かがやいている。

　来夏がつけていた、ピンク色のオモチャのリングだ。

　二人で交こう換かんしたはずの指ゆび輪わが、まるで形かた見みだと言わんばかりに砂浜に残されてる。

　さらさら、さらさら。僕に追い打ちをかけるように、雲もない青空から雪が降り始めた。

　天使がなにかを奪うばっていくと、代わりみたいに降ってくる冷たくない雪──《紙かみ吹雪ふぶき》。

　来夏が回収されてしまったから降ってきたんだろう。青空に粉こな雪ゆきが舞まっている。

　雪を頰に感じながら、そっと手を伸ばした。横たわったまま砂ごと指輪を握にぎりしめ、拳こぶしを胸に押し当てる。

『ひーちゃんが泣いてるとこなんて、見たくないよ……』

　そう言われたはずなのに、眼前に広がっている青空が滲にじんだ。

　再び、涙なみだが溢あふれてきてしまう。

「うぅ……あ……ぁ……」

　なんで泣いてるのか、自分でもわからない。

　胸に大きな穴が空いてしまったみたいで。

　その傷きず跡あとが、痛くて、痛くて、痛くて。

　鮮あざやかな冬空と、舞い散ちる粉雪の下で、

　零れ落ちる雫しずくを拭ぬぐいもせず、

　子どもみたいに声をあげて、







　僕は、泣いた。







　それからのことは、あまり覚おぼえていない。

　どうやって帰ったのかわからないけれど、僕は自宅へと戻っていた。来夏がいないなら疎そ開かいする意味なんてないから。

　僕の家には、幼おさななじみとの想い出がいっぱい詰つまっていた。

　持っていけなかった来夏の服が残されている。二人で書いた《こんいんとどけ》の古びた画用紙が、きれいに折りたたまれてテーブルの上に置かれてる。疎開の前夜に書いた壁のラクガキには、《ゼッタイに幸せになろうね！》なんて書かれてる……

　それらから懸けん命めいに目を逸そらして、僕は自室へと閉とじこもった。

　部屋にも、二人の想い出が染しみついてる。

　ベッドに腰こし掛かけると、仄ほのかに来夏の匂いがした。温もりすらも残っていそうだ。今にも窓の向こうから「ひーちゃん！」なんて元気な呼び声が聞こえそうな気がした。

　幸せな記き憶おくが刃やいばとなってココロを斬きりつけてきて、気が狂くるいそうだったから。

　僕は──目を閉じた。

　全すべての感覚を閉ざした。

　意識を閉ざした。

　全てを閉ざした──……







　　　　　……──もう、終わりにしよう







　　　　　　　　　　この世界はひたすらに残ざん酷こくで

　　　　　　痛みと苦しみに満ちていて

　　　　　　　　　　　　もがけばもがくほどに

　　　大切なものが失われていく







　　　　　　　　　　　手にしたはずの希望は

　　　　　　すぐに絶望に変わり果て

　　　　　　　　　摑つかみかけた幸せは

　　　　　　　　　　　　　　　やがて悲ひ劇げきに塗ぬりつぶされる










　　　　　　　《生きる》ことに意味なんてないんだ










　　　　　　　だから、もう、終わりにしよう







　　　　　　　　　《僕》というセカイを







　　　　　　　　　　　　終わりにしよう──……
















　……──死んでしまいたかった。狂くるってしまいたかった。壊こわれてしまいたかった。《僕という存在》の全すべてを、否ひ定ていしたかった。

　僕のセカイは終わったのだから。

　もうなにもかもオシマイにして欲しかった。

　だから、ベッドの上で膝ひざを抱かかえて、僕は身み動じろぎ一つせずに過ごした。

　食事もせず、水も摂とらず、睡すい眠みんすらせずに、ひたすらに鬱ふさぎ込んで。来夏のつけていた指輪を見つめ続けていたんだ。

　だけど、それでも死ねなかった。

　狂ってしまうことすら、できなかった。

　オメガの力によって飢うえは癒いやされて、瘦やせることすらなかった。そして、襲おそってくる天使が放つ《違い和わ感かん》が、たびたび僕の精神を《現実》に引き戻したんだ──




　一か月ぐらいの間、そうしていたかな……

　年が明けた頃、《逃とう避ひ》をやめた。




　一月七日。朝。僕の部屋。

　ベッドに座すわっていたら、強い《違和感》を覚おぼえた。思わず窓まどの外を見る。窓の向こうには雪が舞まっている。

　コートを羽は織おって玄げん関かんを出た。

　外はすごく寒い。吐と息いきが白い棒ぼうみたいに見えるくらいに。

　玄関先に立てかけられた自転車の荷台には、来夏の血けつ液えきが黒っぽくこびりついてる。

　ひたすらに凪ないだココロで、自転車を表おもてに出した。ペダルを踏ふみおろす。削けずられたアスファルトにタイヤをとられそうになりながら、雪降る街まちに自転車を走らせた。

　ここ一週間ぐらい《違和感》を感じるたびに、天使の元へ向かうようにしていたんだ。《違和感》が漂ただよってくる方向へ、ハンドルを切っていく。

　閉とじこもっていた一か月ほどで、街はさらに壊されていた。回かい収しゆうされて持ち去られてしまったんだろう。空き地が目め立だっている。

　少し息があがりはじめた頃、天使の出現場所に辿たどり着いた。補ほ修しゆうの跡あとが目立つ家の庭先に、ほどなく空間に裂さけ目が生まれる。

　自転車を降りて、そのようすを眺ながめた。

　ずるり──気持ちの悪い音を立てて、白はく亜あの怪かい物ぶつが出現した。

　オオオオオオオオオォォォォォ──……

　悲しみに満ちた慟どう哭こくが、住じゆう宅たく街がいに木霊こだまする。

「お、お母さん！　天使が来たよ！」

　家の中から、小さな男の子の叫さけび声が聞こえた。せっぱ詰つまった声で女性が返事をする。

「早く逃にげなさい！　お母さんも、後ですぐに行くから！」

「ヤダよ！　一人じゃヤダよ！」

　きっと怪け我がか病気で、母親は動けないんだろう。だから、子どもだけでも一人で逃がそうとしている。悲痛なやり取りだね。

　天使はもう一度慟哭して、両腕の鎌かまをゆっくりと振ふり上げた。きっと凶きよう刃じんが振り下ろされれば、親子の命は失われるだろう。

　だけど僕は、なにもしない。

　ただ黙だまって、天使のようすを眺める。

　この一か月、一人でずっと考えていた。

　僕のなにがいけなかったんだろう？

　どうして僕は、〝あの人〟も来夏も失ってしまったんだろう？

　そして、一つの答えに辿たどり着いた。

　僕がみんなを苦しめてしまうのは、

　僕がこんなに苦しいのは、

　オメガであるという《運命》に抗あらがおうとしてるからじゃないだろうか。

　どんなに足搔いても、この世の終わりを見るという宿しゆ命くめいからは逃のがれられないんだよ。

《椎し堂どう密ひそか》として、来夏と生き続けようとしても、結局ムリだったようにさ……

　だから──決めたんだ。

　僕はオメガであることを受け入れるよ。

　僕のせいで街が壊れるのは苦しい。

　僕のせいで人が殺されるのは悲しい。

　でも、その苦しみを受け止め続けるよ。

　なあ、神さま。それで満足なんだろ……？

　ツギハギだらけの家から、小さな男の子が出てきた。足に包ほう帯たいを巻いたお母さんを支ささえて、必ひつ死しに逃げようとしている。

　空中に浮かんでいる天使は、錆さび付ついた鎌かまを振るった。紙かみ細ざい工くを破やぶくように、屋や根ねが吹ふっ飛とぶ。よろめくように逃げていた二人の上に破は片へんが降ふり注そそいだ。少年は母親と一いつ緒しよに庭に倒たおれ込んでしまう。

「私はいいから！　早く逃げなさい！」

　母親の悲痛な叫びをかき消すように、天使は慟哭した。錆び付いた鎌を振り上げる。

　決して、瞳ひとみを逸そらすな。

　僕が生きているせいで起こる悲ひ劇げきを、目に焼き付けるんだ。

　自分にそう言い聞かせて、そのようすを眺め続けた。

　天使は無む慈じ悲ひに鎌を振り下ろす──

　しかし、惨さん劇げきは起こらなかった。

　黒い風が吹き抜けたんだ。

　舞まい降おりてきた少女は空中で大たい剣けんを振るった。太刀たち筋すじが見えないほどの凄すさまじい一いち撃げき。

　ドンッ──！

　重い音が轟とどろき、天使が両断された。

　華か麗れいに着地する少女。一瞬遅れて、長い黒くろ髪かみと蝶ちようのようなスカートが美しく広がった。

　顔を見なくてもわかる──サクヤだ。

　対天使兵器ルシフエリオンの少女は、舞い散ちる粉こな雪ゆきを振り払うように立ち上がる。凜りんとした立ち姿に僕は彼女との出で逢あいを思い出していた。

　深夜の学校で来夏と一緒に天使に襲おそわれた時、彼女は僕たちを助けてくれたんだ。

　それが、サクヤとの出逢い──

　出逢ったばかりの頃のような無表情で、サクヤは僕の顔を一いち瞥べつする。

　世界を壊す運命を受け入れた僕オメガと、

　それでも世界を救い続ける対天使兵器サクヤが、

　壊れ果てた世界の片隅で、再び邂かい逅こうした。





【卒業まで　残り62日】









　　　エピローグ







　夜。神かみ代しろ市し。鉄てつ塔とうの上。

　ひしゃげた送そう電でん鉄塔に、赤い法ほう衣いの少年──アダムが腰こし掛かけていた。

　降ふりしきる雪が、辺あたりを白く染そめ上げている。

　彼の肩かたにも雪が降り積つもっていく。それを払はらいもせずに、少年は手の中の銀色のペンダントを眺ながめ続けていた。

　ロケットの中には古ぼけた写真が入っていた。

　やんわりと微笑ほほえむ少女の姿が写っている。

　彼女はイブ──アダムと共に、新たな人類としての歴史を紡つむぐために作り出された天使の少女である。

　このペンダントは、オメガに奪うばわれていた。

　だが、オメガが疎そ開かいして街まちを離はなれようとしている隙すきに取り返しておいたのだ。写真への興きよう味みを失っていたようだから、盗ぬすみ出すのは簡かん単たんだった。

　アダムにとって、この写真は大切なものだった。今や、古びた写真だけが、イブの笑顔を見ることができる唯ゆい一いつの方法なのだから。

「イブ……」

　少年は、写真に向かって語りかける。

「もう少しだ」

　切せつなげな言葉と一緒に、白い息が立ち上った。

「オメガは滅ほろびを受け入れた。あと少しで、ボクたちの《神の計画アポカリプス》は実現するよ」

　アダムはなにかを想おもい出すように、降りしきる雪に視し線せんを這はわせた。

　アダムとイブの《神の計画アポカリプス》がはじまったときのことを想い返す。
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　その姿すがたは──《悪あく魔ま》のように見えた。




「ごめんなさい……」




　アダムたち《天使》に対たい抗こうする存そん在ざいとしての《悪魔》という概がい念ねんは存在しない。少なくとも、アダムは知らない。

　彼が知ち識しきとして覚おぼえている、人間が作り出した悪魔のビジョンを思い浮かべたのだ。




「どうしても、見ていられなかった……」




　可か憐れんな少女であったイブの容よう貌ぼうは、完全に変容していた。

　長く伸のびた爪つめ。血の色に輝かがやく瞳ひとみ。金きん属ぞくのような光こう沢たくを持つ角つの。艶あでやかな黒くろ髪かみは銀色に染そまり、背中には漆しつ黒こくの翼つばさが生はえている。身体からだは黒い装そう甲こうのようなもので覆おおわれていた。

　そして、その手には──天使の首。

　イブの周しゆう囲いには、壊れた住宅の破片と一緒に、天使の身体がいくつも倒れている。

　少女は悲しそうな声で、謝あやまる。




「ごめんなさい……」




　直後、イブの手の中で、屠ほふった天使の首が、輝く光の粒つぶとなって弾はじけた。地上に墜おちていた天使も同様に消え去る。

　彼女は、同族である天使を殺したのだ。




「どうしても、見捨てることができなかった……」




　ここ数か月、イブと一緒に滅ほろびゆく世界のようすを眺ながめ続けていた。

　病びよう原げん体たいによって滅めつ亡ぼうした長なが崎さきの光景。核かく爆ばく発はつによって消しよう滅めつしたシカゴのようす。強きよう酸さんの雨が降ふり注そそいだリオデジャネイロ。炎ほのおに包つつまれた横よこ浜はま。

　それが新しん人じん類るいたる自分たちの使命だと思ったから、二人で終末の世界を瞳に焼き付け続けたのだ。

　そんな日々を送るうちに、イブのようすがおかしくなりはじめた。

　口数が少なくなり、鬱ふさぎ込こみがちになった。人々の絶ぜつ叫きようや苦く悶もんの声に苛さいなまれているかのように、耳を塞ふさいだ。平和な生活を送っていた住民たちが惨ざん殺さつされるシーンを見て泣き出すこともあった。

　そして──




「どうしても、助けずにはいられなかったの……」




　ついに、イブは、耐たえられなくなった。

　夜。日本。住宅街。

　オメガの住んでいる街から少し離れた、東京近きん郊こうにある真新しい家々の並ぶ市し街がい地ち。

　天使の群むれに襲おそわれ、多くの建物が破壊されていた。平へい穏おんな生活が、瞬またたく間に蹂じゆう躙りんされていく。

　そして、アダムたちは逃にげ遅おくれた家族を見かけた。

　幼おさない子どもを抱だく母親と、二人を庇かばおうとする父親。

《神》の意い志しに従したがい、天使は容よう赦しやなく三人を殺そうとする。

　イブは泣きながら、「やめて！」と叫んだ。

　刹せつ那な、黒い光が少女の身体を包つつみ込こみ……

　天使の少女は、悪魔となった。




「ごめんなさい……」




　すがるように近づいて来るイブを見て、思わずアダムは一歩後あとずさってしまう。

　怖こわかった。

　天使を殺したイブに対して恐きよう怖ふしたのではない。

　理解できないことが怖かった。

　底なしの穴あなを覗のぞき込んだような恐怖を感じたのだ。

　新たな人類となるために、自みずからは作られた──それは理解している。

　新人類となった後の生活を補ほ完かんするために、アダムには様々な《奇き蹟せき》を起こす天使を呼び出す力が与あたえられている──それも理解が可能だ。

　しかし。

　なぜ、自分と対ついになるはずの少女に、天使を殺す力が備そなわっていたのか？

　なぜ、殺されていく人々を見み過すごせないほどの《感かん受じゆ性せい》が与えられているのか？

　なぜ、神の忠ちゆう実じつな下しも僕べであるはずの自分たちに、自じ由ゆう意い志しが与えられているのか？

　まるで理解ができなかった。

《神のお考えに疑ぎ問もんを持つのは、よくないことだ》

　そう言ったのはアダムなのに……彼自身、神の考えに強い疑問を抱いだいてしまう。

　と、イブの身体からだが大きく傾かしいだ。よろめくように倒たおれる。

　慌あわてて駆かけ寄よって、少女の華きや奢しやな身体を抱だき留とめた。

　直後──イブの身体から大量の黒い羽は根ねが弾はじける。視し界かいが闇やみ色いろに閉とざされてしまうほどに、黒い羽根が辺あたりに広がった。

　風に溶とけるように、黒い羽根が消えた後には、見み慣なれたイブの姿すがたが腕の中にあった。

　ただ一点だけ。忌いまわしい力を使った代だい償しようであるかのように、黒髪は銀色に染そまったままだったけれど……

「アダム……」

　少年の腕うでの中で、苦しげにイブは顔を顰しかめた。天使を殺す力を使うことは、彼女の身体に負ふ担たんを掛かけるのかもしれない。

　しかし、《人類最初の少女》は、《人類最初の少年》を真まっ直すぐに見つめる。

「わたしと一いつ緒しよに世界を救って」

　その言葉が、自みずからの存そん在ざい意い義ぎを否ひ定ていするものであると理解していたのに。

　わけのわからない衝動に背中を押されるように、少年は頷うなずいていた。




　それが合あい図ずであったかのように、アダムとイブの身体が光に包つつまれた──……
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　古びた写真の中のイブを見つめて、アダムは苦く笑しようする。

　光に包まれた後、アダムとイブの身体は過か去こへと飛ばされていた。

《世界滅亡カーテンコール》が始まる数年前へと……

　なぜ、そのような現げん象しようが発生したのか、当時は理由がわからなかった。

　初めから、神によって企き図とされたものなのか。それとも滅めつ亡ぼうを止めると決意した、イブの《力》によるものなのか。

　しかし、イブは、その《奇き蹟せき》を喜よろこんでいた。

「《世界滅亡カーテンコール》を止めたいっていう気持ちが、神にも届とどいたのよ」と、地上に留とどまる決意をした。そして、やがてくる滅亡に対たい抗こうするため、精力的に活動し始めたのだ。

　イブに協力する──アダムはそう約束した。けれど、彼女ほど積極的にはなれなかった。

　人間のために懸けん命めいになるイブを、ただ眺ながめていることが多かったように思う。

「気が付けば、ボクよりも先にオトナになっていたよね……」

　天使は地上に堕おりている間だけ、歳としを重かさねる。作られたのは同時だったはずなのに、イブだけが美しい女性へと成長していった。

　やがて《世界滅亡カーテンコール》が始まり、

　イブはオメガと恋をして、

　オメガを殺すことができずに苦しんで、

　そして、そして、そして──……

「……きみは、長い眠ねむりについてしまった」

　──パチン

　アダムはロケットを閉とじる。

　当初はわからなかったけれど、今ならばなんとなく理解できていた。

　なぜ、イブは強い感受性をもっていたのか。天使を殺す力を与えられていたのか。《世界滅亡カーテンコール》を止めるとイブが決めた瞬しゆん間かんに、二人は時を超えたのか？

《神の計画アポカリプス》とは、なんなのか──？

　原初の人類は、唇くちびるを曲げるようにして嗤わらう。

「この世界に、意味なんてないんだ……」

　降ふりしきる雪よりもなお冷たい声で、アダムは呟つぶやいた。

「きみは怒おこるかもしれないけれど……来夏とかいう少女を殺したよ。オメガは絶ぜつ望ぼうの底に沈しずんでる。ようやく、滅ほろびを受け入れると決心したよ……」

　作り物めいた赤い瞳ひとみで、イブからもらった銀色のペンダントを見つめる。

「必かならず、ボクが目め覚ざめさせてあげるからね……。イブ……」







　　　あとがき







　お久ひさしぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚おぼえておいて頂いただけると嬉うれしいです。

　今回のあとがきは、いきなり大発表から始めたいと思いますっ！　ＦＩＶＥのあとがきで告こく知ちした『殺×愛─きるらぶ─』のＣＤドラマ、ついに発売日が決定しましたっ!!




　正式名称『殺×愛─きるらぶ─　ＣＤドラマ　Loves, so that want to kill.』

　二〇〇七年　三月二八日　発売でーすっ！　わーわー！




　えー、ハッキリ言いまして……このＣＤドラマ、スゴイです。

　殺×愛ファンの必携の一品マストアイテムと言っても過か言ごんではありません。

　これから収しゆう録ろく内ない容ようやキャスティングを、少しだけ発表します。それを知れば、みなさんも驚おどろくはずです！　そしてＣＤドラマが欲しくなっちゃうに違いありませんっ！（断だん言げん）

■　殺×愛ＣＤドラマ　キャスト

　椎し堂どう密ひそか[image: ：]福ふく山やま潤じゆんさん　　　　　有あり栖す川がわ咲さく夜や[image: ：]能の登と麻ま美み子こさん

　萌ほう月づき来らい夏か[image: ：]松まつ来き未み祐ゆさん　　　縁えん遠どう丹に闇やみ[image: ：]水みず樹き奈な々なさん

　高たか天まが原はらＡはじめ[image: ：]生天なばた目め仁ひと美みさん　　椎堂微かすか[image: ：]名な塚づか佳か織おりさん

■　収録内容

　殺×愛本編は、今や悲かなしく切ないシーンの連続となっております。しかし、今回のＣＤドラマの舞ぶ台たいは５月や６月。ちょっぴり切ないシーンもありますが、基本的にラブコメ＆ムフフなシーンがてんこ盛もりです！　恋をしようと頑がん張ばるサクヤの姿や、鈍どん感かんすぎる密くんにアプローチしようとするヒロインたちのようすを、思う存ぞん分ぶんお楽しみ頂けます！

　特に、にゃみちゃんファン＆微ファンは乞こうご期き待たいっ！　ＣＤドラマ化を記念して、ここぞとばかりにひぃセンパイに迫せまりまくりっ！　もちろんサクヤ＆来夏も激げき烈れつ可愛かわいいです！　密と高天原センパイは超男おとこ前まえ！（え？）　まさか、声がつくだけでココまで威い力りよくがあがるとはーって感じですよ！　ちなみに、シナリオは風見周自身が書いてまっす！

　そしてそして！　今回のＣＤには特別に──作中曲『Loves, so that want to kill.──殺したいほど、愛してる』が収録されます！　密くんが口ずさんでいた歌を、ついにみなさんにお聞かせすることができるのです！　すげえ！

　どうです、凄すさまじいキャスト＆内容でしょう!?　ゲットせずにはいられないはずっ！

　普通のＣＤショップでも注ちゆう文もんすれば購こう入にゆう可か能のうだと思いますが、アニメグッズの専門店やネット通販で買うのが確実だと思われます。ぜひぜひ予約しちゃってくださいねっ!!

　テンション高すぎなＣＭに続きましては──突とつ発ぱつ的てきコラボ企き画かくをやりたいと思います！

　実はですね、今回のあとがき、一〇ページくらいもらっちゃったんですよ。でも、ぶっちゃけた話、そんなに書くことないんです！「うわーん、なにを書けばいいんだー」とメソメソ枕まくらを濡ぬらしていましたところ、同じような苦しみの声が耳に届とどいてきました。

「うわーん、にゃみちゃんがあんなコトになってしまって、なにを描かけばいいのー？」

　毎回あとがきで『にゃみすけＬＯＶＥコーナー』を繰り広げてくださっていた、Ｇ・むにょさんが悩なやんでらっしゃったのです。

　利り害がいが一いつ致ちした我われ々われは、共闘コラボすることにしましたっ！

　次ページより、縁遠丹闇主演によるショートショートがはじまります。世界がまだ平和だった頃ころのワンシーンです（担当さん、こんな感じの過か去この番ばん外がい編へんを書かせてください！）。ショートショートの内容に合わせて、むにょさんのあとがきにはコスプレをしたにゃみちゃんを描いてくださることになっております。

　にゃみちゃんファンのみなさま、楽しんでくださったら幸さいわいです。ぺこり。




　　　突発的掌編すぺしやるしよーとしよーと企画　ドリーマー×ドリーマー




「ひぃセンパイのバカっ！　バカバカっ！　イジワルっ！　鬼き畜ちくっ！　人でなしーっ！」

　日曜日。五月の穏おだやかな昼ひる下さがり。縁遠丹闇の住む高級マンション。

　部へ屋やに飾かざられたドラえもんのぬいぐるみが飛び上がるくらいの怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

　密を睨にらみ付けるにゃみの猫ねこ目めはウルウル、真まっ赤かになった頰ほおがヒクヒク、グーにした拳こぶしはプルプルしてる。でも、こんな風になっているのは怒おこっているからだけじゃなかった。

「こ…こんなに恥はずかしい格かつ好こうしてるのに、なんでノーリアクションなんですかーっ！」

　拳を振り上げたのに合わせて、頭につけたネコ耳がピコピコ揺ゆれる。彼女は今、《キャットガール》な格好をしてるのだ。言うなれば、バニーガールの猫バージョン。具ぐ体たい的てきには、黒いネコ耳、長いシッポ。ハイレグ気ぎ味みのボディースーツに網あみタイツ。そして、何故なぜかついてる襟えりと袖そで口ぐち。ところどころにモフモフなファーがあしらわれていて、とっても可愛かわいい一品なのだけど……着てみたら、すっっっっっっっごく恥ずかしかったのである。

　んもー、恥ずかしくて死んじゃいそうなのガマンしてるのも、ひぃセンパイに喜よろこんで欲ほしいからなのにっ。今日こそは、『ああっ、にゃみちゃん僕ぼくはもう辛しん抱ぼうたまらないよ！（がばっ！）』『ひぃセンパイ、荒あら々あらしすぎますっ♡　怒ど濤とうのＦ５攻撃ラブアタツクにわたしのココロサーバは陥落ダウン寸前ですー♡』なんてドリーミンな展開を期き待たいしていたのにっ。それなのにっ。そーれーなーのーにーっ！

「んー……ごめんごめんー……」

　キングサイズのベッドに腰こし掛かけている密は、気の抜けたような返事をした。しょぼしょぼした目をこすりつつ、大あくびをする。

「ここ五日間ぐらい、ず[image: ][image: ][image: ]っと寝てなくてさ。限界なんだ……」

「五日も!?　なにをしてらっしゃったんですか？」

「えっと……『ヒソカ！　相そう思し相そう愛あいになるための一いつ環かんだ！』とか言うサクヤとデートして……。夜は一いつ緒しよに天使を倒して……。やれやれと思ったら、高天原センパイに『シド！　恋する生徒を救すくうぞ！』って生徒会活動を手伝わされて……。さっちゃんに『ひぃやん、祝しゆく勝しよう会かいや！　朝まで吞のむでー！』なんて拉ら致ちられて……。解放されたと思ったら、一いちノの瀬せ一いつ佐さが『密くん、新作お菓子ができたのっ』って遊びに来て……。来夏が『ひーちゃん、宿題教えてよ！』とか言い出して……。微は『お兄ちゃんはえろえろだね？』なぁんて小こ悪あく魔まモード発はつ動どうで……。一いつ睡すいもできないくらい振り回されっぱなしだったんだよ……」

　密はシャツのボタンを外はずし始めた。十じゆう字じ架か型がたの傷きず跡あとが残る胸むな元もとをはだけてみせる。

「はい、血を吸すっていいよ……。喉のどが渇かわいて死にそうだって言うから来たんだしね……。できればサクッと終わらせて、帰らせてくれないか……ふゎゎぁぁう」

「おっきなあくびしながら言われても嬉うれしくありませんっ」

「仕し方かたがないだろ……。眠くて死にそうなんだ……死ねないけど……」

「ううー……」にゃみは涙なみだ目めで密に詰つめ寄よって、「あんまりですよ、ひぃセンパイ！　他の協きよう力りよく者しやにカマけてたせいで、おざなりな対応なさるなんて！　わたしのことなんて、どうでもいいって思ってらっしゃるんですね！」

「そんなことないってば……にゃみちゃんも大切な協力者の一人だよ……。だからこそ、眠ねむいのを堪こらえて、こうして来たんだからね……っていうか、なにを怒ってるの？」

「怒ってなんかいませんっ！　ひぃセンパイのバカバカっ！」

　密のハダカの胸を両手でポコポコ叩たたきつつ、にゃみは言いい募つのる。

「わたしは、ひぃセンパイの協力者です。《血エサ》という鎖くさりで繫つながれたドレイみたいなものです。でも、ワガママだと思われるかもしれませんが……ただのシモベじゃイヤなのです。ひぃセンパイに一番可愛がられるドレイでありたいのですっ！　だって──！」

　にゃみは自分のことを、機き械かいみたいに冷れい静せいな女の子だって思ってた。

「だって、わたしは──！」

　だけど──違うんだ。ひぃセンパイのこととなると、すぐにメモリはいっぱいになってハングアップしてしまう。ひぃセンパイの血を吸うだけで、熱ねつ暴ぼう走そうしてしまう。

　わたしはジャンクなパソコンよりもダメダメな女の子なんだ。

　だって、ちょっぴり嫉しつ妬としてしまっただけなのに、

「ひぃセンパイのコトが……すっ……すすっ……！」

　言ってしまったら協力関係が強きよう制せい終しゆう了りようしてしまうとわかっているセリフを、思わず口くち走ばしりそうになってるんだから。

　ダメダメになってしまったのは、きっと、ウィルスのせいに違いない。

　ひぃセンパイがわたしの胸に送り込んだ、タチの悪い《恋心ワーム》のせいだ。

「──好きなんですっ！」

　慌あわてて口を手で押さえたけれど、もう遅おそかった。

　あぅっ、言っちゃった！　ついに、言っちゃった！　ここまでハッキリと告白コクっちゃったら、鈍感すぎるひぃセンパイだってわたしの気持ちが──……[image: !!!]

「ＺＺＺＺＺｚｚｚｚｚｚ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

「…………。そんなことだろうと思いましたよ……」

　告白を聞く前に眠りに落ちてしまったらしい密を見て、にゃみは大きなため息いきを吐つく。

　そのため息の主しゆ成せい分ぶんが、《切なさ》なのか、それとも《安あん堵ど》なのか。にゃみ自身にも、よくわからなかった。

　と、センパイをベッドに寝かして毛もう布ふを掛かけてあげようとしたとき。

「……って、ひぃセンパイ!?　にゃ？　にゃにゃにゃ!?」

　いきなり、ベッドに押し倒すみたいに抱だき寄よせられた。はだけたままの胸元が眼がん前ぜんに迫せまってドキッとしてしまう。

「ど、どうなさったんですか!?　まさか、このままドリーミンな展開に……!?」

「ＺＺＺＺＺｚｚｚｚｚｚ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

「やっ、ダメっ、そんなに抱きしめられたら脱ぬげちゃいますっ。この衣い装しよう、脱げやすくて……あン、見えちゃいます！　いきなりは恥ずかしいですっ、せめてココロの準じゆん備びを……」

「うう～ん……むにゃむにゃ……ぐー……」

「あっ♡　そこは弱いんですっ。触さわっちゃダメですっ。あんっ♡　眠ってらっしゃるのに、ひぃセンパイってばテクニシャンですっ！　にゃぅっ♡」

　密は相変わらず気持ちよさそうな寝ね息いきを立てている。ほっぺをむにーっと、軽く引ひっ張ぱってみても起きるようすはない。熟じゆく睡すいしているみたいだ。

「寝ね惚ぼけてらっしゃるんですか？　ちょっぴり喜んじゃいましたよぅ……。んもうっ。ひぃセンパイは眠っていてもイジワルですっ」

　真まっ赤かに染そまった頰ほおを膨ふくらましたけれど……やがて、イタズラっぽく微笑ほほえんだ。

「うふふ。でもこれは、むしろチャンスだと考えるのがよさそうですね……」

　密のハダカの胸に抱きしめられたまま、そっと耳元に唇くちびるを寄せた。

「わたしは、ひぃセンパイが好きです。世界中の誰だれよりも、だーい好きですっ♡」

　いつもは言えない愛の言葉を、いっぱいいっぱい囁ささやく。

「利用されるだけでも、わたしは幸せですけど……できたら、ほんの少しだけでも、わたしを好きになってください……。どんなにイジワルされても平気ですから……ときどきは、わたしにも優しくしてくださいね？」

　まるで返事の代わりみたいに、眠ってる密の腕うでにわずかに力がこもった。

　ただ、それだけで、泣きそうなくらいに、にゃみは幸せだった。

　密が自分を見てないって気付いてる。どこか遠くを見つめ続けてるってわかってる。

　だけど──ちゅっ♡　にゃみは、密の頰に唇を寄せた。

「せめて、夢の中ぐらいはハッキングしてもバチはあたりませんよね、ひぃセンパイ？」





ＥＮＤ　　






　以上、特別企画のショートショートでございました。担当さん、マジで番外編を出版させてください！　お願いしますっ！（フライング土ど下げ座ざをしながら）

　さてさて、ようやく紙し幅ふくも尽つきて参まいりましたが──今回も大発表があります！

　この文庫が発売されたあとの、春に出版される『ドラゴンエイジＰｕｒｅ　Ｖｏｌ．４』に、殺×愛のコミックスが掲けい載さいされるのです！

　風見の書いたシナリオを元に、イラストレーターのＧ・むにょさんご自身がマンガを描いてくださいました！　一ひと足あし先さきに読ませて頂きましたが……サクヤが可愛すぎて悶もん絶ぜつしますよ。ぜひぜひチェックしてみてくださいね！

　最後に謝しや辞じを書こうと思うのですが、実は、殺×愛６から担当編集者さんが交こう代たいすることとなりました。

　超ちよう絶ぜつ敏びん腕わん眼鏡めがねっ娘こ担当Ｋさん、今まで本当にありがとうございました！

　超絶敏腕眼鏡男子担当Ｙさん、これからよろしくお願いします！

　イラストレーターのＧ・むにょさん、いつもムリなお願いをして申もうし訳わけないです！

　本作の出版に携たずさわった全すべてのみなさま、毎まい度どありがとうございます！

　次は『殺×愛７　─きるらぶ　ＳＥＶＥＮ─』でお目めに掛かかるかと思います。

　物語はいよいよ佳か境きように入っております。ラストまで応おう援えんよろしくお願いしますねっ！
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